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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　美しい顔をした金髪の少年の手から、紫むらさきの衣ころもをまとった高司祭に、その祭器は恭うやうやしく手渡された。

　白銀色に輝かがやく〝酒しゆ杯はい〟である。

「祝しゆく福ふくの聖杯よ……」

　少年聖歌隊の合唱が、幸運の神にして商業を守護するチャ・ザ神殿の大広間に響ひびき渡る。祝福の聖杯、それが祭器の名前なのだろう。

　だが、少年たちの歌声はどこかしら虚むなしく聞こえる。

　祭器がもたらす奇き跡せきは、過去に何度も披ひ露ろうされている。祭典を挙きよ行こうする側も、それを見る側にも新しん鮮せんな驚おどろきはないのだ。

　正面にあるチャ・ザ神の神像に向かって祭器を掲かかげる高司祭の表情も、どこかしら疎うとましそうに見える。これからの儀式を思うと、気が重いのかもしれない。

　高司祭は、続いて鋭えい利りな真銀ミスリル製の短剣を少年から手渡された。その短剣を、高司祭は指に押し当て、流れ出てきた鮮血を聖杯のなかに一滴、落とす。

　と、聖杯のなかは、真っ赤な液体で満たされた。

　血ではない。

　酸味の強い香が、周囲に漂ただよう。

「我わが血の一ひと雫しずくは、葡ワ萄イ酒ンとなり……」

　聖歌隊が高らかに歌いあげる。

　そう、聖杯に満ちた液体は葡ワ萄イ酒ンなのだ。

　それが、〝祝福の聖杯〟と呼ばれる祭器に与えられた奇跡の力。

　そして、祭器の奇跡はもうひとつある。

　聖歌隊の歌声に包まれるように、粗そ末まつな身なりの男がひとり、祭さい壇だんまで進みでてゆく。

　高司祭は、その男に聖杯を手渡した。

　厳おごそかな表情を浮かべ、男は聖杯の中身を飲みほした。そして、感謝の祈りを、高司祭とその背後にあるチャ・ザの神像に捧ささげる。

　そのあいだに高司祭は、短剣を使って、手の平の肉を小さく削そぎ落としていた。そばに控ひかえていた少年が、目立たぬように血止めの薬を、司祭の傷口に塗ぬっている。

　高司祭は削ぎ取った肉を、男が捧げ持つ聖杯のなかにつまみ落とした。

　と、聖杯のなかで何かが膨ふくれあがった。

　香ばしい匂においが、今度は、周囲に満ちる。

　高司祭は男の手から聖杯を取り上げると、その中身を改めて男に授さずけた。いびつな形をした狐きつね色の塊かたまりだった。

「汝なんじが肉の一片は、麵パ麭ンとなる……」

　それに合わせ、聖歌隊が声を響かせた。

　聖杯のなかに現われたのは、焼きたての麵パ麭ン。それが、もうひとつの奇跡の力だ。

「祝福の聖杯よ、奇跡を我われ等らに」

　聖歌隊は、何度も繰くり返し、そう合唱した。空虚な儀式を、飾りたてようとするように。

　その合唱に送られて、貧まずしい身なりの男は、大切そうに麵パ麭ンを抱かかえて下がってゆく。同時に、白銀色の祭器は、ふたたび金髪の少年の手に戻もどされた。まるで汚れ物を片付けるように、少年はそそくさと大広間から退出してゆく。

　奇跡を演じた祭器に視線を送る者は、もはや誰だれもいなかった。

　祭壇近くにいた三人の男たちを除のぞいて……

「あんな祭器が、あったとはな」

　ひとりの男が隣となりの男の耳に向かって、小声で囁ささやいた。

　話しかけられた男は、無言でうなずく。

「道どう化けの芝しば居いだ。今の儀式に、何の意味があるというんだ」

　もうひとりの男が、吐はき捨てるようにつぶやいた。

「チャ・ザの教義と、どう関係している？」

　祭典は、次の儀式へと進んでおり、周囲の参列者の関心は彼ら三人には向いていない。

「神の慈じ悲ひとか……」

「神は、何も与えはしない。奪うばうだけだ。高額の寄き進しんをすればこそ、オレたちのような人間だって敬けい虔けんな信者でいられる。今日の祭典にも、上席で招かれる」

　そうだな、と最初の男が自じ嘲ちようの笑いを浮かべる。

「もしも、意味があるとすれば……」

　男たちは、互いに顔を見合わせた。

　無言でうなずきあう男たちの目に、怪あやしい光が宿った。
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〈古いにしえへの夢〉と書かれた看板を確かめてから、幸運神チャ・ザに仕つかえる神官戦士であるライスは、三人の仲間と共に店のなかに入っていった。

　冒ぼう険けん者しやの店である。

　今朝、店の主人から使いがあって、仕事を紹介するから店に来るように告げられたのだ。

　賢けん者じやの国にして冒険者の国であるアレクラスト大陸一の大国オランに来て、初めての仕事である。

　大きな街まちだけに、仕事には不自由しないと思っていたが、冒険者の国と呼ばれるだけあって、冒険者の数はライスたちの予想以上に多かった。

　墜おちた都市レックスの廃はい墟きよが、街の郊外にあるためだ。

　その廃墟は、無む尽じん蔵ぞうともいえる古代王国の遺い物ぶつの宝ほう庫こである。だが、並の人間が足を踏み入れたら、決して帰ることのできぬ魔ま境きようでもある。

　ライスたちは、そんな危険な遺い跡せきに挑いどむつもりは更さら々さらない。

　人々が抱える問題を解決し、ささやかな収入を得るのが流儀なのだ。

　エレミアの街で請うけ負おった前回の仕事で、高額の報ほう酬しゆうを受け取ったこともあり、当面の生活に支障はない。ライスたちは、このアレクラスト大陸最大の街に、しばらく居い座すわるつもりだった。

「羽は根ね頭あたまたちか？　よく来てくれたな」

　店に入ると、主人が陽気に声をかけてきた。

〝羽根頭〟というのは、ライスたち四人の冒険者としての名称である。全員が、頭に鳥の羽根を目印として刺している。

　三十を過ぎたばかりの、まだ若い主人である。数年前に、店を開いたばかりだという。

　それだけに、新しん参ざん者ものであるライスたちでも厚遇してくれると思えた。

　店の主人に、ライスは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「こちらこそ。挨あい拶さつしてまだ日も浅いのに、仕事を回してくれて……」

「依い頼らい者しやからの指定でね。チャ・ザ神の神官が仲間にいて、盗とう賊ぞくが仲間にいない冒険者を紹介してほしいとのことだ。そんな冒険者は、滅めつ多たにいないからな」店の主人はライスたちひとりひとりを見回し、あらためて、

「指名されたも同然だよ」

　と、笑った。

「あんたらなら、依頼人も納なつ得とくしてくれるだろう」

　依頼人の指定どおり、羽根頭には盗賊はいない。そして、〝鴉からす羽根〟ことライスは、チャ・ザ神に仕つかえる神官戦士──司祭プリーストにして戦士フアイターである。

　他の三人。〝梟ふくろう羽根〟のチェペルは魔術師ソーサラー。〝燕つばめ羽根〟のオスターは、大地の妖よう精せい族ドワーフであり、優秀な石いく工しにして戦士フアイターだ。そして、〝鵡おうむ羽根〟のリーライナは、森の妖精族エルフと人間との混血ハーフ。精霊使シヤーマンいであり、戦士としての訓練も一応、受けている。

「依頼人は、もう来ているのですか？」

　チェペルが訊たずねた。
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「ああ、奥の部屋で待っていただいている」

「仕事の内容については？」

　続いて、リーライナが問いかけると、主人は首を横に振った。

「それは、依頼人から直接、聞いてくれ」

　と、わずかに苦笑を浮かべて答える。

　店の主人も話を聞いていないのだろう。依頼人はどうやら、仕事の内容はできるかぎり、秘密にしておきたいらしい。

　そして、主人は先に立って、ライスたち四人を、奥の部屋へ案内してくれた。

　扉とびらを開けると、若い女性がひとり椅い子すに腰かけているのが見えた。

　彼女の前にはテーブルがあり、空あいた椅子があと五つ置かれていた。

「お待たせしました」

　女性に向かって、主人は慇いん懃ぎんに頭をさげた。

　依頼人は、それなりに地位のある人間のようだ。

　丁てい寧ねいに対応しておいて損はないと思い、ライスは主人に倣ならおうとした。

　だが、そのとき、

「ライス？　ライスなの？」

　椅子を蹴けるように、依頼人の女性が立ち上がった。

　聞き覚えのある声だった。

　ライスは顔をあげて、依頼人を見つめた。

　頭には白布のかぶり物を着け、高価な亜リ麻ネ布ンの服を着ている。貴族の婦人のように見えるが、家か紋もんの代わりにチャ・ザ神の護ご符ふを首から下げている。

「アマディア……」

「そうよ。覚えていてくれたのね」

　懐なつかしそうに、女性の表情が緩ゆるんだ。

　アマディアは〝剣の王国〟オーファン第二の都市、鉱山の街グードンにあるチャ・ザ大神殿で一いつ緒しよに修しゆ業ぎようをした女性神官である。ライスより五歳ほど若かったが、チャ・ザ神の神学、教義に精通していて、神聖魔法の使い手としても比較にならないほど優秀だった。

　ただ、裕ゆう福ふくだが複雑な家庭に生まれ育ったせいか、精神的にやや不安定なところがあり、修業者のなかでは最年長だったライスは、よく相談相手になったものだ。彼女はライスを兄のように慕したい、ライスも妹のように思っていた。

　ライスが教団を抜けたのと、アマディアが小さな神殿の司祭として東方に赴おもむいたのは、ほとんど同時期だった。

　それが、五年ほど前の話である。ライスは今年、二十九歳だから、彼女は二十三、四といったところだろう。

「顔見知りとはな」

　主人は、驚おどろいたようだ。

　だが、その偶ぐう然ぜんを喜んでいるような様よう子すだった。当然だろう。冒険者を紹介すれば、彼の懐ふところには斡あつ旋せん料が入るのである。そして、それは冒険の成否とは関係ない。

「冒険者になったとは聞いていたけど……」

　アマディアは、ぎこちない微び笑しようを浮かべた。どんな表情をしていいか迷っているようにも見える。

「変わって……ないわね」

　アマディアは目を潤うるませながら、よろめくように進みでてきた。ライスの顔に向かって、そっと手を伸ばそうとする。

「キミもね」

　ライスは笑顔で答えた。

　だが、それは真実ではない。

　五年のあいだに、彼女は人間として、そして女性として成せい熟じゆくしていた。丸みの残っていた頰ほおはすっきりと瘦やせ、胸や腰は反対に豊かな曲線を描きだしている。落ち着きが感じられ、司祭としての貫かん禄ろくさえ漂ただよわせている。

　そのとき、リーライナがライスの背後で呟せき払ばらいをした。

　振り向かなくても、彼女の視線が背中に突き刺さっているのが分る。

「その方々が、あなたのお仲間なのですね？」

　アマディアは我われに返ったように、まずリーライナに会え釈しやくして、それから、チェペル、オスターの順に挨あい拶さつをしていった。

　リーライナたちも、順に名乗り返してゆく。

「再会を懐かしむのはけっこうだけど、依い頼らいの内容を先に教えてくれない？」

　冷ややかな声で、リーライナが言った。

「そ、そうでした」

　アマディアは、あわててライスたちに椅い子すを勧すすめた。

　店の主人が、下働きの娘に命じて、全員分の飲み物を持ってこさせる。

　依頼人を囲むように、ライスたちはテーブルについた。

　ここからはあんたたちの仕事だと言わんばかりに、店の主人は部屋から下がっていった。

　それを待って、

「お願いというのは、個人的なものではありません」

　と、アマディアは切り出した。

「……教団からの依頼なんだな」

　ライスが、呻うめくように言った。表情がつい厳きびしくなる。

　幸運神チャ・ザは、ライスが信しん仰こうする神である。だが、教団との関係は、断たれている。

　チャ・ザ教団は、商業の神として栄さかえている。その信者の多くは商人であり、商売の繁はん盛じようを祈き願がんして、莫ばく大だいな寄き進しんが寄せられる。それが、教団を運営する資金となる。

　だが、ライスはチャ・ザ神に対して、幸運神としての神格しか認めていない。それは、彼がチャ・ザ神への信仰に目覚めた理由による。

　ライスがチャ・ザの声を聞いたのは、友人の死がきっかけだった。

　ある日、ライスはその友人と一本の大木の下で、雨宿りをしていた。その大木に、雷かみなりが直撃したのだ。

　気がつけば、友人は大木の下敷きになって死に、ライスは雷の衝しよう撃げきで弾はじき飛ばされたものの、一命を取り留めた。

　そのとき、ライスは自らの幸運に感謝した。

　だが、自分が幸運だと思ったのは、友人の死という不幸を目まの当たりにしたからではないか、との疑問にかられた。

　幸運は、他人の不幸がなければ実感できない。

　それは唾を吐きたくなるような考えだったが、残ざん酷こくな真実のように思えた。

　そのとき、チャ・ザの声がライスの脳のう裏りに響ひびいた。

「答を見つけよ」と、神は言ったように思えた。

　以来、ライスはチャ・ザ神の信者となり、神の奇き跡せきたる神聖魔法の使い手にもなった。

　それゆえ、ライスにとってチャ・ザは幸運神なのだ。それ以外の神格では、考えたこともない。

　だが、幸運と交流を司つかさどる神であったゆえ、チャ・ザ神は商人たちの職業神とされている。そして、商業の神とされてから、チャ・ザ教団は大きく栄えるようになったのだ。信者の数では至高神フアリス、大マ地ー母フ神アに次いで三番目に多い。

　幸運神としての神格を強調することは、一いつ般ぱんの人々が期待するチャ・ザの神格とは、異なるのである。小さな街の神殿の侍祭となったライスが司祭に睨にらまれ、追放されたのは、そんな理由からだ。

　ライスはチャ・ザ教団にとって異端者なのである。

「仕事は仕事ですよ、続けてください」

　魔ま術じゆつ師しのチェペルが先を促うながした。

　現実主義者である彼には、過去の遺い恨こんのために仕事を捨てるなどという発想はない。

　彼の発言を追認するように、ライスはうなずいた。ライスは別に教団を恨うらんでなどいない。本来、信仰とは個人的なもので、組織とは無縁だと思っているからだ。教団が異端者扱あつかいしようとも、チャ・ザ神はライスに御み声こえを聞かせてくれる。奇跡の力を授さずけてくれるのである。

　ライスが納なつ得とくしたのを見届けて、

「神殿の宝ほう物もつ庫こから、祭器がひとつ盗ぬすみだされたのです」

　と、アマディアは言った。

　そして、祭器が盗まれた状況を説明する。

　宝物庫の番人は魔法で眠らされ、合あい鍵かぎでも持っていたかのように宝物庫の扉とびらは開けられた。そして、中からひとつだけ祭器が持ち去られたのである。

　盗んだのは、間違いなく冒険者だ、とライスは思った。それも、恐ろしく腕のたつ冒険者である。

　チェペルに視線を送ると、分かっていますよ、というようにうなずきかえしてきた。

　不安そうな顔になっている。もし、戦いになったとして、勝てるような相手ではない。

「教団では、祝しゆく福ふくの聖杯と呼んでいました……」

　アマディアは、続けた。

「祝福の聖杯？」

　リーライナは、目をぱちくりとさせ、ライスを見つめた。

「初めて聞く名前だ」

　彼女の無言の問いかけに、ライスは首を横に振って答えた。

「他の神殿には伝えていません。オラン大神殿の先代の最高司祭様が病やまいを得たとき、自みずからの肉体にチャ・ザ神を降こう臨りんさせたもうたのです。そして、真銀ミスリル製の酒しゆ杯はいに、奇跡の力を付ふ与よされました」

「神の降臨コール・ゴツド！」

　ライスは、驚きの声をあげた。

　最高位の司祭は、己おのれの肉体を器うつわとして、神の降臨を願うことができる。そして、強力な奇跡を行使するのだ。だが、神の魂たましいはあまりにも巨大であるがゆえに、器となった司祭の魂はそれを支え切れず、砕くだけ散ってしまうことになる。

　祭器と呼ばれる神聖魔法の宝物は、そんな神の奇跡をもってしなければ、創造しえないのである。それゆえ、教団にとって、至し高こうの宝物とされる。

　ライスが仲間たちに、それを説明すると、

「命を代償にして……ですか」

　と、チェペルが呻うめいた。彼の価値感では、信じられないことだろう。

　チェペルは自らを俗物と断じている。彼が冒険者になったのは、それを認めたがゆえだ。俗物ならば、俗物として生きるべきだと思ったのだろう。元々、彼の家柄はオーファンの大貴族に仕つかえる宮きゆう廷てい魔術師なのである。

　能力がなかっただけのことですよ、と、本人は自じ嘲ちようしている。彼の父親は、チェペルの歳には導どう師しの資格を得ていたらしい。

　オーファンの王家には、著ちよ名めいな宮廷魔術師である〝魔女〟ラヴェルナがいて、彼女など十代にして導師の資格を得ている。

「その祭器には、どんな奇跡が付与されてるの？」

　リーライナが、アマディアに訊たずねた。

　アマディアは静かにうなずいて、祭器に与えられた奇跡を説明した。

　それは、血の一滴を一杯の葡ワ萄イ酒ンに変え、肉の一片を一個の麵パ麭ンに変える、というものだった。

「何よ、それ？」

　リーライナはそれだけなの、と言いたげな表情をした。

　祭器と呼ばれるからには、もっと偉い大だいな奇跡を期待したのだろう。

　葡ワ萄イ酒ンや麵パ麭ンなら、祭器の力を借りずとも、銀貨を出せば買えるのである。無償ならともかく、血の一滴や肉の一片を代償とするのだ。

「無限に酒が飲めるのだから、けっこうではないか」

　オスターが、いかにもという発言をした。ドワーフ族の酒好きは、子供でも知っている有名な話である。

「およそ、商業神らしからぬ祭器ですね」

　チェペルは、そんな感想を洩もらした。

「大マ地ー母フ神アか、至高神フアリスの祭器なら、まだ納なつ得とくがいきますが……。代価を払わねば、品物は買えないとでも説といているのでしょうか？」

　大地母神マーファは豊ほう穣じようと多産を司つかさどる神であり、果物くだものや穀こく物もつを自然の恵みの象しよう徴ちようと考えていて、毎年、秋には収しゆう穫かく祭さいを盛大に祝っている。そのとき、昨年、収穫された果物や穀物から作った酒や麵パ麭ンが振る舞われるのだ。

　また、至高神ファリスは自己犠ぎ牲せいと慈じ悲ひの精神を尊たつとぶゆえ、我わが身を犠牲にして他者に恩おん恵けいを与えることを美徳と考えている。

　だが、幸運神にして商業を司るチャ・ザの教団では、葡ワ萄イ酒ンや麵パ麭ンを信仰の象徴とは考えておらず、自己犠牲や慈悲の精神を重視すべき美徳とは考えていない。無償の施ほどこしを戒いましめるような風ふう潮ちようさえあるのだ。

「同感ですね」

　驚いたことに、アマディア自身がチェペルの言葉を認めた。

「先代の最高司祭が、なぜ、魂たましいと引き換えにしてまで、このような祭器を創つくられたのか理解に苦しみます」

「祭器を創りたもうたのは神だ。それを願ったのは、人間でもね」

　ライスが、諭さとすように言った。

「そうでした」

　アマディアが微笑ほほえんだ。

「やっぱり、あなたは変わってないわ。奇跡は人が起こすものではない。人が願い、神が起こすものだ。あなたの口くち癖ぐせだったわね」

「だが、キミのほうが、神聖魔法の使い手として優すぐれていた」

「ええ、そうね。何な故ぜかしらね。わたしには、それが不思議だった」

　そして、アマディアは近く高司祭となって、オーファンの大神殿に戻もどると告げた。

　裕福な実家から莫ばく大だいな寄進もあったのだろう。だが、実力が伴ともなっていなければ、高司祭に推おされるはずはない。チャ・ザ教団はファリス教団やラーダ教団に比べれば、遥はるかに実力主義である。実利を求める商人たちが、信者だからだろう。

「あなたとは、グードンで出会えると思っていたのに……」

「そんな話はいいから！」

　リーライナが、いらだったように言った。

　まるで恋人同士の会話だわ、と内心で思う。

　自分の知らないライスを彼女が知っていることが、不ふ愉ゆ快かいだった。しかし、考えてみれば、ライスは自分の夫でもなければ恋人でもない。ただの冒ぼう険けん仲間だ。いつも一いつ緒しよにいられたから、それ以上の理由は必要なかった。

　好きとか嫌きらいとか、そんな感情で行動が束そく縛ばくされるのは、リーライナの性しように合わない。今の暮らしが続くかぎり、ライスはいつでも自分の傍かたわらにいる。

（あなたの知らないライスだっているのよ）

　リーライナは心のなかで、これまでの冒険を回想した。

　領主夫人が魔物ラミアだったという村で起きた事件を解決したことがあった。

〝争いの森〟ターシャスで古代王国の遺い跡せきを見つけたこともあった。そこは、古代王国の魔ま術じゆつ師しの哀かなしい愛の迷めい宮きゆうだった。

　ロマールでは闘とう技ぎ場じようで別の冒険者と戦わされるはめになった。観客に混じっていた冒険者たちに助けられなければ、その場で殺されていただろう。

　そして、エレミアでは盗とう賊ぞくギルドの先代首領マスターの遺ゆい言ごん状を取ってくるという依い頼らいを引き受けることになった。そこで出会ったのは、奇き跡せきの行使を否定する至高神の高司祭ドルティー、羽根頭の五人目の仲間である。彼は、今、〝聖なる王国〟アノスのファリス大神殿で司教位に就ついている。

　アマディアの知らないライスだっているのだ。

「あなたたちへの依頼は簡単です。その祭器を、取り戻していただきたい」

　リーライナを正面から見つめ、事務的な口調でアマディアは言った。

「簡単ですって！」

　リーライナの細い眉まゆがぴくりと動いた。猫のような目が、糸のように細められる。

「その祭器が、どこに持ち去られているかも分からないのよ！」

「どこにあるのかは、分かっているのです」

　アマディアはリーライナを遮さえぎるように言った。

　ライスと話していたときとは、態度が一変していた。気け圧おされたように、リーライナが椅い子すのうえで姿勢を正した。

「祭器は、このオランの街まちにあります。郊外の貧ひん民みん区くに……」

　オランの街は、アレクラスト大陸最大の街である。その繁はん栄えいに魅みせられて、たくさんの人間が集まってきた。だが、城じよう壁へきで囲まれた街のなかには、彼らの住む場所はなく、城壁の外で暮らすことを強しいられた。

〝スラム〟と城壁のなかの人間はなかば恐れ、なかば軽けい蔑べつして呼んでいる。

「どうして、それが……」

「盗まれた祭器は、貧民区で実際に使用されているようです。自然に、噂うわさが流れてきますわ。この街には、何万人というチャ・ザ神の信者がいるのですから……」

　アマディアの表情には、翳かげりがうかがえた。彼女の表情には、噂が伝わらなければよかったのに、という後こう悔かいのようなものが感じられた。

「御存知のように、チャ・ザ神は商業を守護しています。盗みは厳きびしく禁じられています」

　そういうことか、とライスは納なつ得とくした。

　盗まれたことさえ知られなければよかったというのだ。知られてしまった以上、問題は教団の威い信しんに関かかわる。

　祝福の聖杯なる祭器を持て余している教団の内実がうかがえた。

「貧民区の人々の手から、祭器を取り戻してください。手段は、お任まかせします」

「冗じよう談だんじゃないわ！」

　椅子から立ち上がって、リーライナは叫さけぶように言った。

「わたしたち羽根頭は、弱い人々の味方なのよ。全然、力不足だけどね。そんな仕事、引き受けられるものですか」

「祭器は盗まれた物です。それを知って使っているのは、許されざる行こう為いでしょう」

　リーライナの迫はく力りよくに押されながらも、アマディアは言い返した。

　そして、ライスを見つめて、

「祭器を取り戻してくれれば、あなたの献けん身しんを教団へ報告することができるわ。そうすれば、あなたの破門は解とける。わたしと一いつ緒しよに、グードンの大神殿に戻りましょう。わたしには、信しん頼らいできる侍祭が必要なのです。あなたと出会えたのは、幸運神たるチャ・ザのお導みちびきに他なりません」

　と、懇こん願がんするように言った。

　ライスは腕を組み、テーブルに視線を落としていた。何事か、深く考えこんでいる様よう子すだった。

「何を迷うことがあるの？」

　リーライナが、魔物でも見るような視線をライスに向けた。

「幸運は分かちあうものだというのが、あなたの信念ではなかったの？　貧まずしい人々が、その祭器ひとつで救われるのよ」

「仕事を断わるのはもったいないですね。ただ、主義に反した仕事まで引き受けるのは、どうでしょう……」

　チェペルが言った。彼自身、判断に迷っているような口調だった。

　ドワーフのオスターは、沈ちん黙もくを守っていた。決めるのは、自分の役割ではないと思っているのだろう。

　全員の視線が、ライスに集まっていた。

　ライスの表情は、どこかしら、苦しげだった。

「……この依い頼らい、引き受けよう」

　長い沈黙の後、ライスは言った。強い決意が、秘められていた。

「ありがとう、ライス」

　アマディアの顔が喜びに輝いた。

「信じられない……」

　反対にリーライナは厳しい顔で首を横に振った。

　そうまでして、教団に戻りたいのかと思う。そんな素そ振ぶりなど微み塵じんも見せなかったくせに、突然、飛びこんできた幸運に、ライスは心変わりしたのだろうか。それとも再会したアマディアという女性に、心を奪うばわれたのだろうか。

　ライスは、何も言わない。リーライナを無視するように、アマディアから詳くわしい話を更さらに聞きだしている。

　アマディアは興こう奮ふんしているようだった。いかにも司祭らしい自信と落ち着きに満ちた態度が、ライスに向かい合うと、少女のような愛らしささえ見せる。

　恋愛問題は苦にが手てなリーライナでも分かる。アマディアは、ライスが好きだったのだ。その想いは、数年を経へた今も変わっていなかったのだろう。

「ライスが、決めたんですから……」

　チェペルが、リーライナを慰なぐさめるように言った。

「……分かったわよ。彼が頭リーダーだものね。従うわ」

　リーライナは、落ちるように椅子に座すわった。

　そして、溢あふれでてこようとする言葉を押さえるように、唇くちびるを嚙かんだ。




　　　　２




　貧ス民ラ区ムは、オランの街の北門を出てから城じよう壁へき沿ぞいに東へ向かってしばらく行った場所にあった。

　石造りの集合住宅が無む秩ちつ序じよに建てられていて、狭せまい路地が縦じゆう横おうに走っていた。

〝羽根頭〟たち四人は、フードつきのマントに身を包んでいた。住人を刺し激げきしないように、武器はマントのなかに隠かくし持っている。

　鎧よろいは着けていない。今回は、戦うつもりはないからだ。

　スラムに足を踏み入れると、住人たちの視線が一いつ斉せいに集まった。

　警けい戒かいするような目があった。怯おびえたような目があった。好奇の目もあった。それから、疎うとんじるような目や脅おどしているような目。

　そんないくつもの目に見守られながら、ライスたち羽根頭は、スラムを歩いてゆく。

　路地には黴かびたような独特の臭しゆう気きが漂ただよっていた。

　建物の窓から路地を挟はさんで反対の窓に紐ひもがかけられ、洗せん濯たく物が吊つるされている。そのほとんどがぼろ布のようで、普通の家庭なら、捨てるか、雑ぞう巾きんに使うかしているだろう。

　全員、無言だった。

　それは、緊きん張ちようしているためだけではない。

　依い頼らいを受けてから、リーライナが態度を硬かたくしているためだ。気き紛まぐれな性格で、機き嫌げんが悪くなるのはよくあることだが、いつもなら酒を飲んで酔よっ払ぱらえば気分を直す。

　だが、昨晩ゆうべはいくら飲んでも酔わなかった。夜半前に、気分が悪くなったと言って、酒場の二階に部屋を取って、ひとりで泊とまってしまった。

　ライスたちは、別の場所に下宿を借りていた。

「いいんですか？」

　疲れたような足取りでリーライナが酒場の階段をあがってゆくのを見送りながら、不安になったチェペルは、ライスに訊たずねた。

「いいんだ」

　ライスは、そう答えた。

　それは、あたかも自分自身に言い聞かせるようだった。

　それからしばらくして、ライスたちはリーライナひとりをおいて下宿へ戻った。

　翌朝、依頼された仕事を果たすため、冒険者の店先で集まったが、気まずい雰ふん囲い気きがライスとリーライナのあいだには流れていた。何よりチェペルを不安にさせたのは、リーライナがいつも髪に刺している鵡オウムの羽根を外はずしてきたことだ。

　もちろん、情報を集めるどころではなかった。スラムの位置だけを人に訊ねて教えてもらうと、まっすぐにやってきた。

　祭器を見つけたらどうやって取り戻すのかの算段さえついていない。

　四人は、無目的にスラムのなかを歩きまわった。

　決して、安全な場所ではない。この区域では刃物を使った喧けん嘩かは日常のことで、人死にが出ることさえ珍めずらしくないのだ。

　他よ所そ者ものが我わが物顔で路地を歩いていれば、住人たちの感情を逆なでしているも同然だ。

　事実、四人を見つめる住人たちの視線が、険けん悪あくになっていた。だが、誰だれも声をかけてこないし、行動も起こさなかった。

　喧嘩慣なれしているからこそ、分かるのだろう。この他所者たちが何度も修しゆ羅ら場ばを潜くぐっていることを。突っかかっていって、勝てる相手ではないと判断しているのだ。

　いくら歩きまわっても、住人たちが祭器を使っている現場には、遭そう遇ぐうしなかった。他所者がいる前で、使うとは思えないから、それも当然だろう。

　誰かに金を渡すか、脅おどして白状させなければ、祭器が何ど処こにあるか分からないだろう。

　だが、誰もあえてそれをしようとはしない。だからといって、スラムから立ち去ることもできないでいるのだ。

（向こうから動いてくれるのを待つしかないでしょうね）

　チェペルは、心のなかでつぶやいた。

　そんなチェペルの心の言葉に反応したように、ライスが突然、懐ふところに収めていた幸運神の護ご符ふを取り出した。

　ライスたちを遠巻きに見つめていた少年のひとりが、思わず、

「あっ」

　と、叫さけび声をあげた。

　ライスたちは誰も、少年に特に注意を向けるような真ま似ねはしなかった。だが、少年が祭器について知っていることは確信できた。

　あわてたように、少年は路地の向こうへ消えていった。

　誰かに知らせにいったのだろう。

　ライスは護符を見せることで住民たちを刺激したのだ。相手が動くのを誘さそったのだろう。危険な賭かけだ、とチェペルには思えた。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　不安になって、チェペルが恐る恐る訊ねた。

「分からないな。だが、他に方法はないだろう」

　ライスは、答えた。

　いつのまにか、時刻は夕方になっていた。空はまだ明るいが、背の高い集合住宅に囲まれたスラムの街路は薄暗くなっている。

　昼のあいだは手を出してこなかった住人たちだが、夜になってもそうだという保証はない。彼らのなかには盗とう賊ぞくギルドの見習いまがいの男たち女たちがいるだろう。闇やみのなかで背中から襲おそわれれば、と思うと冷や汗あせが流れる。

「そろそろ、帰ったほうが……」

　チェペルがそう言いかけたときだった。

「待ちな！」

　右手の路地から突然、声がかかった。

　振り向くと、三人の男が路地から姿を現わした。それと呼こ応おうするかのように、ライスたちが歩いていた通りの前後を、刃物を手にした十人ほどの男たちが塞ふさいだ。

　オスターが、マントに隠かくした手て斧おのを取り出した。

　リーライナも護身用の小剣を鞘さやから抜く。

　チェペルは顔面が蒼そう白はくになり、すがるように魔ま術じゆつ師しの杖つえを握にぎりしめた。

　ただ、ライスだけは微び動どうだにしなかった。

　声がかけられるのを待っていたというような表情をしている。

　路地から姿を現わした三人の男たちをじっと観察する。

　先頭にいるのは隆りゆう々りゆうたる筋肉をした巨漢であった。腰には、魔法の品とおぼしき長剣を下げている。

　彼の後ろに並んでいるのは、小太りの男とひょろりとした男だった。

　小太りの男は投とう擲てき用の短剣を三本、右手で弄もてあそんでいて、もうひとりの男は瞑めい目もくし、精神を集中させている。

　明らかに、冒険者だった。先頭の男が戦士、小太りの男が盗賊、もうひとりはおそらく魔法使い、杖を持ってないところを見ると、精せい霊れい使いだろう。

（祭器を盗みだした犯人なのでしょうね）

　チェペルは、思った。それ以外に、考えられない。

　警戒厳げん重じゆうな神殿の宝ほう物もつ庫こから、祭器を盗みだした凄すご腕うでなのだ。

　目の前にすると、それが当然だという気がした。三人の男たちには、それほどの迫力が感じられた。どう考えても、自分たちの勝てる相手ではない。戦いになれば、ほとんど一いつ瞬しゆんのうちに、殺されてしまうだろう。

　膝ひざが震ふるえた。

「チャ・ザの神官戦士だな？」

　先頭にいる戦士フアイターふうの男が、ライスに声をかけた。

「そうだ」

　驚おどろくほど静かな声で、ライスは答えた。目の前の冒険者たちを恐れている様よう子すはない。

「おまえたちが……」

「それ以上は、何も言うな」

　殺気に満ちた声で、戦士がライスの言葉を遮さえぎった。

「もう一言つづけてたら、命を失くすところだったぞ」

　精霊使いとおぼしき男が、冷笑する。

　危ねぇ、危ねぇ、と盗賊ふうの男が、その隣となりで下げ卑びた笑い声をあげた。

「警告しておく。今すぐ、ここから立ち去れ。そして、二度と来るんじゃない。巷ちまたに流れている噂うわさは間違っている。貴き様さまらが捜している物は、ここにはない」

　断固たる口調で、戦士は言った。

　脅おどしているのではなく、宣告しているようだった。もしも、自分たちが従わなかったら、彼らは躊躇ためらうことなく実力行使にでるだろう。

「分かった」

　ライスは、驚くほど素す直なおにうなずいた。

「だが、これだけは言わせてくれ」

「命が惜おしくないならな」

　戦士は凄すごむよう言ったが、ライスに怯ひるんだ様子はなかった。

「おまえたちは、間違っている」

　そして、言った。

「オレが探している物は、ここには不必要な物だ。いや、あってはならない物なんだ」

　ライスの言葉には、訴うつたえかけるような響ひびきがあった。

「何を寝ね惚ぼけてやがる！」

　激げつ昂こうした盗賊が、戦士を押し退のけるように前に出た。

「あれは、ここにこそふさわしい。それ以外に、ふさわしい場所なんかねぇ！」

　祭器がここに存在していることを認める発言だ。だが、それを指し摘てきしたら、おそらく生きては帰れないだろう。

「それが間違いなんだ……」

　呻うめくようにライスは、言った。

　隣となりで聞いているチェペルは、心臓が破は裂れつしそうだった。仲間たちを見れば、リーライナは奇き妙みように冷めた表情をしているし、オスターはいつもどおりの表情だった。
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　こんな状況で、なぜ彼らが平気でいられるのか、チェペルには不思議だった。

　それにしても、ライスは何なに故ゆえ、彼らが間違っているなどと言うのだろう。目的の祭器は、チャ・ザ教団でも持て余あましているようだった。依い頼らい人も、盗まれたということが問題なのであり、祭器がなくなったことを問題にしているわけではなかった。

　豊かな者には、祭器の奇き跡せきなど不必要だ。だが、貧しい者にとっては違う。目的の祭器が手元にあれば、飢うえて死ぬことはなくなる。

　彼らのほうが正しいように、チェペルには思える。しかし、ライスは……

「オレの名前はライスだ。樫かしの木小こう路じの宿屋に泊とまっている」

　ライスは、そう叫さけんだ。

「上等だ……」

　盗賊が押し殺した声で言った。ライスの言葉を挑ちよう発はつと受け取ったのかもしれない。

　ライスの様子は、明らかにいつもと違っていた。

　それほどまでに、チャ・ザ教団の祭器を取り戻したいのだろうか。ライスがかくも執しつ拗ようなのは、これが教団に復ふつ帰きできる最後の機会チヤンスだと思いこんでいるからだと思えた。

（わたしたちを巻き込まなくても……）

　チェペルは、そう文もん句くを言いたかった。

　だが、ライスの異様な迫力に押されて、それも口にできない。いつもなら、お追つい従しようの笑いを浮かべながらライスを引っ張って立ち去ろうとしたはずだ。

「オレは待っている！　あんたたちがやってくるのを……」

「言いたいことは、それだけだな？」

　精せい霊れい使いの声は、これが最後の警告だと言わんばかりであった。

　彼の頭上に、全身、白い光に包まれた完全武装の女性が姿を現わした。その手には、輝かがやく手槍ジヤベリンが握られている。

　それが放たれれば、狙ねらった的まとを決して外はずさない。そして、犠ぎ牲せい者の大半は、即そく死しすることになる。

〈戦乙女の槍バルキリー・ジヤベリン〉と呼ばれる精霊魔法の強力な攻撃呪じゆ文もんである。

　もう限界だった。

　チェペルはライスの腕を摑つかんで、引きずるように三人の冒険者たちに背を向けた。

　背後で自分たちの道を塞ふさいでいたスラムの男たちが、左右の路地へと引っ込む。

　背中からバルキリーの手槍ジヤベリンが飛んでくるのではないか、と生きた心ここ地ちもしなかった。

　だが、冒険者たちは、行動には移さなかった。
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　逃げるように、四人は〈古いにしえへの夢〉亭に戻もどってきた。

　店に入るなり、チェペルは水を一杯、主人に頼たのんだ。それを一気に飲みほしても、まだ喉のどの渇かわきがおさまらず、おかわりを注文する。

「仕事のほうは、どうだい？」

　陽気な声で、主人が訊たずねてきた。

「内容は教えてくれなくていいが、進み具合だけならかまわないだろう」

　ようやく生き返った気がしたチェペルは、うんざりしながら主人を振り返った。

「わたしたちの顔を見れば、分かりそうなものでしょう。仕事は失敗です。わたしたちの手に負えるような相手ではありませんでしたよ」

「そうなのか？　あんたたちの頭リーダーは、そう思ってはいないようだが……」

　店の主人に指し摘てきされて、チェペルはあわててライスを振り返った。

　深刻な表情ではあるが、うちひしがれてはいない。少なくとも、脅おどされて、逃げ帰ってきた男の顔には見えなかった。

「ひとつ教えてほしいことがある」

　ライスが、主人に向かって言った。

「オレが知っていることなら、なんなりと」

　主人は戯けるように答えた。

「三人組の冒険者を知っているか。凄すご腕うでで、たぶん、スラムの出身者だ」

　何が聞きたいのだろう、とチェペルは思った。このうえ、あの冒険者たちの素す性じようを聞いて、どうするつもりなのだろう。

「教団に報告するわけ？」

　侮ぶ蔑べつするように、リーライナが言った。

　ライスは一いつ瞬しゆん、表情を硬かたくしたものの、彼女の言葉をあえて無視した。

「おまえたちが知らないことこそ驚おどろきだよ。オランにやってきて、一ひと月つきにはなるだろう」

　店の主人は、あきれたように言った。

「〝虹にじ摑つかむ者〟だよ。この街の冒険者じゃ知らない者はいない。遺い跡せき探しの達人で、墜おちた都市の遺跡から、あきれるほどの財宝を掘りだしてきた。今では立りつ派ぱな街まちの名士で、王国や商会の重じゆう鎮ちんたちとも親交がある。彼らから表おもて沙ざ汰たにはできない仕事を引き受けて、解決してるって噂うわさだがな。表向きには冒険者を引いん退たいして、スラムで食料の施ほどこしをしたり、賢けん者じやを招いて無料の私し塾じゆくを開いたりしている。彼らがどうかしたのか？」

　店の主人は好奇の目を、ライスに向けた。

「中ちゆう途と半はん端ぱに噂を聞いたのでね。気になっていたんだ」

「関係あるわけないじゃない。そんな立派な冒険者と、あたしたちみたいに頭に羽根をつけたような冒険者がね」

　ライスの言葉を強ごう引いんに奪うばい取るように、リーライナが続けた。

　これ以上、彼らと関係するべきではない、と彼女は暗に言ってるのだ。

　チェペルも同感だった。自分たちは、仕事に失敗したのだ。依頼人にそう報告して、終わりにしたいと思った。

　リーライナは、明らかにライスに譲じよう歩ほしようとしている。明日になれば、いつもの彼女に戻っているだろう。

　羽根頭にお似に合あいの、報ほう酬しゆうも少ないが危険も少ない仕事が来るのを待てばいい。

　リーライナの意い図とは、ライスにも伝わったはずだった。だが、ライスは首を縦たてに振らなかった。何かを睨にらみつけるような目が、この仕事から手を引く意志がないことを無言のうちに物語っていた。

「そうなの……」

　リーライナがテーブルを叩たたくように両手をついて、立ち上がった。

「疲れたから先に帰らせてもらうわ。今晩も、例の酒場に部屋を押さえてあるから」

「ち、ちょっと」

　チェペルはあわてて呼び止めようとしたが、彼女はそれが聞こえなかったみたいに、外へ出ていってしまった。

「おいおい、仲違いはよしてくれよ」

　苦笑まじりに、店の主人は言った。

「代わりの精せい霊れい使いなんて、そうそういないからな」

　自分たちが喧嘩別れして解散することを、主人は心配したのだろう。

　リーライナの様よう子すでは、その可能性は十分だった。

「彼女の代わりなんかいるわけがない……」

　ライスがひとりごとを言って、ゆっくりと立ち上がった。

「そう思うのなら、追いかけてやれば……」

「あいつの性格は分かっているだろう」

　寂さみしげな笑みを浮かべ、ライスはチェペルに答えた。

「追いかけてくる男は、蹴けり倒すような娘だからの」

　オスターが、笑いながら相あい槌づちを打った。

「昨日きのうとは別の酒場を探さなければならんな。今夜は酒でも入らなければ、寝られそうにもないからの」

「あなたがですが？」

　驚いて、チェペルが訊たずねた。

「興こう奮ふんして喉のどが渇かわいたのは、おまえだけではないということだ」

　オスターは、真ま顔がおで答えた。

「わたしだけが特別、臆おく病びようなのかと思ってましたよ」

「おまえさんが、まっとうなのよ。今日はこの男も、あの娘も、普通ではなかったからの」

「普通ではない、か……」

　オスターの言葉を咀そ嚼しやくするように、ライスは繰くり返した。

「悪いが酒には付き合えない。オレは先に下宿へ帰っておく。待っていなければならないからな」

「それがいい。追いかけて駄だ目めな娘には、徹てつ底ていして待つのが得とく策さくだ」

　主人が声をかけてきた。

　明らかな誤ご解かいだった。

　ライスが待っているのは、ハーフエルフの精霊使いではない。

〝虹にじ摑つかむ者〟あの三人組の冒険者なのだ。

　だが、彼らが部屋を訪たずねてくるとしら、それは自分たちを殺すためではないか？

　チェペルは、背筋が寒さむくなるのを感じた。

　そんなチェペルの気持ちを察したように、

「できれば、ふたりも別の宿に部屋を取ってほしい」

　と、ライスは言った。

　それから、頭に刺した鴉からすの羽根をテーブルのうえに置く。

「状況が変わったら、店の主人を通じて、みんなには知らせる。それから、もしも、オレに何かがあったら、これをリルに……」

　ライスは、リーライナを愛称のほうで呼んだ。

　深刻な話だと気づいたらしく、店の主人はいつのまにか奥へと引っ込んでいる。

「ライス……」

　チェペルは鴉の羽根をつまみあげると、それをじっと見つめた。

　黒色の羽根は、ぼろぼろになっていた。

「この羽根は、オレたちが出会った時の記念だ」

　その出会いを清算するつもりなのですか、と口から出そうになった言葉を、チェペルは飲み込んだ。口にすれば、それが現実になりそうな気がしたから……

「預かっておくぞ」

　オスターが静かに言った。

　ありがとうと言って、ライスは去っていった。

　その後ろ姿を見送ってから、

「オスター……」

　と、チェペルは声をかけた。

「今夜は、とことん付き合いますからね」

「そいつは、楽しみだの」

　オスターは、チェペルの肩をどんと叩たたいた。

　痛くはなかったが、魔ま術じゆつ師しの目には涙なみだが浮かんだ。




　それから、五日が過ぎた。

　ライスは下宿からほとんど外に出ることもなく、待っていた。

　そのあいだ、いったい何度、チャ・ザ神に祈りを捧ささげただろう。だが、啓けい示じは何も与えられなかった。

　あと二日待とう、とライスは心に決めている。それで、何も起きなかったなら、ライスはある決断をくだすつもりだった。

　夜は、更ふけようとしている。

　五日間、食事と飲物、そして睡すい眠みんは最低限しか取っていない。それでいて、不思議に疲労はなく、心も澄すんでいる。

　その澄んだ心に映うつる風景は、反対に酷ひどいものだった。そんな幻げん影えいを心に映す自分を、ライスは、神に懺ざん悔げしたかった。

　だが、それが自分なのだ。あらゆる信仰も思し索さくも、すべてはそこからはじまる。

　そのときだった。

　廊ろう下かから足音が聞こえて、ライスは顔をあげた。足音は、部屋の扉とびらの前で止まった。

「鍵かぎなど、かけていない」

　ライスは扉の向こうにいるはずの男たちに声をかけた。

　運命が決しようとしていた。

　死ぬことになるかもしれない。だが、心のどこかで、それを望んでいる自分がいる。

「入らせてもらう」

　抑よく揚ようのない声が、返ってきた。

　三人の男たちが部屋に入ってきた。

〝虹にじ摑つかむ者〟たちであった。

　部屋にはランプのほのかな明かりだけしかなく、彼らの表情までは読み取れなかった。

「なぜ、おまえには分かっていたんだ？」

　男たちのうちのひとり、戦士が言った。

「オレたちが……、オレたちが間違っていたことを」

　その言葉を聞いて、ライスは瞬しゆん時じ、目を閉じた。

「スラムがあるのは、この街だけじゃない」

　目を開き、天てん井じようを仰あおぎながら、ライスはつぶやいた。

　チャ・ザの御み名なを心のなかで唱となえた。

「まさか、おまえも？」

　戦士が問いかけてきたが、ライスはゆっくりと首を横に振った。

「オレはスラムの生まれじゃない。だが、知らないわけでもない」

　答を見つけられたのは、だからこそ、なのだ。
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　そのふたつの条件を満たしていなかったら、チェペルたちと同じように考えただろう。

「こいつは、あってはならないものだった。オレたちの生まれた場所にはな」

　そう力なく言って、精霊使いが手にした袋のなかから、白銀色に輝かがやく聖せい杯はいを取り出した。聖杯は淡い光を自みずから放っていて、薄うす闇やみのなかで幻げん像ぞうのように見えた。

「この祭器があるべき場所は何ど処こにもないかもしれない」

　そう言って、ライスは〝祝福の聖杯〟と呼ばれる祭器を受け取った。

　いったい誰だれが、この名前をつけたのだろう。なんと皮肉に満ちた名前だろう。

（誰からも、祝福されることのない祭器……）

「そいつは、おまえに託たくす。オレたちのことは、教団なり衛兵なりに報告してくれ。逃げも隠かくれもしない」

　ライスはもう一度、首を横に振った。

「それは違う。この祭器は、わたしたち羽根頭が奪うばい返したんだ。チャ・ザ教団の依い頼らいを受けてな」

「どういう意味だ？」

　ライスの言葉を聞き咎とがめて、精霊使いが訊たずねてきた。

「聞いてくれ……」

　ライスはゆっくりと語った。

「あなたたちが祭器を盗んだという噂うわさは、たとえば広まってもいい。だが、あなたたちが祭器を教団に返したという噂だけは広げてはならないんだ」

「オレたちの名めい誉よのことまで、おまえに心配してもらう必要はねぇ！」

　怒ど鳴なるように、戦士が言った。

「あなたたちの名誉を守るためではない」

　ライスは、きっぱりと言った。

「あなたたちの噂は、聞いた。スラム出身の著ちよ名めいな冒ぼう険けん者しや。あの地区の住人にとって、あなたたちは英雄と讚たたえられているはずだ」

「夢は……、必要ってことか？」

　ライスの意図を悟ったらしく、盗とう賊ぞくが切れ切れに言った。

　ライスは、力強くうなずいた。

「虹を摑つかむ夢は、絶対に必要だ。スラムに生まれ育った者には特に……」

　三人の冒険者は互いに顔を見合わせた。苦しそうな表情をしていた。

　当然だろう。ライスの申し出は、彼らに誇ほこりを捨てることを強要しているようなものだ。

「おまえたちは、それで納なつ得とくできるのか？　汚お名めいを着ることになるんだぞ。羽根頭は、貧まずしい者から夢を奪うばった、と……」

「わたしたちが奪った夢は、ほんの些さ細さいなものだ。だが、あなたたちが与える夢は、限りなく大きい」

　ライスは言った。

「人々に幸運をもたらすのが、わたしの願いなんだ。だからこそ、祭器はわたしたちが盗んだことにしてほしい。チャ・ザ神に仕つかえる神官戦士が教団の掟おきてに従ったとしても、それほど非難はされないだろう」

「教団内でのおまえの地位が、あがるわけか？」

　その問いかけに、ライスは苦笑を浮かべただけだった。別に答える必要はない。

「オレたちに、道どう化けのままでいろと？」

　念を押すように、戦士が訊ねてきた。

「分かってくれ」

　ライスは頭を低くして頼たのんだ。

「……そこまで、されちゃあな」

　三人の冒険者たちは、うなだれるようにうなずいた。そして、力のない笑みを浮かべる。

「オレたちの力が必要になったら、いつでも声をかけてくれ。おまえたちがどこにいようと、オレたちは必ず飛んでゆく。これだけは、約束してくれ」

「約束しよう」

　ライスは、言った。

　そして、〝虹摑む者〟たちは帰っていった。
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「今いま更さら、呼び出して、いったい何の用事かしら？」

　遅れてやってきたリーライナが、ライスの顔を一いち瞥べつしてから言った。

〈古いにしえへの夢〉亭の奥の部屋である。店の主人にお願いし、使いを出して仲間たちに集まってもらったのだ。

　チェペルとオスターは、すでに椅い子すに腰をおろしている。

　ライスは、リーライナにも椅子を勧すすめた。

「みんなに、見てほしいものがある……」

　ライスは用意してきた袋ふくろの口を開け、テーブルのうえに真銀ミスリル製の酒しゆ杯はいを置いた。

「これが祝しゆく福ふくの聖杯だ」

　厳おごそかな声で、ライスは言った。

「取り戻もどしたんですか？」

　チェペルがテーブルから身を乗り出し、聖杯に手を伸ばした。

「そいつは、お見み事ごとだったの」

　オスターは感心しきりといった様よう子すだった。

　だが、リーライナは、しばらく聖杯を見つめたあとで、

「……願いがかなって、よかったわね」

　と、皮肉っぽく言った。

「これで教団に復ふつ帰きできるわけね。あの女ひ性とと手を取り合って、グードンへでもどこへでも帰ればいいんだわ」

「リル……」

　ライスは、苦笑を浮かべた。

「気安く呼ばないで！」

　リーライナは、顔を紅こう潮ちようさせた。

「オレは、教団に戻るつもりなどないよ。祭器を取り戻したかったのは、これがスラムにあるべきではないと思ったからだ」

「それが、チャ・ザの祭器だから？　商売の神の奇き跡せきは、神殿に寄き進しんもしないような貧まずしい人には振る舞われるべきではないってこと」

　リーライナの声は、震ふるえていた。

「頼むから、最後まで話を聞いてくれ」

　ライスは、懇こん願がんした。

　リーライナは無関心そうに、そっぽを向いた。勝手にすれば、という態度である。

「オレひとりだけで、どうやってあの男たちから祭器を取り返すことができる？」

　ライスは、言った。

　情けない話ではあるが、虹にじ摑つかむ者たちの実力とライスの実力を比べれば、老竜エルダードラゴンと犬頭鬼コボルドほどの差がある。

「そういえば、そうですね」

　チェペルが、首を傾かしげて言った。

「いったい、どんな魔法を使ったんです？」

「生あい憎にくだが、そんな便利な魔法は知らない。この祭器は、あの男たちが返してくれたんだ。彼ら、虹摑む者たちが……」

「そんな！」

　リーライナがライスを振り返って、驚おどろきの声をあげた。

「なぜ、あいつらが返してくれたりするのよ。あいつらが、この祭器を盗んだんでしょ。スラムの住人たちのために……」

「気がついたんだと思う。この聖杯が、スラムにあってはならないことに」

　ライスは、言った。

「分からないわ。あたしには、彼らが間違っているとは思えなかった」

「それは、リーライナが優しいからだよ。だから、気づかなかった」

　ライスは、穏おだやかな顔をして言った。

「それ、皮肉？」

　リーライナが嫌いやな顔をした。だが、その表情は、いつもの彼女がよく見せるものだ。どうやら、許してくれたようだ。

　ライスは、安あん堵どした。

「そして、自分たちの生まれ育った場所を悪く思う人間は誰だれもいない。だから、彼らは間違った」

「どういうこと？」

　リーライナは、もどかしそうに先を促うながす。

「スラムに住んでいるのは、善良な人間だけじゃない。オレは、それを知っている。スラムの生まれじゃないが、昔、よく出入りしてたから。だから、想像できた。この祭器が、彼らの手に渡ったとき、何が起こるか……」

　これは、あくまで想像だが、と前置きしてから、ライスは話を続けた。

「最初のうちは、人々は祭器を地域の住人全員で共有しようとするだろう。血の一滴が葡ワ萄イ酒ンになり、肉の一片が麵パ麭ンになる。働かなくても、飢うえることはない。おそらく、住民たちのなかには、働くのをやめた人間もいるだろう。そんな人たちは、祭器に依い存ぞんして暮らすしかなくなる。だが、祭器は住人全員の物だ。いつも手元にあるわけじゃない」

「祭器を独どく占せんしようとする者が現われる……わね」

　リーライナが言った。

「おそらくね」

　ライスは、うなずいた。

「そんな人間がひとりでも現われれば、もう終わりだ。他人に独占されるのを恐れ、人々は祭器を我わが物にしようとする。祭器をめぐって、血みどろの奪うばいあいがはじまる。スラムでは、殺し合いが簡単に起こるんだ」

「そういうことだったの……」

　リーライナは、哀かなしげに言った。

「だったら、最初からそう説明してくれてたら……」

「最初に説明しても、みんなはたぶん信じなかっただろう。誰だって、人間はそんなに愚おろかじゃないって思いたいから。オレだって、本当は信じたくなかった。そんな想像ができる自分が憎にくいぐらいだった。予想が外はずれることをオレは内心、望んでさえいた。だから、言いたくなかった。言えなかった……」

　ライスは、うなだれながら言った。

　虹にじ摑つかむ者たちが祭器を返しにきたのだから、ライスの予想は的中したのだろう。それは、哀しむべきことだ。だが、それが現実なのである。

　長い目で見ても、祝福の聖杯は人間を怠たい惰だにさせる。彼らの後に続こうとする、夢を摑もうとする若者がいなくなる。

「ごめんなさい……」

　リーライナは、消え入りそうな声で言った。

「そんな気持ちも知らないで、あなたに冷たくして……。本当は、あなたがいちばん苦しんでいたのに、それを、あたしは分かってあげられなかった」

　認めたくないが、たぶん自分はアマディアに嫉しつ妬としていたのだろう、とリーライナは思った。考えてみれば、ライスが教団への復帰を望むはずがない。

　彼にとって、チャ・ザは幸運神でしかない。商業を司つかさどる神として、世に信しん仰こうを広めようとする教団の考えとは、まったく立場が違うのだ。

「オレも、反省している。それでも、みんなに相談するべきだったんだろう。そうすれば、みんなを不快にさせずにすんだ」

　ライスは懺ざん悔げするように言い、仲間たちに向かって頭を下げた。

「もういいじゃありませんか。すべては、終わったんですから」

　チェペルが、照れたように笑った。

「だが、ひとつだけ疑問が残っておるの」

　オスターがそう言って、テーブルのうえに置かれた祭器を見つめた。

　ライスは深く、うなずいた。

「先代の最高司祭は、何なに故ゆえ、こんな祭器を創つくったんだろう？」

　全員を代表するように、ライスは疑問を口にした。

「誰からも祝福されないこんな祭器を……」

「人間不信に陥おちいったんじゃないですかね。人を救おうとしても、救われることを自みずから拒きよ否ひするような人間に。そんな絶望を、この祭器に託たくした」

「ありそうな話ね」

　リーライナが、うなずく。

「あたしたちなんか、救われるに値あたいしないのかもね。いつも一いつ緒しよにいる仲間だって、誤ご解かいをして、互いに傷つけあうんだから……」

「そうなのかな」

　ライスは、祝福の聖杯に視線を向けた。

　慈じ悲ひ深き祭器。だが、その慈悲は、人の手には余あまるものなのだろうか？

　ライスは思い出したように、短剣を取り出した。そして、祭器を引き寄せた。

　短剣の刃で、親指に傷をつけ、流れでた血を祭器にそっと垂たらしてみる。

　奇き跡せきは、すぐに起こった。

　真っ赤な液体が、聖杯のなかに溢あふれる。

「なかなかいい匂においがするの」

　オスターが鼻をひくつかせた。

　ライスは、聖杯の中身を見つめる。

　それから、嘗なめるように聖杯に口をつけた。

「どう？」

　リーライナが、訊たずねてきた。

「悪くはないが、上物とは言えないな。喉のどの渇かわきを満たすことはできるし、酔ようこともできそうだ」

「だったら、十分じゃない」

　リーライナは、笑った。

　ライスは一口、二口と葡ワ萄イ酒ンを飲んだ。

「ひとりじめは狡ずるいわよ。あたしにも半分、ちょうだいね」

　リーライナが言った。

　いつものように酒に酔って、すべてを清算してしまうつもりなのだろう。

　半分まで飲んで、ライスは聖杯をリーライナに手渡した。

「ありがとう」

　リーライナは聖杯を受け取って、いつものように一気に飲みほそうとした。

　だが、その動きがぴたりと止まる。

「ライス……」

　そして、不思議そうに言う。

「どうした？」

「あたし、半分だけ残してくれたらいいって言ったわよね」

「そうだよ。だから、半分、残した。少なかったかい？」

　ライスは不ふ審しんに思って、答えた。

「いいえ、その逆なの。これを見て……」

　リーライナはライスに聖杯を覗のぞかせた。

　聖杯のなかには、溢あふれんばかりに葡ワ萄イ酒ンが満ちていた。

「そんなはずは……。間違いなく、オレは飲んだぞ」

「だったら、可能性はひとつよね」

　言うなり、リーライナは聖杯に口をつけ、ごくごくと葡ワ萄イ酒ンを飲んだ。だが、全部は飲まない。聖杯のなかに、半分だけ残しておく。

「チェペル、飲んでみてよ」

「わたしがですか？　それって、ライスの血なんでしょ」

「いいから飲んで」

　押しつけられて、チェペルは渋々、聖杯を受け取った。

「分かりましたよ。冒ぼう険けん成功のお祝いと思って……」

　チェペルはぶつぶつ言いながら、聖杯に口をつけようとした。

　だが、やはりその動きが止まる。

「一杯になってますね……」

「一滴残らず、飲みほしてみて。それから、オスターに手渡して」

　リーライナが言った。

「一気によ！」

「後の面倒は見てくださいよ」

　チェペルはそう言ってから、聖杯を一気にあおった。

「いい飲みっぷりよ」

　と、リーライナが茶ちや化かす。

「……飲みほしましたよ」

　真っ赤な顔で、チェペルは言った。それから、聖杯をオスターに手渡した。

　オスターは受け取って、聖杯のなかを覗きこむ。

「どう？　オスター」

　リーライナが勢いこんで訊たずねる。

　オスターはしばらく動かなかった。

　それから、首を横に振りながら、深いため息をついた。

「空からのままだ」

「やっぱりね」

　リーライナが、満足そうにうなずいた。

「祭器の隠かくされた力……なのか」

　ライスは、茫ぼう然ぜんと言った。

「そうよ。ひとりの人間が飲みほしたら、聖杯は空になる。だけど、中身を残して、別の人に手渡したら……」

「中身は、ふたたび一杯になる」

「そういうこと」

　リーライナは得意そうに片目をつぶってみせた。

「たぶん、チャ・ザの教団も知らないでしょうね」

「他人と分かちあうかぎり、祭器のなかから葡ワ萄イ酒ンがなくなることはない……」

　おそらく、麵パ麭ンで試ためしても、同じ結果が得られるだろう。食べかけを聖杯に戻もどし、他人の手に委ゆだねれば、元に戻るに違いない。

　ライスはテーブルのうえで両手を組んで、チャ・ザの御み名なを唱となえた。答を見つけだすために、静かに瞑めい目もくする。

「分かちあえる幸運……」

　ゆっくりと目を開いて、ライスは仲間たちを見回しながら言った。

「先代の最高司祭は、そんな思いをこの祭器に託たくしたんじゃないだろうか。ひとりだけでは限られる幸運が、他人と分かちあうことで無限になる」

「それって、あなたの信条よね？」

　リーライナの言葉に、ライスはうなずいた。

「そうだよ。幸運は他人の不幸のうえに成り立つのではなく、他人と分かちあえるものだということ。その答を探しだすことが、オレにとっての信しん仰こうだ」

「先代の最高司祭も、あなたと同様に考えていたってこと？」

「分からないな……。ただ、オレはそう思いたい」

　ライスはオスターから祭器を受け取ると、飽あきることなく見つめた。

　真銀ミスリル製の酒しゆ杯はいからは、神こう々ごうしさが感じられた。〝祝しゆく福ふくの聖杯〟の名に、それはふさわしいと思えた。

「愚おろかな人間を嘲あざけるために、創つくられたんじゃない。そんな祭器を、神がお創りになるはずがないんだ。先代の最高司祭は、願っていたんだと思う。いつの日か、この聖杯が本当に祝福されるときがくることを。人間の精神が、そして社会が成せい熟じゆくすれば、それは可能なんだから……」

　もうしばらくすれば、アマディアがやってくるはずだ。

　祭器を返せば、依い頼らいは果たされたことになる。その後、アマディアは自分に教団への復帰を求めてくるだろう。そして、侍祭として、グードン大神殿に赴任するよう申し出てくれるはずだ。

　そのどちらにも、ライスはいい答を返せない。

　だが、祭器に隠された真の奇き跡せきの力を彼女に伝えられる。彼女の信仰にとって、それは大きな意義があるはずだ。

　アマディアはチャ・ザの教団内で、高い地位に昇ってゆくだろう。そんな彼女だからこそ委ゆだねたいと思う。

　今はまだ祝福されざるこの聖杯に、祝福されるときが一日も早くもたらされることを。
















虹にじの舞う海に


白井　英
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　夜の闇やみを白く埋うめつくすほどの、おびただしい雪であった。

　ボリスの街まちに冬が訪れてから、初めての雪ゆき嵐あらしだ。ごうごうと吹き荒れる風が、降りしきる雪を狂おしく舞わせ、積もったばかりの雪を宙に吹き上げている。

「……何だか、怒おこっているみたいだわ」

　荒れ狂う白い闇から、セリアスは不快そうに視線をそらせた。

　ここはアレクラスト大陸最北の王国、バイカル。その都みやこボリスに構えられた〝白銀の鯨シルバーホエール〟城の一室である。パチパチと燃える暖だん炉ろの炎ほのおと、天てん井じように吊つるされた水すい晶しようのシャンデリアが、広々とした室内を暖かく照らしている。

　硝子ガラス窓には、窓辺にたたずむセリアスの姿が映うつっていた。

　今年で十四回目の冬を迎むかえる、長い金きん褐かつ色しよくの髪の少女。白しろ絹ぎぬの部屋着に包まれた身体からだつきは、ほっそりとして幼いとけない。顔だちにも、まだあどけなさが残っている。しかし、その表情や雰ふん囲い気きには、大人おとなびた高貴な風ふ情ぜいがあった。

　ヒョオオォォ……

　締しめきった硝子窓の隙すき間まから、凍いてつくような風が吹きこんでくる。

　セリアスは小さく身み震ぶるいして、窓辺から離れた。部屋着の前をかき合わせ、暖炉のそばに向かおうとする。

　そのとき、小さなノックの音とともに扉とびらが開けられた。

「お待たせいたしました」

　軽く会え釈しやくして部屋に入ってきたのは、革かわの胸むね当あてを身に着けた長身の女性だった。腰には剣を帯び、小こ脇わきに分ぶ厚あつい革表紙の書物を抱かかえている。

　寒そうにしているセリアスの様よう子すを見て、彼女は気き遣づかうように尋たずねた。

「もう少し薪まきをくべましょうか、セリアス殿でん下か」

「……だいじょうぶよ。少し窓のそばにいただけだから」

　バイカルの王女セリアスは笑顔で応こたえながらも、いくぶん不平そうに首をかしげた。

「ねえ、リュシアン。わたしのことを殿下と呼ぶのは、公おおやけの場だけではなかったの？」

「まだ下位古代語の手ほどきの途中ですから。殿下の、王女としての一日のお務つとめは、まだ終わってはいませんよ」

　リュシアンと呼ばれた長身の女性は、かすかな笑みを口もとに刻きざんだ。部屋の中央に置かれた円卓に着くよう、セリアスを優しくうながす。

　セリアスのために椅い子すを引いてやってから、リュシアンは手早く書物をひもといた。

　リュシアン・エイルード。バイカル王家に仕つかえ、王族たちの身辺を護ご衛えいする王室警護兵ロイヤルガードである。セリアス王女の信望厚い彼女は、王女の身辺警護だけではなく、舞踏ダンスと下位古代語ロー・エンシアントの手ほどきも行なっているのだ。

　頁ページを指でなぞりながら、リュシアンは書かれた文章をゆっくりと読み上げている。白はく磁じの彫ちよう刻こくのように整った彼女の横顔を、セリアスは羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめた。

「リュシアンは、どうしていつも舞踏会に出ないの？」

「わたしは武骨者ですから。きらびやかな宴うたげなんて似合いませんよ」

「そんなことは全然ないわ！　髪を伸ばして、きちんとお化け粧しようして、ドレスでも着てごらんなさい。宮きゆう廷てい一の淑女レデイで通るわよ、絶対に」

　セリアスが熱心に主張する。リュシアンはあまり関心がないとでも言いたげに、ちらりと笑っただけだった。

「……今夜はこれまでにしましょうか。殿下もあまり身が入っておられないようですから」

「雪嵐のせいかしらね。何だか気分が落ち着かないの」

　悪びれるでもなく、セリアスは言った。リュシアンは窓の外で乱らん舞ぶする雪を眺ながめやって、小さく吐と息いきをついた。

「お嫌きらいなのですか、下位古代語を学ぶのが？　舞踏ダンスはあんなにも熱心に練習なさるのに……」

「古代語の勉強なんて、楽しいとは思えないもの。それに、宮廷の公の場で古代語を用もちいるなんて、意味のない形式ではないの？」

　子供っぽい仕草で、セリアスが唇くちびるをとがらせた。王女の意見に迎げい合ごうしたものか否いなか、しばし迷ってからリュシアンは口を開いた。

「舞踏会のときは華やかなドレスを、謁えつ見けんのときは第二礼装をまとうのと同じことですよ。時と場合に応じて、ふさわしい形式というものがありますから」

「あなたが鎧と剣を帯びているのも形式的なことなの、リュシアン」

「……いいえ」

　セリアスの皮肉っぽい視線を、リュシアンは穏おだやかに受け止とめた。

「これはあくまで実用的なものです。わたしは常に、殿下をお守りできるよう備えておかねばなりませんから」

　リュシアンの口調と表情は、むしろ淡々としたものだった。しかし、その根底に流れている静かな決意を、セリアスは確かに感じとったのだろう。
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「リュシアン……」

　なめらかな頰ほおを赤らめて、セリアスは目を伏せた。聞こえるか、聞こえないかの小さな声で、ごめんなさい、とつぶやく。

　はたりと書物を閉じて、リュシアンは流れるように優美な動作で席を立った。

「お気になさる必要はありませんよ。殿下をお守り申し上げるのが、このリュシアン・エイルードの務めなのですから」

「務め……。リュシアンがわたくしに仕えてくれているのは、国王ちちうえの命令だからなの？」

　いくぶん硬かたい声で、セリアスが問うた。碧あおく澄すんだ瞳ひとみに、不安そうな光が揺れる。

　リュシアンは王女に笑いかけた。この夜、彼女の何度か見せた笑顔のなかで、いちばんあたたかな微笑ほほえみ。

「わたしが殿下にお仕えするのは、それが誇ほこりであり、何よりも喜びであるからですよ」

「……」

　恥はじらいと嬉うれしさの入り交じった表情で、セリアスは照れくさそうにそっぽを向いた。

「風か邪ぜなど召されませんように、お気をつけてお寝やすみください。部屋を暖かくしすぎてはいけませんよ」

　優しい一いち瞥べつを残して、リュシアンは部屋を立ち去ろうとする。扉とびらのノブに手をかけて、彼女はセリアスに会え釈しやくした。

「おやすみなさい、セリアスさま。雪がやんでいれば、明日は中庭の池で氷こおり滑すべりをいたしましょう」

「……ええ。おやすみなさい、リュシアン」

　セリアスは小さく手を振って、あどけない笑みを浮かべた。王女の笑顔を視界に収めながら、忠実な王室警護兵ロイヤルガードは扉を閉ざした。

　王女の私室を出ると、そこはリュシアンの寝室である。寝台と机、そして数脚の椅い子すが置かれているだけの、質素で飾り気のない部屋だ。

　室内は、ぼうっと青白い光に満たされていた。

　まったく熱さをもたない、不思議な青白い輝かがやき。古代語魔法の〈明ラかイりト〉の呪じゆ文もんによって生み出された光だ。

　光を放っているのは、子供の頭ほどもある大きな水すい晶しよう球きゆうだった。女性の腕を模もした壁かべかけ式の燭しよく台だいの、手のひらの上に載のせられている。〈明かり〉の呪文の込められた魔法の水晶球である。

　部屋の南北の壁にはひとつずつ扉があり、南側の扉はセリアスの部屋に、北側は廊ろう下かに通じている。王女の部屋へ行くためには、必ずリュシアンの部屋を通らねばならない造りになっているのだ。

　北側の扉に鍵かぎをかけてから、リュシアンは身に着けていた胸当てを外はずした。鞘さやに収めた剣も腰帯から抜き取り、寝台のそばの壁に立てかけておく。

　一日の務めを終えた安あん堵どの吐と息いきが、唇くちびるの隙すき間まからほろりとこぼれた。

　服の襟えりもとを寛くつろげながら、リュシアンは寝台にすべりこんだ。

　緊きん張ちよう感かんにずっと抑おさえつけられていた疲労が、ゆるやかに心身に広がりつつあった。毛布を首まで引き上げて、リュシアンは目を閉じた。青白い魔法の光の明るさが、瞼まぶたを通してかすかに感じられる。

　明かりを灯ともしたまま、夜着に着替えもせずに寝やすむ──いかに任務に忠実な王室警護兵でも、常ならばこれほど神経をとがらせはしない。

　セリアスは現在、政略の渦か中ちゆうに巻きこまれているのだ。

（ご自分の運命を知ったら、セリアスさまは何とおっしゃるだろうか）

　今から三年後、十七歳の誕生日に、セリアス王女は夫を迎えることになっていた。

　むろん、政略結婚である。バイカル国王と有力貴族たちが、ごく最近に決めたことだ。王女の未来の花はな婿むこは、バイカル一の大貴族、アルマ公ギアースの孫であった。十歳になったばかりの、結婚の意味すら知らぬ少年。

「政まつり事ごとのために、セリアスさまの一生を犠ぎ牲せいにしようというのか！」

　そう憤いきどおるほど、二十一歳のリュシアンは子供ではなかった。この縁えん組ぐみそのものには、彼女は否定的な感情を抱いていない。王家とアルマ公家が血縁関係を結ぶことの、政略的な意義は理解できる。意に沿そわぬ結婚を強いられるのは、王家に生まれついた者の宿命さだめだとも思う。

　ただ、この縁組を知ればセリアスは怒おこるだろう。政略という大人たちの都つ合ごうで、断わりもなく自分の未来を決められることに対して。押しつけられた未来を拒こばもうとしてもがき、深く傷つくかもしれない。それを思うと、リュシアンの心は痛んだ。

（せめて許婚者いいなずけとなられる方が、セリアスさまのお気に入ればいいけれど……）

　明日はアルマ公ギアースその人が、謁えつ見けんのため王城に参さん内だいすることになっている。セリアスの未来の夫がどのような人物なのか、機会があればいろいろと聞いてみようと思った。

　荒れ狂っていた雪嵐は、次し第だいにその勢いを弱めつつあった。氷の精せい霊れいたちも大暴れして満足したのか、風の音がかなり穏おだやかになっている。

　海の底にいるかのような、不思議な青白い光のなかで、リュシアンはいつしか眠りに落ちていった。

　そして──

　気がつくと、リュシアンは馬車に乗っていた。

　馬車の中はゆったりと広く、きらびやかな装そう飾しよくが凝こらされている。馬車というより、まるで貴人の居間にいるようだった。

「リュシアンさま。このたびは、本当におめでとうございます」

　隣となりに座すわっている中年の女性が、目め頭がしらを手巾ハンカチでぬぐいながら言った。リュシアンが幼おさなかった頃ころから、ずっと面倒を見てくれていた乳う母ばのルーカだ。

「女性の身で近この衛え兵だなんて、などと口さがないことを申す者がいるかもしれませんけれど、どうかくじけずに、お務つとめに励はげんでくださいまし」

「だいじょうぶよ、ルーカ。わたしがみずから望んだことなのだから」

　リュシアンは答えながら、自分が夢の世界にいることをおぼろげながら認識した。

　十六歳のとき、エイルードの一族の代表として、近衛兵に選ばれたときの夢だ。

「それならばよろしいのですけど。お身内の中には、リュシアンさまが選ばれたことをこころよく思わない者もおりますから。──ほら、あそこでじっとリュシアンさまを睨にらんでいますでしょう？」

　ルーカの視線を追って、リュシアンは馬車の外を眺ながめやった。

　かすかに見憶えのある少年が、そこに立っていた。暗い炎ほのおを宿した青灰色の瞳が、まじろぎもせずにリュシアンを凝ぎよう視ししている。

（ゼラーヴ……？）

　十歳前後とおぼしき大柄なその少年は、彼女の従弟いとこにあたる存在だった。リュシアンと一歳ひとつしか違わないはずなのに、子供のままの姿でいるのは、大きくなった彼を知らないせいだろう。幼い頃はよく一いつ緒しよに遊んだが、大きくなるにつれて自然に疎そ遠えんになったのだ。

「どうしてなんだ」

　馬車の外にいたはずの従弟は、いつの間にか彼女の眼前に立ちはだかっていた。

「どうしておまえなんだ。俺おれは男なのに。俺はおまえより強いのに」

　ゆらり、とゼラーヴが動いた。その姿は従弟のものではなく、何者とも知れぬ男のそれに変じていた。右手には、ぎらりと凶まが々まがしく光る短剣。

　異様なほど生々しい殺意に、リュシアンは言葉をなさない悲ひ鳴めいを上げた。振り下ろされる刃やいばをかわそうと、必死になって身をもがく。

　その拍ひよう子しに夢はとぎれ、リュシアンは目を覚ました。

「────！」

　全身を走り抜ける戦せん慄りつが、リュシアンの眠気を瞬しゆん時じにして吹き飛ばしていた。

　夢ではなかった。

　黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ何者かが、寝台に横たわるリュシアンめがけて、今まさに短剣を突き立てようとしていたのだ！

　リュシアンは反射的に毛布をはねのけて、転がり落ちるようにして寝台から逃のがれ出た。つい一瞬前までリュシアンの胸があった場所に、短剣の刃が深々と突き刺さる。間かん一いつ髪ぱつであった。

　床ゆかに手をついた姿勢から跳ちよう躍やくし、リュシアンは壁に立てかけた剣を摑つかもうとした。厳きびしい訓練を積んできた者なればこそできる、流れるように無む駄だのない動き。

　寝台に突き立ったままの短剣を手放して、侵入者も跳とんだ。リュシアンの手が届く寸前に、剣を遠くに蹴け飛とばしてしまう。侵入者の判断と行動は、リュシアン以上に迅じん速そくだった。

　青白い魔法の明かりに照らされて、リュシアンと侵入者は対たい峙じした。

　相手の全身から立ちのぼる凄すさまじい殺気に、リュシアンは助けを呼ばわることすらできない。大声を出そうとすれば、それだけで隙すきができる。叫さけぼうとした次の瞬間、侵入者は襲おそいかかってくるだろう。

　侵入者は、爬は虫ちゆう類るいめいた冷たい灰色の目でリュシアンを凝視していた。フードに隠されて顔は見えないが、大柄でたくましい体格から男であると分かる。

（まさか……）

　目の前にいるこの男は、本当に従弟のゼラーヴではないだろうか。

　夢と現実がないまぜになった、不条理な疑念がリュシアンの心をよぎった。

　落ち着いて考えられる状況であれば、そんなことはまずありえないと断じえただろう。しかし、リュシアンは眼前の男の目をのぞきこみ、ゼラーヴとは瞳の色が異なっていることを確認せずにはいられなかった。

　致ち命めい的てきといえる失態だった。彼女が対峙している相手は、助けを呼ばわる隙すら与えぬほどの強敵だというのに。

　黒装束の男は、やにわにリュシアンめがけて飛びかかってきた。

（こんな大男を相手に素す手でじゃ戦えない！）

　部屋の隅すみに飛ばされた剣を拾ひろいにゆくか、それとも寝台に刺さった敵の短剣を使うか。そんな一瞬の迷いが、リュシアンの反応をさらに遅らせた。

　まるで魔法のように、男の手に黒く塗ぬられた革かわ紐ひもが現われた。絞首紐ギヤロツトと呼ばれる暗殺用の武器だ。リュシアンは予期せぬ攻撃に意表を突かれながらも、とっさに手を上げて首を防ぼう御ぎよしようとした。

　しかし、間に合わなかった。絞首紐の輪がリュシアンの咽の喉どをとらえ、恐ろしい力でぐいぐいと絞しめ上げる。

　体重をかけて押し倒そうとする相手に抗あらがいながら、リュシアンは息の詰まる苦痛に顔を歪ゆがめた。激しい耳鳴りとともに、視界が真っ暗に閉ざされはじめる。息を吸うことはおろか、吐はき出すことすらままならない。空気を求めて喘あえぐリュシアンの白い顔が、見る見るうちに朱色に染まっていった。

　咽喉と絞首紐の間には、リュシアンの指先が少しだけ食いこんでいる。そのほんのわずかの隙間のおかげで、リュシアンはまだ意識を保っていた。とはいえ、このままではいずれくびり殺されてしまうことに変わりはない。

「くッ……」

　リュシアンは弱々しく咽喉を鳴らした。自分自身の鼓動が、耳の中でがんがんと反響している。意識は次第に朦もう朧ろうとなり、身体からだから力が抜けてゆく。

　リュシアンの存在は敵にとって、排はい除じよすべき障害物にすぎない。おそらく──いや、百中九十九まで──敵の真の目的は、奥の部屋に眠るセリアス王女の暗殺だ。リュシアンが死ねば、王女を守る者はいなくなる。

（わたしは……わたしは負けるわけにはいかない！）

　王室警護兵ロイヤルガードとは、決して砕くだけることのない楯であらねばならないのだ。

　刻一刻と奪うだわれてゆく生命力と気力のすべてを、リュシアンは右脚に集中させた。かすむ目で狙ねらいを定めて、渾こん身しんの力で膝ひざを跳はね上げる。

「────！」

　男はくぐもった苦痛の悲鳴をもらした。リュシアンの右膝が、狙いあやまたず男の股こ間かんに命中したのだ。男の絞首紐を握っていた力がゆるんだ。

　その好機を逃のがすことなく、リュシアンは絞首紐のくびきから脱出した。おぼつかない足を踏みしめて、よろめくように後ずさる。

　そして、懸けん命めいに息を整えながら、リュシアンは下位古代語で叫んだ。

「闇やみよ！」

　リュシアンが口にしたのは、水晶球の魔力を操るための合言葉キーワードだった。部屋を照らしていた明かりに替わって、暗黒を生じさせるための。

　青白い光に照らされていた室内が、突とつ如じよとして暗闇に閉ざされた。

　侵入者の狼ろう狽ばいする気け配はいが、リュシアンのもとに伝わってくる。

　けたたましい音がした。やみくもに動き回っていた侵入者が、部屋に置かれた円卓か椅い子すに蹴つまずいたのだろう。

　リュシアンは焦あせる心を抑おさえ、できるだけ静かに床を這いすすんだ。

　侵入者の足音が、ゆっくりと、しかし確実に近づいてくる。リュシアンの姿は見えずとも、息づかいや、かすかな衣きぬずれの音を聞きつけたのだろうか。

　やがて、リュシアンの指先に何か固い物が触れた。間違いない、剣の鞘さやだ。手さぐりで柄を探しあて、リュシアンは剣を抜き放った。

　右手に剣を握りしめて、闇の中に立ち上がる。左手を広げて顔の前にかざし、リュシアンはもうひとつの合言葉を唱えた。

「──閃せん光こうを！」

　室内を闇で包んでいた魔法の水晶球が、今度は烈はげしい輝かがやきをほとばしらせた。最初の青白い光を何百倍にも凝ぎよう縮しゆくしたかのような、目もくらまんばかりの閃光を。

　一瞬だけ光を放って、水晶球は輝きを失った。窓から射しこむ淡い雪明かりだけが、今は室内をおぼろげに照らしている。

　侵入者は足を止めて、激しく両目をこすっている。リュシアンは剣をまっすぐに構えると、侵入者めがけて身体からだごとぶつかっていった。

　刃が肉に食いこみ、骨にぶつかる鈍にぶい手ごたえ。赤黒い血ち潮しおがほとばしり、生なま温あたたかいしぶきが点々とリュシアンの顔を濡ぬらした。断末魔の叫びとともに、大きく開かれた侵入者の口から、ごぶごぶと真っ赤な泡あわが吐はき出される。

　リュシアンの剣は、侵入者の鳩尾みぞおちを深々と貫つらぬいていた。柄から手を離すと、侵入者は自みずからの流した血だまりに倒れこんだ。四し肢しを痙けい攣れんさせながら、起き上がろうとして弱々しくもがきはじめる。

　リュシアンは男の身体から剣を引き抜くと、渾こん身しんの力を込めて、ふたたび男の胸に剣を突き立てた。ぴくん、と男が身体をのけぞらせる。男の身体が何の反応も示さなくなるまで、リュシアンは何度も何度も、剣を引き抜いては突き刺した。何度も何度も。

　リュシアンがようやく男の死を確信したのは、男の身体がチーズのように穴だらけになってからのことだった。

「終わった……」

　リュシアンは放心したようにつぶやき、ぐったりとその場に座すわりこんだ。

　剣を鞘に収める余力すらなく、リュシアンはただ肩で息をついた。戦いのさなかには意識しなかった疲労が、どっと心身に襲おそいかかってくる。

　人を殺あやめたのは、初めてのことであった。

　初めて人を殺したときには、大の男でも嘔おう吐とを催もよおすことがあると聞いていた。恐きよう怖ふにかられて、二度と戦えなくなる者さえいる、とも。

　しかし、リュシアンの心は不思議なほど静かだった。王室警護兵として、見み事ごとに職務を果たせたのだという、穏おだやかな満足感があるだけだ。

　リュシアンの背後で、かちゃりと扉とびらの開けられる音がした。振り返ると、そこには夜着をまとったセリアスが立っていた。先ほどの断末魔の絶ぜつ叫きようを聞きつけて、何事かと起き出してきたのだろう。

「何かあったの、リュシアン」

　欠伸あくびまじりの声で尋たずねながら、セリアスは室内に目をやった。

　眠気が残っているせいか、あるいはそれが現実だと信じられなかったのか。自分の目が見ている光景を受け入れられるまで、セリアスはいくばくかの時間を必要とした。

「リ、リュシアン、あなた……」

　ひくっ、セリアスの咽の喉どが鳴った。

　眠たげによどんでいた碧あおい瞳ひとみは、今は驚きよう愕がくと恐怖でいっぱいに見開かれている。

「曲者は退治いたしました。セリアスさまは安心してお寝やすみください。朝が来るまでは、まだ時間がございますから」

　返り血にまみれた凄せい惨さんな姿のまま、リュシアンは優しくほほえんだ。




　　　　２




　朝──

　雪嵐は去り、空はくっきりと晴れわたっていた。

　降りそそぐ太陽の光が、一面に積もった雪にキラキラと映はえて、ボリスの都みやこはまばゆいほどに輝かがやいて見えた。毛皮を着こんだ人々は、足もとを滑すべらせないように気をつけながら、それぞれの営いとなみのために通りを往おう来らいしている。

　車を押して荷運びをする男、朝食の材料を買い揃そろえている女、喚かん声せいを上げながら雪合戦に興じる子供たち。雪かき用の鋤すきを手に、大通りの雪を黙々と道の脇わきに積み上げているのは、国に雇やとわれた雑ざつ役えき夫ふたちだ。

（かつてこの街まちに来たとき、俺おれはまだガキだった）

　ゼラーヴ・エイルードは青灰色の目を眩まぶしそうに細めて、馬上から街の風景を見渡した。

　幼おさない頃に訪れたボリスと比較して、建物の数がそれほど増えたようには見えない。しかし、街並みはいくぶん窮きゆう屈くつに、せせこましくなったかのように感じられた。

「こうして見ると、ボリスの街もなかなかの景観だな。わがアルマのように、潮風の匂においがしないのは寂さみしいが……」

　青あお鹿か毛げの馬に跨またがり、半馬身ほど前を行く人物が、ふとゼラーヴを振り返って言った。

　バイカル随ずい一いちの大貴族、アルマ公ギアースその人である。またの名を〝海かい賊ぞく王〟とも呼ばれ、若かりし頃は生命いのち知らずの海の男として恐れられていた。六十歳を迎むかえた今でも、馬上で姿勢を伸ばしたその姿は、実に威い風ふう堂どう々どうたるものだ。

　ギアースと、ゼラーヴほか十数人の徒歩の随員からなる一団は、大通りをゆっくりと進んでゆく。その道行きを妨さまたげぬよう、人々は道の端へと退のきながら、好奇心に満ちた視線を一団に注そそぐのだった。

「俺には、この街が小さくなったような気がします」

　先ほど内心に抱いた感想を、ゼラーヴは正しよう直じきに口にのぼせた。海の男特有の、潮風に錆さびた声音である。

「それはおまえが大きくなったからであろうよ」

　ギアースは答え、にやりと口もとをほころばせた。

「おまえのような大喰らいのでかぶつを随員に選んだのは、わしの失敗であった。路銀がかさんで仕方がないわ。馬に乗せても似に合あわんし、そもそも馬が可か哀わい想そうだ」

「俺は海の民たみです。馬に乗って不ぶ格かつ好こうに見えたとしても、仕方ありません」

　ゼラーヴはぶっすりと答えた。いかにも荒くれ者の海賊、といった風ふう貌ぼうの持ち主であることは自覚しているのだ。

　並なみ外はずれて雄大な体たい軀くは力感に満ち、素す手でで熊くまと渡り合えそうなほどだ。そして眉まゆは太く、ぎょろりと大きな目をした、いかにも猛たけ々だけしげな顔だち。もしゃもしゃと伸びた金色の髥ひげと、頰ほおに走った刀傷が、ますます顔に凄すご味を与えている。







[image: ]







「そうふくれるな。それぐらいの面つら構がまえでないと、〈久く遠おんの虹〉号の船長は務つとまるまいて」

「あの船に乗せていただいたことは、感謝しています。俺は、〈キリア〉号を失って途方に暮れていたところだった」

　ゼラーヴは口調と表情を改め、馬上で一礼した。

「それのみならず、俺が何をなすべきなのか、ギアースは教えてくださった」

「うむ」

　軽いうなずきを返して、ギアースはふと遠方に視線を転じた。

「時代が変わろうとしている──そうと気づいている者は多くはないがな。きたるべき戦乱と混こん迷めいの時代に備え、バイカルは変わらねばならん。エイルードの一族には、わしも期待しておるのだよ」

　バイカルの隣りん国ごくロドーリルは、強大な軍事国家である。ここ数年来、幾いく度どとなく近隣の諸国に軍勢を派は遣けんし、侵しん略りやく戦争を仕掛けているのだ。その脅きよう威いに対抗するためにはバイカル国内の諸勢力を結集せねばならない、というのがギアースの主張であった。

「われらバイカルの民がいかに勇ゆう猛もうであろうと、部族ごとに独立した現状のままではとうていロドーリルに抗しうるものではない。頭の固い一部の連中は、わしがロドーリルの脅威にことよせてバイカルを牛ぎゆう耳じろうと企たくらんでいる、と騒さわぎ立てているようだが……」

「ギアースに私心のないこと、俺は承知しています」

　ゼラーヴは言った。臣下としての追つい従しようではなく、本心からそう思っての台詞せりふだった。

　政情とは無縁の海賊暮らしを送ってきたゼラーヴは、隣国の軍事国家ロドーリルの脅威を膚はだで実感しているわけではなかった。ギアースの提てい唱しようするバイカルの変革──部族ごとに独立した諸勢力をひとつに結集させ、諸国の侵しん略りやくに抗こうしうる態勢を造り上げること──の意義を、真に理解できてはいないのだ。それでも、ギアースに対しては、

（さすがは〝海賊王〟と呼ばれる英雄。何という器のでかい考えだ）

　との畏い敬けいの念を抱いている。ギアースの導きに従うことで、自分が世界を変えられるのだという、ぞくぞくするような期待感もあった。バイカルの国を船に、ギアースをその舵かじ取りに例えるなら、ゼラーヴは誰よりも力強い漕こぎ手でありたいと思うのだ。

「俺は必ずや、エイルードの次の代の長になる。そして、一族を挙げてギアースのお役に立ってみせます」

「うむ。そうだな……」

　何となく曖あい昧まいな表情で、ギアースはうなずきを返した。

　馬を歩ませながら言葉を交わすうちに、いつしかギアースたち一いつ行こうは王城のすぐ近くまでやって来ていた。前方を眺ながめやるギアースにならって、ゼラーヴもそそり立つ城じよう塞さいに視線を向けた。

〝白銀の鯨〟という呼び名にふさわしい、雪をかぶったいかめしい建造物が、陽光を浴びて燦さん然ぜんと輝いている。

（きらびやかに着飾った高貴な者たちが、人々にかしずかれながら政まつり事ごとを行なう場）

　幼い頃に限りない憧どう憬けいをこめて見上げた、白銀色をした夢。

（まるで玩具おもちやのようだ）

　と、ゼラーヴは思った。大人おとなになった今では、どうして自分がそんなものを欲していたのか分からない、ちっぽけで色あせた玩具。

　いささか呆ぼう然ぜんとしながら、ゼラーヴは口の中でつぶやいた。

「……信じられん。かつての俺は、どうして近この衛え兵へいになろうなどと考えたのだろう」

「おまえが近衛兵に志願だと？」

　耳ざとく聞きつけたギアースは驚おどろいて目を見張り、ついでクックッと笑い声を響ひびかせた。

「近衛兵の正装に身を包んだ自分の姿を、想像してみればよかったものを。そもそも、おまえは生まれついての海の男ではないか」

「海の男どころか」

　ゼラーヴは頭かぶりを振った。そして、一瞬だけためらってからつけ加えた。

「昔の俺は、船には乗れなかった。少し波に揺ゆられただけで、反へ吐どを吐いてぶっ倒れていたんだ」




　みずからの人生を顧かえりみたとき、ゼラーヴはそこに三つの大きな節目を見いだすのだった。

　まずひとつめは、十五歳になったばかりの頃、近衛兵に志願しながら選ばれなかったことだ。海に出られぬ体質だったかつてのゼラーヴにとって、それは栄光への唯一の扉が閉ざされたことを意味していた。

（あのとき近衛兵に選ばれた奴の名前は何だったか──そう、確かリュシアンといった）

　今となっては、エイルードの一族の誰が近衛兵となろうと興味のないことだ。ただ、かつて狂おしく燃やした嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの炎の跡は、今なお煤すすとなって心にこびりついているような気がする。あのとき自分は負けたのだ、という苦にが々にがしい認識が。

　ふたつめの転てん機きは、父の死であった。

　ゼラーヴの父は海賊だった。バイカル近海のみならず、極東地方までも荒しまわる海の猛も者さ。商船を装よそおって近づいたアノス王国の軍船に襲しゆう撃げきされ、激戦をくり広げた末に、父は壮絶な戦死を遂げた。

　壊れかけた一隻のガレー船。それが父の遺のこしてくれたすべてだった。

　船の名は〈キリア〉号といった。父の愛した女性にして、ゼラーヴの母たる人の名だ。

　船ふな酔よいする体質に不安はあったものの、ゼラーヴは父の遺い志しを継ぐことを決意した。

　船を修理し、戦いで半減した船乗りたちを率いて、海へと乗り出したのである。

　リュシアンが近衛兵に選ばれ、ボリスの都へと旅立ってから半年後のことだ。

　最初のうちは、航海に出た途と端たんに気分が悪くなり、まったく使いものにならなかった。船乗りたちを率ひきいる身でありながら、他国の軍船と交戦しているさなかに、船倉でのびていたことすらある。あまりのふがいなさに腹を立てた船乗りたちは、ゼラーヴを船長の地位から引きずり下ろした。

「おれたちはこの船を乗っ取りたいわけじゃない。おれたちが認めるに足る人間であることを、あんたに証明してほしいだけです」

　水兵頭がしらのアルスはそう言ってくれたが、ゼラーヴの自尊心はずたずたに引き裂かれた。

　漕こぎ手兼けん水兵としての毎日が始まった。

　鍛え上げたゼラーヴの肉体ですら、三日も経たないうちに悲鳴を上げるほどの激げき務む。涙を流して反へ吐どを吐きながら、しかしゼラーヴは弱音ひとつこぼさなかった。父から託たくされ、母の名を冠した船を、他人の手に渡すわけにはいかなかった。

　それからおよそ一年間、ゼラーヴは辛つらい下積み生活に耐えつづけた。

　身体が波の揺れに馴れたのか、しばらく海の上で暮らすうちに、船酔いには悩まされなくなっていた。日常の雑務を通じ、船乗りとしての知識と技術を身につけることもできた。

　そして、亡父から〈キリア〉号を託されてちょうど二年と半年後。ゼラーヴ・エイルードは、ふたたび船長の座に返り咲いたのである。

　ゼラーヴは、自分が生きつ粋すいの海の男であることを悟っていた。

　潮風を全身に浴びながら、限りない大海原をかける爽そう快かいさも、戦いの末に戦利品を奪い取ったときの達成感も、迫り来る軍船の艦隊からまんまと逃げおおせたときの安あん堵ど感も、すべてかけがえのない至福の喜びだった。

　海はゼラーヴに色々なものを与えてくれた。富と力と、そして何よりも誇ほこりを。しかし、血と財宝の輝きに彩られた日々を送るうちに、ゼラーヴの胸の奥で、ある思いが首をもたげるようになった。

　自分は本当にこのままでよいのだろうか。戦いに斃たおれて海の藻も屑くずと成りはてるか、老いぼれて陸おかで余生を過ごさざるを得なくなる日まで、あてもない海賊稼業を続ける以外にないのだろうか──と。海の男としての成功を手にしたゼラーヴの心は、次なる人生の目標を求めてさまよい始めていたのだ。

　そんな心の迷いが、ゼラーヴの判断力を鈍らせていたのかもしれない。

　ひと月近くも目ぼしい獲え物ものに恵まれなかったとはいえ、ムディールの武ぶ装そう商しよう船せんに襲撃を仕掛けてしまったのだ。

　ムディール王国の武装商船は、弩いしゆみや投石器を備えた強力な船である。接せつ舷げんされない限りバイカルの海賊どもに後れはとらぬ、とムディールの船乗りは豪ごう語ごしている。

　波をけたてて殺さつ到とうするゼラーヴの船めがけて、岩や火矢が激しく降りそそいだ。火矢を受け、船体にいくつもの穴を穿たれながらも〈キリア〉号は武装商船に接舷した。反り身の短剣カトラスを手にした海賊たちは、ゼラーヴを先頭に武装商船へ乗りこみ、縦じゆう横おう無む尽じんに殺さつ戮りくの刃を振るった。

　武装商船は完全に制圧された。しかし、それは勝利を意味するものではなかった。我に返ったゼラーヴたちの見たものは、炎に包まれながら波の底へと沈んでゆく〈キリア〉号の姿だったのだ。父の遺志を継いで海へと乗り出して以来、ゼラーヴが初めて味わった挫折であった。

（あの船を失ったのを潮どきとして、俺は海賊から足を洗っていたかもしれん。もしも、この方に拾われることがなかったなら……）

　ゼラーヴは傍らに視線を転じて、ギアースの横顔を盗み見た。

〝海賊王〟と謳われる老英雄、アルマ公ギアースとの出会い。それが、ゼラーヴの人生を決定的に運命づけた第三の転機であった。もっとも、ゼラーヴとギアースを結びつけたきっかけは、およそ感動的とはいいがたいものだったが。

　アルマの港に帰りついたゼラーヴは、生き残ったわずかな部下を引きつれて、酒場で大酒をくらっていた。そして、酔った勢いで隣となりの卓にいた男たちに喧けん嘩かを吹っかけたのだ。

　船を失って、ゼラーヴたちは自暴自棄の念に取りつかれていた。その暴れっぷりは嵐のように凄まじく、並みの喧嘩相手であれば、またたく間に蹴散していたに違いない。

　だが、アルマの船乗りとおぼしき男たちの戦いぶりは、ゼラーヴたち以上に苛か烈れつだった。男たちは単なる喧嘩ではなく、生命のやりとりであるかのような形ぎよう相そうで、ゼラーヴたちに向かってきたのだ。

　今でこそ笑い話ですませられるが、当時は肝を冷やさずにはおれなかった。

　船乗りの一団と思えたのは、粗末な服装に身をやつしたアルマ公その人と、その護衛の者たちだったのだ。ゼラーヴたちを、アルマ公の生命を狙う刺し客かくと勘違いしたのだろう。生命がけで戦うのも当然であった。

　気迫の差は如何いかんともしがたく、ゼラーヴたちは取り押さえられてしまった。

　そしてゼラーヴは、先制の拳こぶしを顔に見舞ってやった相手が他ならぬアルマ公ギアースであると、初めて知らされたのである。

「なかなかいい面構えをしておるな。若いの、名は何という」

「ゼラーヴ。ゼラーヴ・エイルードだ」

　あのとき答えた声は、かすかに震ふるえていたように思う。処刑されるのではないかという恐怖よりも、ギアースのかもし出す圧倒的な迫力にうたれたせいだ。

　だが、ギアースは血の混じった唾つばを床に吐き捨てると、にやりと唇くちびるを歪めて言った。

「ゼラーヴよ。わしの麾き下かの提てい督とくとして、その武勇をふるってみるつもりはないか」

　むろん、アルマの街では乱暴者がもてはやされているわけではない。海の上の出来事なら知らぬことはない、とバイカルの人々に噂される海賊王ギアースは、ゼラーヴ・エイルードの存在を聞き及んでいたのだ。

　ゼラーヴは一も二もなく承しよう諾だくした。海に出る術を失ったゼラーヴにとって、文字どおり渡りに船の申し出だったから。それに、自由な海の民であることを誇りとしていたゼラーヴをすら従わせるような、真物ほんものの威い厳げんがギアースにはあったのだ。




「──そういえば」

　ふと何かを思い出したように、ギアースはゼラーヴを振り返った。

「ゼラーヴよ。たしか王城には、おまえの従姉いとこどのが務めているのだったな」

「リュシアンですか。一年ほど前に王室警護兵に抜ばつ擢てきされ、セリアス王女の警護を任されているそうですが」

「女性の身で──いや、王女の警護だから女性なればこそ、と言うべきかもしれんが──大したものだ。エイルードの次の長には、リュシアンどのこそふさわしいかもしれんな」

「リュシアンが!?」

　ゼラーヴは思わず叫んだ。

「ギアースは、俺よりリュシアンのほうが優れているとお思いか！」

「そうではない。そうではないさ」

　ギアースは、ゼラーヴの剣けん幕まくに少し驚いた様子だった。

「おまえが〈久遠の虹〉の船長として、わしの船団を束ねる。従姉どのには、王室警護兵という立場を利用して、宮廷内での発言力を確保してもらう。まったくもって合理的なやり方ではないか。リュシアンどのに一族の長となってもらった方が、何かと都合がよかろうよ。そうは思わんか？」

「それは、確かにそうですが」

　ゼラーヴは渋しぶ々しぶながらうなずいたが、内心ではやはり釈しやく然ぜんとしなかった。

　リュシアンがどれほど優秀であろうと、ゼラーヴは女の下風になど立ちたくはなかった。

　それに、リュシアンがエイルードの次代の長となれば、ゼラーヴは近衛兵に選ばれなかったことに続き、二度もリュシアンに敗北することになるではないか。

（くそ。エイルードの次の長はリュシアンなどではない。このゼラーヴさまだ）

　城内からやって来た衛兵たちに先導されて、ギアースはゆっくりと馬を歩ませはじめる。

　ゼラーヴはいささか憮ぶ然ぜんとしながら、ギアースの後に続いて〝白銀の鯨〟城の門をくぐった。
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「ギアースよ。貴卿が今日ボリスの都に来てくれたのは、余にとって誠に幸運なことであった」

　深みのある壮年の男の声が、ひざまずくギアースとゼラーヴの頭上をゆっくりと流れていった。

「ありがたきお言葉です、スノーリク王」

　ギアースは悠ゆう然ぜんと答え、軽く頭を下げて一礼する。ギアースにならって頭こうべを垂たれることもせず、ゼラーヴは室内の様子をぐるりと見渡した。

　ここは、王城の最上階に設もうけられた謁えつ見けんの間である。一国の統治者が臣下に謁見し、政まつり事ごとを行なう場所としては、飾り気のない質素な部屋だ。床に敷かれた鮮やかな緋色の絨毯が、広々とした室内に唯一の彩いろどりを与えていた。

　玉座には、略りやく式しきの王おう冠かんを額ひたいに戴いただいたバイカル国王スノーリクⅡ世が、深々と身を沈めていた。ほっそりとした白皙の、〝海賊の王国〟バイカルには珍しい文人肌の男だ。

　ギアースとスノーリク王は、何やら深刻な様子で、先刻から熱心に言葉を交わしていた。ギアースの孫と、スノーリク王の長女セリアスの結婚が正式に内定して間もなく、セリアスが刺客に襲われたとのことだった。

　二人のやりとりを、ゼラーヴはほとんど聞いていなかった。誰と誰が結婚しようと、誰が刺客に襲われようと、海の男である自分には関係のないこととしか思えなかったのだ。

「昨夜、城内に侵入し、我わが娘セリアスに害せんとした狼ろう藉ぜき者もの──やはり、ロドーリルの差し向けた刺客だと思うか」

「御意。我が国内にも、王家とわがアルマ公家の結びつきを恐れる者はおります。ですが、セリアス王女を亡きものにしてまで、婚こん姻いんを阻そ止ししようとは致しますまい」

「余とて王あ女れの父親だ。あれの生命を危険にさらしたくはない。だが、バイカルの変革のためには、アルマ公家との縁組は必要にして不可欠だからな……」

　スノーリク王が苦悩のため息をこぼした。

「昨夜の事件の報告によると、侵入した刺客は警備の目を巧たくみにくぐり抜け、まっすぐ王女の寝室に向かっておる。この城内に、刺客を手引きした者がいるとしか考えられぬ」

「御意。そやつの存在を突き止めるまで、王女には城の外にお移りいただいた方がよいのではありませんか」

「もっともな意見ではあるが……どこに隠れようと、まったく安全と言いきれる場所などないのではないか」

「されば、王よ」

　ギアースは自信ありげにうなずき、後方に控えるゼラーヴを振り返った。

「このゼラーヴ・エイルードが、おそらく王のお役に立てるでしょう」

　不意に名前を呼ばれて、ゼラーヴは少し慌てた。

「な、何でしょうか、ギアース」

「ゼラーヴは私の片腕とも言うべき男で、〈久遠の虹〉号の船長を務めております」

　ふたたび国王に向き直って、ギアースは言った。

「仰せのとおり、宮廷に内通者がいる以上、バイカル国内のどこに隠れようと同じでしょう。されど、いかな刺客の手も海までは届きますまい」

「陸おかより海が安全、か。なるほど〝海賊王〟らしい考え方だ。一理あると余も思うが、いつまでも海に留まるわけにもいかぬのではないか」

「事件の背後関係が明らかになるまでのことです。それほど長い間ではないでしょう」

「〈久遠の虹〉か……。かつてギアースが乗っていた船だな。このゼラーヴなる男、それほどの信頼に値あたいするというわけか」

　スノーリク王はつぶやき、値踏みするような視線をゼラーヴに注いだ。ゼラーヴはぎょろりと目を見開き、王を真正面から睨みかえした。

　そのとき、謁見の間の出入口に立っていた侍従が、よく響く声で呼ばわった。

「申し上げます！　王室警護兵リュシアン・エイルードさまがお見えになりました」

「おお、そうか。通せ」

　待ちかねた、という声音で王が答えた。

（リュシアン・エイルード……従姉のリュシアンか！）

　興味を抑えかねて、ゼラーヴは後方を振り返った。

　ゼラーヴの目に映ったのは、男のように短く髪を切りそろえ、革の胸当てを身につけた、ほっそりとした長身の女であった。

　もう十年近く会っていないのだから当然かもしれないが、それが他ならぬ彼の従姉であるとは、どうしても実感できなかった。白はく磁じの彫ちよう刻こくのような繊せん細さいな顔だちも、ゼラーヴとは似ても似つかぬものだ。とても血がつながっているとは思えない。

　リュシアンは腰に帯びた剣を侍じ従じゆうに差し出し、恭うやうやしく一礼した、

「失礼いたします」

　水面を滑すべる白鳥のような優美な足取りで、ゼラーヴの傍かたわらを通り過ぎる。およそ十年ぶりに対面した二人の視線が、空中でちらりと絡からみ合った。

「──？」

　何かをいぶかしむように、リュシアンの首がわずかにかしげられる。しかし、それ以上の反応は示さず、彼女はその場にひざまずいた。

「礼を言わせてもらうぞ、王室警護兵ロイヤルガードリュシアン。刺客の魔の手から、よくぞセリアスを守ってくれたな」

「もったいないお言葉です。わたしは殿下をお守りする者として、当然の務めをはたしたまでのことですから……」

　リュシアンは深々と頭こうべを垂れた。王は笑みをたたえてうなずき、ぽんぽんと手を打ち鳴らして、部屋の隅に控える侍女を呼んだ。

「あの品をこれへ」

　王の命令を受けて、侍女はしずしずと玉座に近づいてくる。その手には、ひと振りの小剣が載せられていた。柄元に黒い宝石が埋めこまれた、いかにも高価そうな小剣だ。

「リュシアンよ。そなたをここに呼んだのは他でもない。娘の生命を救ってくれた恩人に対し、感謝の気持ちを示しておきたかったのだ。受け取るがいい」

「はい。それでは、陛下。謹つつしんで頂ちよう戴だいいたします」

　リュシアンは膝を折った姿勢のまま、王のもとに進みよった。両手に捧ささげもつようにして侍女から受け取った小剣を、額に恭しく押しいただく。

「宮廷魔術師のメルキウスに選ばせた逸品だ。気に入ってくれたかな」

「ありがとうございます、陛下」

　リュシアンの動作も表情も、臣下の儀礼として完璧なものであった。それだけに、ゼラーヴは不快感を禁じえなかった。

（エイルードの一族ともあろう者が、何をぶざまに頭を下げている。こんな女に、俺は二度も出し抜かれようとしているのか）

　ふたたび元の場所で畏まるリュシアンから、ゼラーヴは目をそらせた。

　そして、彼は見た。

　出入口の扉の陰から、ひとりの少女が部屋の中をうかがっていたのだ。十代の前半であろう、金きん褐かつ色しよくの髪をした美しい少女。勝ち気そうな碧あおい瞳ひとみが、まばたきもせずにリュシアンを凝ぎよう視ししている。

（誰だ、あの娘は……？）

　少女の目に浮かんでいる尋常でない光が、ゼラーヴに不審を抱かせた。

　それは、失望と悲しみの色であった。リュシアンが輝かしい武勲を立てたというのに、少女は何を悲しんでいるのだろうか。

「退がってよいぞ、リュシアン。これからも、いっそう職務に励んでくれ」

「はっ」

　深々と王に頭を下げてから、リュシアンが立ち上がる。それを見た金褐色の髪の少女は、慌あわてた様子で姿を消した。

「セリアス王女の件はいかがなされますかな、王よ」

　リュシアンが退室してから、ギアースがふたたび口を開いた。

「おお──そうであったな」

　スノーリク王は、質問の意味を測りかねたかのようにぱちぱちと瞬まばたきしてから、

「ギアースよ、そなたに一任しよう。王女の安全を確保し、宮廷に巣くう内通者を暴き出してくれ」

「かしこまりました」

　ギアースはきびきびとした口調で答えると、老いを感じさせない動作で立ち上がった。

「急いでアルマに戻るぞ、ゼラーヴ。〈久遠の虹〉の出港準備を整えねばならん」

「娘のこと、よろしく頼んだぞ、ゼラーヴよ」

　ゼラーヴを玉座から見下ろしたまま、王が言った。

「ああ、分かった」

　ゼラーヴは、わざとぶっきらぼうに答えた。エイルードの一族がリュシアンのように従順な者ばかりだと、王に思われたくなかったのだ。

　鋭い一いち瞥べつを残して、ゼラーヴは国王の御前から退出しようとするギアースを追った。

「──やれやれ。おまえにも困ったものだな、ゼラーヴ」

　謁見の間を出たところで、ギアースが苦笑まじりにつぶやいた。

「リュシアンどのを見習えとまでは言わんが、もう少ししおらしくはできぬのか」

「俺は別に、国王に恩を受けたわけではない。頭を下げるべき理由などありません」

　ゼラーヴはきっぱりと答えた。

「そうだな。おまえだけではなく、バイカルの民のほとんどがそう考えているだろう」

　殺風景な石造りの廊下を歩きながら、ふとギアースは深刻な表情を浮かべた。

「だが、国王への忠誠なくしては、バイカルはひとつにはまとまらぬ……。ゼラーヴよ、しばらく控えの間で待っていてくれ。内密に会っておきたい人間が何人かいるのでな」

　ゼラーヴの返答を待たず、ギアースはさっさと歩み去っていった。

　取り残されたゼラーヴは、当惑して周囲を見回した。王城に来たのは初めてなのだ。控えの間で待てと言われても、どこに行けばよいのか分からない。

　しばらく迷ってから、ゼラーヴはもと来た方向に引き返すことにした。謁見の間の入口にいた侍従に、場所を尋ねてみようと思ったのだ。

　ゼラーヴはきびすを返して歩きだした。そして、いくつかの扉の前を通り過ぎ、廊下を曲がったところで、彼はひとりの人物と出くわした。

「あ、ゼラーヴ……」

　リュシアンだった。

　かけるべき言葉をとっさに見つけられずに、ゼラーヴとリュシアンは黙ったまま向かい合っていた。再会を喜びあう間柄ではないが、さりとて他人同士として押し通すのも居心地が悪いといったところだ。

　しばし躊ちゆう躇ちよしたあげく、ゼラーヴが単刀直入に尋ねた。

「控えの間というのはどこにある？」

「控えの間……？」

　リュシアンは口の中でつぶやくと、いぶかしそうに細い眉を寄せた。

「あなたのすぐ後ろの部屋です。扉に書いてあるはずだけれど」

「──そうなのか!?」

　驚きとばつの悪さを覚えながら、ゼラーヴは斜め後方にある扉を確認した。なるほどリュシアンの言うとおり、扉には一枚のプレートが掛けられ、下位古代語とおぼしき文字が記されている。ゼラーヴは、内心で思わず毒づいた。

（なぜ下位古代語なんぞ使ってあるんだ。読めんじゃないか）

　扉を開けたゼラーヴの傍らで、リュシアンはじっとたたずんでいる。このまま挨あい拶さつだけ残して立ち去ったものか、それとも少し話をするべきか、迷っている様子だった。

「本当なら、お久しぶり、と挨拶するべきなんでしょうけど」

　部屋の中に入ってゆこうとするゼラーヴの背中に、リュシアンがぽつりと言った。

「顔も雰囲気も昔とは全然違うから、まるで知らない入みたい」

「それはお互いさまだ」

　足を止めて振り返り、ゼラーヴは答えた。先ほど謁見の間で会ったときに比べて、リュシアンはいくぶん柔らかな、くつろいだ表情になっているように見えた。

「宮廷に仕えるのは、さぞや大変なのだろうな。あんな面倒くさいおじぎやら言葉やら、肩が凝ったりしないのか？」

「馴なれてしまえば、特に不自然とは感じないわ」

　リュシアンは、どこか取り澄ましたような口調──彼女の言うとおり、ことさら意識してのものではないのかもしれないが──で答えた。

「武ぶ勲くんを立てたそうだな」

「魔法の水すい晶しよう球だまのおかげよ。憶おぼえてるでしょう？」

　リュシアンは、口もとにちらりと笑みを刻んだ。

「ほら、シグルドさまが、〝魔女〟ラヴェルナからもらった……。わたしが近衛兵に選ばれたとき、餞せん別べつとしてくださったのよ」

「ああ」

　ゼラーヴは短く答えた。リュシアンが口にしたのは、現在のエイルードの長の名だった。そして、ゼラーヴの心の底に埋もれていた苦い記憶。

（そうだった──）

　目の前にいるこの女は、次代のエイルードの長となるかもしれない、ゼラーヴに二度までも苦く杯はいを嘗なめさせるかもしれない女なのだ。うちとけかけていた心を、ゼラーヴは慌あわてて引きしめた。

「次のエイルードの長となるのは、この俺だ」

「えっ……？」

　リュシアンは驚いて、わずかに目を見開いた。口もとに浮かんでいた微笑みが、すうっと消えてゆく。

「わたしは別に、長になりたいなどと思ってはいないけど」

「何と言おうがごまかされはせん」

　ゼラーヴは決めつけた。理不尽な言いがかりをつけているという自覚はある。ただ、ギアースが彼女の肩をもつようなことを言っていたのが、どうにも不安なのだった。

「ねえ、ゼラーヴ……」

　リュシアンが言葉を続けようとする。そのとき、彼らのもとに、ひとりの少女が慌ただしい勢いで駆け寄ってきた。先ほどゼラーヴが見かけた、金褐色の髪の少女だ。

「いかがなさいましたか、セリアスさま」

　リュシアンが、気遣うように声をかけた。ただならぬ形相を浮かべて、少女──セリアス王女は叫んだ。

「リュシアン！」

　セリアスは明らかに取り乱していた。ゼラーヴの存在など目に入っていないのか、一瞥もくれようとはしない。

「わたし、結婚させられるのよ」

「……」

　困惑の表情で、リュシアンは黙りこんでいる。

「結婚したいなんて、わたしはひと言も言っていないのに。どうして父上は勝手に決めたの？　それも、会ったこともない相手となのよ！」

「セリアスさまのご結婚をお決めになったのは、陛下にお考えがあればこそなのです」

　しばらくためらってから、リュシアンはそう切り出した。

「隣りん国ごくのロドーリルは、わが国を侵略しようと企てています。ロドーリルの脅きよう威いに対抗するためには、バイカルの総力を挙げなればなりません……」

　バイカルの民は部族単位で長年暮らしてきたから、口としての結束力は弱い。国王もそれほど強い発言力を有しているわけではない。そこで、最大の勢力を誇ほこるアルマ公の孫がセリアス王女と結婚し、アルマ公がいわば後ろだてとなる形で、王家の発言力を強めようという狙いなのだ。

「国の平安や民の幸せを守ることは、王家に生を享うけた者の務つとめなのです。セリアスさまの胸きよう中ちゆうはお察さつししますけれど……」

「国！　民！　国や民のためなら、わたしがどんな目に遭あわされてもいいと思っているの、リュシアンは！」

「そうではありません。ですが、セリアスさま」

「自分がわがままを言ってるのは分かっているわ。だけど……だけど、リュシアンにはわたしのことを考えていて欲しかったのよ！」

　碧い目にいっぱいの涙をためて、セリアスはリュシアンに詰め寄った。

「リュシアンは言ったじゃないの。わたしに仕えるのは、それが任務だからではないって。あなたは心から望んで、わたしに仕えてくれているんだって」

「御意に──ございます」

「だったら、ご褒ほう美びをもらって喜んだりしないでよ！」

　セリアスの叫びに、リュシアンははっと表情を凍こおりつかせた。

「そのような物は欲しくありません、殿下にお仕えするのがわたしの喜びですから──って、どうして言ってくれなかったの？」

「それは……」

　口を開きかけたリュシアンに、セリアスはぴしりと指を突きつける。王女がなぜ怒っているのか分からぬまま、ゼラーヴは呆然と二人のやりとりを見守った。

「よく分かったわ、リュシアン。結局のところ、あなたも他の大人たちと同じだったというわけね」

「セリアスさま、わたしは」

「おまえはわたしの臣しん下かなのよ。セリアスさま、なんて軽々しく呼ばないで！」

　王室警護兵の言葉をさえぎって、王女はヒステリックに叫んだ。金褐色の髪を振り乱して、足音も荒く部屋を出てゆく。

　後を追いかけようともせず、リュシアンは立ちつくしていた。まるで氷の彫像と化したかのように。

「何があったのか知らんが、なんて言い種なんだ、あのガキは」

　セリアスの高こう慢まんな態度に、ゼラーヴは腹を立てずにはいられなかった。しかし、リュシアンは怒ろうともせず、むしろ悲しそうに首を振った。

「少し取り乱しておられるだけよ。見ず知らずの人と結婚しろ、なんて言われたら、きっとわたしだって驚くもの」

「国王から褒美をもらったのが、気に入らなかったみたいだぞ」

　ゼラーヴは、先ほど謁見の間で見たセリアスの表情を思い出していた。

「信しん賞しよう必ひつ罰ばつは宮廷の拠よって立つところだもの。褒美を受け取るのも廷臣の務めなのよ」

「しんしょう、ひつばつ……？」

　ゼラーヴは思わず首をかしげた。リュシアンは王から賜った小剣を取り出すと、まるで握りつぶそうとするかのように、鞘を摑んだ手に力を込めた。

「こんな物、本当は欲しくなんかないのよ。セリアスさまさえ幸せでいてくだされば、わたしには他に何もいらないのに……」

　深い深いため息をついて、リュシアンは目を伏せた。
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　アルマ公ギアース、セリアス王女、王室警護兵リュシアン、そして〈久く遠おんの虹〉号の船長ゼラーヴの四人が、人目を忍んでボリスの都を出立してから、街道を旅すること数日間。

　危き惧ぐしていた刺客の襲撃もなく、一行は無事にアルマに到着した。そして、ひと晩をギアースの館で過ごした後のちに、四人で港へと向かったのである。

　寒い朝であった。毛皮を着こんでいても、寒さがじんわりと身体に沁みこんでくる。痛いほどに張りつめた大気は、水晶の粉末のように微細な霧む氷ひようの粒つぶを含んでいた。

　セリアスは寒そうに身体を震わせながら、アルマの港に繫がれた一いつ隻せきのガレー船を見上げた。何枚も重ね着した毛皮で着ぶくれているので、まるでころころとした仔こ熊ぐまのように見える。

「これが、〈久遠の虹〉号……？」

　驚きと失望の入り交じったセリアスの声が、人気のないアルマの港に流れて消えてゆく。久遠の虹、という名前の響きから、セリアス王女はおそらく優ゆう美びな客船を胸に思い描いていたのだろう。

　港の船着き場には、形も大きさもさまざまな無数の船が停泊している。その中でもひときわ目をひく、頑がん丈じようで飾り気のない大型のガレー船が、アルマ公ギアースの誇ほこる軍船〈久遠の虹〉号だ。

　巨大な船であった。水面上に露出している部分だけで、三階建ての建物ほどの高さがある。船体はそれに見合うだけの長さと幅を有しており、生半可な砦をはるかに凌りよう駕がする迫力があった。いかにも実用一辺倒といった趣おもむきの、白い方形の一枚帆が、風を受けて甲板にひるがえっている。

「おおーい、船長！　ゼラーヴ船長！」

　頭上で野太い声がした。〈久遠の虹〉号の甲板から身を乗り出して、いかつい壮年の船乗りが手を振っている。

「おお、アルスか」

　ゼラーヴは手を振り返しながら、甲板の船乗りに負けない大声を張り上げた。

「王女を連れてきた。縄ばしごを降ろしてくれ！」

「よしきた！」

　水兵頭は威勢よく叫び、甲板に備えつけられた縄ばしごを投げ降ろした。

「さあ、セリアス王女。人目についてはまずいゆえ、早く船にお乗りあれ」

　ギアースがうながした。セリアスは気乗りしないそぶりで、桟さん橋ばしに降ろされた縄ばしごにのろのろと手をかける。

「ご理解ください、殿下」

　リュシアンが、そっと王女を力づけるように言った。言葉と共にこぼれた吐と息いきが、暁あかつきの光に珠たまとなって映える。

「何が起こっても対処できるように、わたしたちは警戒を怠おこたるわけにはいきません。きらびやかな客船ではなく、この〈久遠の虹〉号のような軍船こそ必要なのですよ」

「ええ。もちろん分かっているわ、リュシアン」

　答えたセリアスの口調と表情は、宙を舞う霧氷さながらに冷たかった。

「わたくしが死ねば、国王ちちうえや廷臣たちの思おも惑わくが台無しになってしまうものね。そうならないためにも、わたしを守るようせいぜい務めなさい」

　言い捨てて、セリアスが縄ばしごに手をかけた。リュシアンは憂いを帯びた表情で沈黙したまま、王女に何も言い返そうとはしなかった。

　セリアスは意外に敏びん捷しような身ごなしで縄ばしごを登り、アルスの手を借りて船上の人となった。その姿が見えなくなったのを確認して、ギアースが口を開いた。

「リュシアンどの。ひとつ、忠告させてもらえるかな」

「何でしょうか」

　リュシアンは居ずまいをただし、澄んだ目でギアースを見つめる。ギアースは重々しくうなずいてから、

「王女はまだ十四歳の子供なのだ。そなたの誠意や愛情の価値を、正しく理解できる年齢ではない。ひたすら甘やかすのではなく、ときには叱しかってやることも必要ではないかな」

「ご忠告ありがとうございます、ギアース閣下」

　口調こそもの柔らかだが、リュシアンがギアースの言葉に感銘を受けた様子はなかった。

「けれど、セリアスさまが心を閉ざされたのは、あくまでわたしの不誠実のせいですから。わたしとしては、いっそうの誠意をもってお仕えするのみです。セリアスさまは聡そう明めいでいらっしゃいます。つまらぬ手て管くだを弄ろうさずとも、必ずや分かってくださるでしょう……。ひとつだけお尋ねしてもよろしいですか、閣下」

「何かな」

「セリアスさまの未来の夫となられる閣かつ下かのご嫡ちやく孫そん──いったいどのようなお方なのでしょうか？」

「どこに出しても恥ずかしくない、利発でよい子だよ」

　ギアースは答え、目もとに笑い皺じわを刻きざんだ。リュシアンはきゅっと唇を嚙かんで、しばらくためらってから、

「それは、お爺じいさまとしてのご意見でしょうか」

「いいや。アルマ公ギアースとしての見解だよ。少なくとも今のところは、な。あの子が十年後に英雄となっているか、それとも人間の屑くずに落ちぶれはてているか、この老いぼれの目をもってしても見抜くことはできんよ」

「……分かりました。お答えをいただけて嬉しく存じます。セリアスさまを襲わせた者の狙いが婚こん姻いんの阻止にあるとすれば、閣下のご嫡孫も危険にさらされるかもしれません。どうかご注意なさってください」

　そう言い残して、リュシアンはきびすを返した。ゼラーヴは大きく口を開けて欠伸をこぼしてから、縄ばしごを登ってゆく王室警護兵の背中を見上げた。

「あいつの仕事は王女の生命を守ることだ。あの生意気な王女が誰と結婚しようが、任務には関係あるまいに」

「まあな。だが、リュシアンは本当に親身になって、あの王女に仕えているのだよ。そうは感じないか、ゼラーヴ？」

「あの女が一生懸命だということは認めますよ。ボリスからこの街まで、一緒に旅をしてみてよく分かった」

　渋々ながらゼラーヴは言った。その口調がおかしかったのだろう、ギアースはクックッと笑い声を響かせていたが、やがて真剣な表情に戻って言った。

「とりあえず十日ぶんの水と食糧を用意しておいたから、しばらくは海にとどまり、王女の安全を確保してくれ。わしはその間に、何者が王女の生命を狙っているのか明らかにしてみせるつもりだ」

「分かりました。──では」

　ゼラーヴはうなずき、巨体からは想像もつかない軽けい捷しようさで縄ばしごを登った。ゼラーヴもギアースも、生粋の海の男である。宮廷人びとのような、仰ぎよう々ぎようしい挨あい拶さつは必要ない。

　アルスの束たばねる数十人の水兵たちと、彼らとほぼ同じ数の漕ぎ手たちが、喚かん声せいを上げて船長を迎えた。荒くれ者たちに囲まれて、リュシアンとセリアスは心なしか不安そうだ。

　船に乗りこみ、甲板を足に踏みしめたゼラーヴは、言い知れぬ高こう揚よう感かんが胸に広がってゆくのを感じた。

　そうだ。これから俺が旅立つのは、石造りのせせこましい街ではない。どす黒い権謀術数の渦巻く宮廷でもない。見渡すかぎり無限に広がる、厳しくも美しい冬の大海原なのだ。

　いかめしい顔をくしゃりと笑みくずして、ゼラーヴは叫んだ。

「よーし、野郎ども！　帆をたため。錨いかりを上げろ。漕ぎ手は皆、櫂を取れ。〈久遠の虹〉号──出港だ！」
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　濃紺に染まった黄昏たそがれどきの空に、ひとすじの虹がかかっている。

　まるで風にたなびく垂れ幕カーテンのように、ゆるやかに形を変えつつ空を舞う七色の光の帯。極北の海でしか見られない、大いなる自然の芸術だ。

「きれい……」

　凍てつくほどの寒さも忘れて、リュシアンはうっとりと空を眺めている。

　陸からまっすぐ二日間ほど離れた位置で、〈久遠の虹〉号は錨を下ろして停てい泊はくしていた。今のところ天候が大きく崩れたこともなく、航海は順調だった。王女の身に危険が及ぶことはなさそうだと判断したのか、リュシアンは剣と革鎧を身に着けていなかった。

　リュシアンの隣に立ったゼラーヴは、彼女の白い横顔を、新しん鮮せんな驚きをもって見下ろしていた。リュシアンは女性にしては長身だが、自分がそれよりさらに頭ひとつ高いことにも、初めて気づいた。

（いくら肩肘を張っていても、やはり女なのだな）

　と思う。

「ところで、ゼラーヴ。この船は、どこに向かって進んでいるの？」

　空に舞う虹から視線を戻して、リュシアンがゼラーヴに問いかけた。ゼラーヴは小さく肩をすくめて、

「別に、どこにも向かってはいない。まる五日間あてもなく進んだら、折り返してアルマの港に戻る。水と食い物は、ちょうど十日ぶんあるからな」

「特に目的地がないのなら、この辺りで停泊を続けるわけにはいかないかしら。セリアス殿下が、船酔いでひどく苦しんでおられるのよ」

　リュシアンの表情は、虹に見とれていた若い女ではなく、セリアスの身をひたすら案じる王室警護兵のそれに戻っていた。

「ひとつ所に留まるよりは、動き回ってる方が安全だ」

　ゼラーヴはそっけなく頭かぶりを振った。

「おまえだって、船に乗るのはほとんど初めてだろう。それでよく平気でいられるな」

「──そうね。きっと、わたしにもエイルードの一族の血が流れているからよ」

「エイルードの血を引いていたって、船酔いする奴はするぞ」

　ゼラーヴは顔をしかめた。リュシアンが船に酔ったからといって、ゼラーヴが得をすることなど何もないのだが、どこか釈然としない気分だった。

（俺でさえ、かつてはあれほど苦しんだというのに……）

　海に出たばかりの頃の辛い日々を、ゼラーヴは思い出した。そして、彼が追つい憶おくに心を委ゆだねかけたとき、水兵頭アルスのよく響く声が届いた。

「船長！　船長！」

　アルスは緊張に張りつめた表情で、ゼラーヴのもとに駆け寄ってくる。

　ただ事ではない何かが生じたことを、ゼラーヴは悟った。

「どうしたんだ、アルス」

「左舷の方向から、こっちに向かって近づいてくる船がありますぜ」

「──何だと!?」

　広げた帆に遮さえぎられて、ゼラーヴの立っていた場所から左舷は見えないのだ。ゼラーヴは弾かれたように甲板を走り、左側の舷側に向かった。青灰色の瞳を細めて、急速に濃さを増しつつある闇の向こうに目を凝らす。

　アルスの言うとおりであった。一隻の大きな船が、〈久遠の虹〉号に向かってぐんぐん近づいてきている。三枚の大きな帆を備えた、最新式の帆船だ。

「停船するよう手旗で合図を送ったが、答えはありませんでした。どうやら味方じゃなさそうですぜ。たぶんおれたちの同業者──海賊船ですな」

「海にいれば安全なんじゃなかったの!?」

　リュシアンが、厳しい口調でゼラーヴに詰め寄った。

「何の危険もないなら、わざわざこの〈久遠の虹〉を仕立てたりはせん。──いずれにせよ、このままじっとしているわけにはいかんな」

　ゼラーヴは、もどかしさに舌打ちしたい気分だった。

　常ならば、停船の合図に従わない相手など即そく座ざに獲物とみなし、こちらから戦いを仕掛けてやるところだ。しかし今、船にはセリアス王女が乗っている。謎の船と接舷する危険は冒せなかった。

　ぎりっ、と唇を嚙んでから、ゼラーヴは険けわしい表情で叫んだ。

「錨を上げろ！　漕ぎ手どもは全員、持ち場につけ！」

「ようそろ！」

　アルスが応え、船長の指示を大声で復唱しながら甲板を走り去ってゆく。

〈久遠の虹〉号は、にわかに騒そう然ぜんとした雰囲気に包まれ始めた。キッとした表情で、リュシアンはゼラーヴを睨んだ。

「まさか、接舷して戦うつもりじゃないでしょうね。この船にはセリアス殿下が乗っておられるのよ！」

「そう怖い顔をするな。戦うなんてひと言も言ってないだろうが」

　しかめ面で答えながら、ゼラーヴは取り出した手しゆ巾きんで風の向きと強さを確かめた。

「相手が帆船で幸いだったな。この風の強さなら、おそらくこっちの船足の方が速い。日が落ちて見通しも悪くなっているし、何とか逃げられるだろう」

「だいじょうぶなのね……？」

「任せておけ。バイカル一の戦船と呼ばれているのは伊達じゃない」

　不安そうにしているリュシアンに、ゼラーヴはにやりと笑いかけた。

「船長！　錨の巻き取り、終わりました！」

「漕ぎ手たちは皆、配置につきました。もういつでも動けます、船長！」

　下っぱの水兵たちが、ゼラーヴのもとに次々と報告を届けてくる。

　迫りつつある帆船の黒々としたシルエットを睨みすえて、ゼラーヴは声を張り上げた。

「甲板長、面おも舵かじいっぱい！」

　ゼラーヴの指示を受けて、〈久遠の虹〉号は右側へ船首を振り向け始める。舵だ輪りんが力いっぱい右に切られ、左舷の漕ぎ手が直進、右舷が逆の方向に船を漕ぐことによって、転舵は速すみやかに行なわれた。

「よーし、全速前進だ！　甲板にいる水兵どもは楯を用意。敵の矢に備えておけ！」

　帆船に船尾を向ける角度に方向転換したところで、〈久遠の虹〉号は前進を開始した。

　櫂を漕ぐタイミングに合わせて、漕ぎ手たちのたくましい掛け声が船内に響きわたる。船の疾走によって生み出された風が、甲板にいるゼラーヴとリュシアンの全身にびょうびょうと吹きつける。

　風向きが変わるたびに、ゼラーヴは素早く指示を出し、帆船が十分な風力を得られぬ方向に〈久遠の虹〉号の進路を修正させた。

　二隻の船の距離が、肉眼でも分かるほどじわじわと広がってゆく。

　やがて、日は完全に暮れて、視界はほとんど利かなくなった。

　それを潮どきとして、帆船は追跡をあきらめたようだった。漕ぎ手たちの体力が尽きはて、〈久遠の虹〉が停船せざるを得なくなったとき、不ぶ気き味みな三枚帆の船のシルエットはもうどこにも見えなかった。

　唇を引き結び、後方を見すえていたゼラーヴは、ほっと心身の緊きん張ちようを解いた。

「──よし。速度落とせ！」

「うまく逃げられたのね……？」

　問いかけるリュシアンに、ゼラーヴは力強くうなずいてみせた。爽そう快かいな気分だった。見事に追っ手から逃げおおせて、自分の有能さをリュシアンに見せつけてやれたのだから。

「これでもう安心だ。海賊というのは、いちど獲え物ものを見失ってしまえば、あきらめて別の獲物を探すものだからな」

　ゼラーヴは、自信をもって断言した。

「念のため、今夜はずっと船を進めて距離を稼かせいでおこう。そうすればまず大丈夫だ」

「だったらいいんだけど……」

　かすかに顔を曇らせて、リュシアンがつぶやく。ゼラーヴは太い眉を吊り上げ、遠えん雷らいを思わせる凄すご味みのある声を出した。

「俺が信じられないのか」

「ゼラーヴのことは信頼しているわ、もちろん」

　リュシアンははっと顔を上げ、いくぶん慌あわてた様子で言った。彼女の口調が真剣なものだったので、ゼラーヴはいくぶん怒りを鎮しずめていた。

「ただ……ねえゼラーヴ。海賊船というのは、出会った船を見境いなしに襲うものなのかしら？」

「いいや。俺たち海賊の目的は、あくまで積み荷を手に入れることだ。見るからに強そうな戦いくさ船ぶねに喧嘩を売ったりはしない」

「この船は、どこから見ても戦船だわ──それも、とびきり手ごわそうな」

　リュシアンは首をかしげた。

「どうしてさっきの船は、この船をあえて襲おうとしたのかしら」

「俺に恨みでもあったんだろう」

　ゼラーヴは平然と答え、たくましい胸をそらせた。

「俺の生命を狙ってる海賊は、まあ百人ではきかないだろうぜ。俺が狙うのは商船だけじゃない。海賊船からも、さんざんぶんどってやってるからな。公平なもんさ」

「おかしなことを自慢しないで」

　リュシアンは眉をひそめて、しばらく考えてから言葉を続けた。

「ゼラーヴの言うとおりだとすると、さっきの船がセリアスさまを狙っていたとは限らないわけね」

「王女を？　馬鹿な。そんな事はありえんだろう」

　ゼラーヴは笑いとばした。

「この船に王女が乗っていることは、俺たち以外は誰も知らんのだぞ」

「それは分かってる。ただ、どうにも胸騒ぎが治まらないのよ。何か大事なことを見落としているような気がして……」

　リュシアンは吐息まじりに言って、そっと胸に手をやった。その仕草を目で追ったゼラーヴは、思わずどきりとした。いつも革鎧の胸当てを着けているので分からないが、リュシアンの胸は意外に豊かだった。

（よく見ると、なかなかいい女じゃないか）

　ゼラーヴは内心でつぶやいて、

「何を思い悩んでいるのか知らんが、心配はいらん。海の上にいる限り、俺に任せておけば何ひとつ間違いはないさ」

　拳でどんと胸を叩き、豪快な笑いを響かせる。

　と、そのとき。

　ゼラーヴの笑い声をかき消すほどの、すさまじい悲鳴が〈久遠の虹〉号に響きわたった。甲板の下の船室から聞こえてくる、甲高い少女の声。

「セリアスさま！」

　リュシアンの反応は素早かった。手にした剣を抜き放ち、ゼラーヴには目もくれずに走り出す。ひと呼吸遅れて、ゼラーヴは彼女の後を追った。

　甲板中央に設もうけられた下り梯ばし子ごから、ゼラーヴとリュシアンは船内に降り立った。

　一定の間隔を置いて灯されたロウソクの火が、いくつもの扉と通路からなる船内を陰いん鬱うつに照らし出している。ゼラーヴとリュシアンは、暗く狭い船内の通路を、セリアスのいる船室に向かってひた駆かけた。

　目指す部屋の前には、十人ほどの水兵たちが集まっていた。開け放たれた扉の向こうを眺めながら、呆ぼう然ぜんとした様子で立ちつくしている。

「せ、船長！」

　ゼラーヴとリュシアンの足音に気づいたのだろう。水兵の一人が、驚きよう愕がくに凍りついた顔を振り向かせる。何があったのか問い質す手間を省いて、ゼラーヴは人垣をかき分けた。

「これは……どういう事だ」

　むっと吐き気を催もよおすような、生なま臭ぐさい血の匂いが鼻をつく。凄せい惨さんな光景を目の当たりにして、ゼラーヴは思わず絶句した。

　おびただしい血にまみれた床に、三人の人間が倒れていた。

　そのうちの二人は、ごく最近になって雇い入れた、若い水夫と漕ぎ手だった。

　真っ赤に汚れた小剣を手に、全身をだらりと弛し緩かんさせて、二人は苦く悶もんの形ぎよう相そうで宙を見上げている。駆け寄って確かめるまでもなく、二人とも息絶えているのは明らかであった。

（こいつらが王女を襲ったのか？　だが、なぜだ……）

　雇い入れて日は浅いとはいえ、いくつかの航海を共にしてきた部下だというのに。態度にこそ出さなかったが、ゼラーヴは内心いささかのショックを受けていた。

　そして──。

　部屋の隅には、白い部屋着を点々と紅くれないに染めたセリアス王女の姿があった。四し肢しを投げ出すようにして仰向けに倒れたまま、王女はぴくりとも身動きしない。

「セリアスさまッ！」

　リュシアンは悲痛な叫びとともに、ゼラーヴを押しのけて室内に飛びこんでいった。

「しっかり……しっかりなさってください、セリアスさま！」

　膝に抱え上げた王女の身体を、リュシアンは祈るような思いで揺さぶった。同時に、部屋着の汚れている箇所をまさぐり、傷の具合を確かめる。

（──返り血！　よかった……）

　王女が無傷だと分かって、リュシアンは全身からしぼり出すような吐と息いきをついた。

「う……」

　やがて、血の気を失ったセリアスの唇から、小さなうめき声がもれた。

　閉ざされた瞼まぶたがゆっくりと開かれ、焦点の定まらない碧い瞳がリュシアンの姿を映した。

「セリアスさま……いえ、殿下。ご無事でしたか！」

「リュシアン……」

　セリアスはかすれた声でつぶやくと、のろのろとした動作で身体を起こし、リュシアンから離れた。弱々しいけれども、はっきりとした意思表示だった。王女はいまだに、リュシアンに対するわだかまりを解いてはいないのだ。

「いったい何があったんだ、王女」

　唇を嚙みしめるリュシアンに代わって、ゼラーヴが尋ねた。

　セリアスは何か答えかけて、吐き気をこらえるように口に手を当てた。床に転がる死体から目をそらせて、いやいやをするように首を振る。

　自分の性急さに初めて気づいて、ゼラーヴは苦笑めいた表情を浮かべた。

「確かに、ここは落ち着いて話のできる場所じゃないな。王女を隣の部屋に連れてきてくれ、リュシアン。それから、おまえたちは死体を片付けておいてくれ」

「ゼラーヴ」

　きびすを返しかけた〈久遠の虹〉の船長を、リュシアンが呼びとめた。

「これはどういう事なの」

「俺にも分からんよ。王女に詳しい話を聞いてみるまではな」

「聞くまでもないじゃない！」

　白い頰を紅こう潮ちようさせて、リュシアンはゼラーヴを睨んだ。

「この二人のうちのどちらかが、船の乗り手になりすました刺客だったのよ。海の上にいる限りは俺に任せておけ、ですって？　よくもそんな偉そうなことが言えたものね」

「刺客とは限るまい」

　ゼラーヴは怒ど鳴なった。必要以上に声が大きくなったのは、内心では落ち度を自覚しているせいだ。

「とにかく王女の話を聞こう。俺に文句をつけるなら、それからにしろ」

　リュシアンの非難の視線を背中に感じながら、ゼラーヴは足音も荒く部屋を出た。
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　数刻後。

「わたしが船酔いで苦しんでいたから、あの水兵──リッテンとか言ったかしら──が薬と水を持ってきてくれたのよ……」

　寝台に横たわったまま、セリアスは弱々しい声で話を始めた。

「わたしは薬を飲んで、リッテンとしばらくお話をしていたの。そうしたら、小剣を手にした男が部屋に突然押し入ってきて……！」

　そのときの光景を思い出したのか、セリアスが身体を震わせる。

「漕ぎ手のファルだな。まさか、あいつが刺客だったとは」

　苦々しい顔で、ゼラーヴは吐き捨てた。

「素性の知れぬ奴を雇やとい入れたのは、確かに俺の責任だ。何と文句を言おうが構わんぞ、リュシアン」

「責任なんてどうでもいいわ。今は、殿下のお話をうかがうことが大事よ。──それから何があったのですか、殿下」

　うながすリュシアンから視線をそらして、セリアスはふたたび口を開いた。

「水兵のリッテンは武器を持っていなかったけれど、部屋の棚に置いてあった小剣を取って、襲いかかってきた男を迎え討ったの。自分も深傷ふかでを負いながら、リッテンは男を斃たおしてくれた……」

「ちょっと待った。王女の部屋に、なぜ小剣なんぞあったんだ」

　不審を覚えて、ゼラーヴは口をはさんだ。

「わたしが、国王に褒ほう美びとしていただいた小剣よ」

　リュシアンが、セリアスに代わって答えた。

「わたしには使い慣れた剣があるから、部屋に置いておいたのよ。肌身離さず持っていたい、と思うほど嬉しくもなかったし……」

「それで、王女を身を呈して救った後、リッテンは力つきてこときれたというわけか」

「違うのよ！」

　セリアスは力ない声で叫んだ。

「あの男──リッテンは曲者を斃たおすと、今度はわたしに襲いかかってきたのよ！　その形相があまりに恐ろしかったから、わたしは気が遠くなってしまったのだけど……間違いないわ。気を失うまで、はっきりとこの目で見ていたもの。あの男がわたしに摑つかみかかって、手にした小剣を振り下ろそうとするのを！」

　ゼラーヴとリュシアンは、困惑した表情で互いの顔を見交わした。

　セリアスはひどい船酔いで衰すい弱じやくしていた上に、目の前で人間が殺し合うのを見せつけられたのだ。一時的に混乱したのだろう、とゼラーヴは結論づけた。いずれにせよ、部屋に押し入ってきた漕ぎ手ファルを斃した後、重傷を負った水兵のリッテンは力つきたのだ。

「話せることは、これですべてよ。疲れたから、今夜はもう眠らせておくれ」

　セリアスは言い、ぐったりとした様子で瞼を閉ざした。

　リュシアンは無言で立ち上がると、そっと手を伸ばしてセリアスに触れようとした。しかし、しばらく躊躇してから、彼女は悲しげに手を引っこめた。

「殿下。このリュシアン、生命にかえても殿下をお守りいたしますから……」

「そうね」

　目を閉じたまま、セリアスは冷たい声で言った。

「わたしが殿下をお守り申し上げるのは、政略結婚のためではありません」

「そうね」

「殿下にご無事でいていただきたいからです。殿下のことを、わたしは好きだからなのです……」

「そうね」

　セリアスはとりつくしまもない。大きく息を吸いこんで、リュシアンは激しくまばたきをした。涙をこらえているのだ。

　ゼラーヴは胸が塞ふさがれる思いで、リュシアンの横顔を見つめていた。

　これほど邪険に扱われても、なお忠誠を捧げつづけるリュシアンが、ゼラーヴには痛々しく思えてならなかった。そして、唇を震わせながら必死に涙をこらえているリュシアンを、心から美しいと思った。

「失礼──いたします」

　懸命に声を整えて、リュシアンは言った。生気のない人形のような足取りで、ひっそりと部屋を出てゆく。

　ゼラーヴは立ち上がろうともせず、セリアスの顔をじっと見すえていた。視線を感じたのか、セリアスは苛立たしそうに目を開けた。

「出て行けと言ったでしょう。わたくしは眠りたいのよ」

「生意気なガキだ。まあ俺の話を聞け」

「なっ……！」

　ゼラーヴにガキ呼ばわりされて、セリアスは絶句した。がばっと寝台から上半身を起こし、ゼラーヴを睨にらみつける。

「俺がおまえを守るのは、それが仕事だからだ。だが、リュシアンはそうじゃない。そんなこともおまえには分からんのか」

「リュシアンだって仕事でやっているのよ！　わたくしを守れば父上から褒美をもらえるから。わたくしが死ねば、父上の思惑が台無しになってしまうから！　リュシアンはただ、国王の顔色をうかがっているだけ──」

　セリアスの悲鳴にも似た叫びが、不意にとぎれた。

　ゼラーヴが、王女の頰を平手で叩いたのだ。かなり手加減してはいたが、セリアスは驚きと怒りに青ざめ、頰を押さえて唇を震わせた。

「いい加減にしろ、このガキ！」

　ゼラーヴは押し殺した声で叫んだ。

「リュシアンはな、生命がけでおまえを守ってるんだ。ただ命令だから、任務だからなんて理由で、生命を投げ出せる人間などおらん。リュシアンの忠誠心は、何物にも替えがたいものなんだぞ！」

「なによ、リュシアンの肩をもつようなことばかり言って！　おまえ、もしかしてリュシアンのことが好きなのね!?」

「何だと……」

　一笑に付そうとして、ゼラーヴは失敗した。

　自分がリュシアンに好意を寄せているなどと、これまで考えたこともない。しかし、セリアスの言葉を即座に否定することも、なぜかできなかった。

「くだらないことを言ってないで、とっとと寝ろ」

　強引に決めつけて、ゼラーヴはそそくさと部屋を出た。

　泣き声とも、哄笑ともつかないセリアスの声が、扉越しに流れてくる。

「俺がリュシアンに惚れているだと？　あのガキ、何を馬鹿なことを」

　ゼラーヴはつぶやき、肩をそびやかして歩きはじめた。

　エイルードの一族を背負って立つ者として、リュシアンとゼラーヴは競い合う仲なのだ。ゼラーヴが、リュシアンを女として意識することなどありえない。ありえないはずだった。




　翌日──。

　船室でもの思いに沈んでいたゼラーヴのもとに、水兵頭のアルスがやって来た。

「ゼラーヴ船長。また例の帆船ですぜ」

「何だと？」

　ゼラーヴは急いで立ち上がった。

「こっちには王女がいるから、接舷されるわけにはいかん。距離を取るんだ」

「命令をもらうまでもなく、もうやってますよ。向こうさんは全速力で突っこんでくることはせず、一定の距離を保ってついてきます。つかず離れず、じつに嫌な感じですぜ」

「そうか……」

　太い眉をしかめて、ゼラーヴは腕を組んだ。

「何を考えていやがる。こっちに姿を見せることで、怯おびえを誘さそうつもりか──だとしたら無駄ってものだが。帆船の動きに変化があったらまた知らせてくれ。リュシアンと王女に帆船のことを伝えた後で、俺も甲板に上がろう」

「分かりました」

　きびきびとした一礼を残して、アルスは小走りに去ってゆく。ゼラーヴは愛用の革鎧を身につけ、巨大な戦せん斧ぷを手に取って船室を後にした。

（おそらく戦いになるな。こっちは王女を乗のせているというのに──ちっ、まったく間の悪いことだ）

〈久遠の虹〉号につきまとう謎の帆船は、あくまで自分に対する復讐が目的だと、ゼラーヴは信じていた。心のなかで罵ののしり文句を吐き散らしながら、ゼラーヴは船内の狭い通路を大股に歩いた。

「あ……ゼラーヴ」

　セリアスのいる部屋の前に、リュシアンは立っていた。

　革鎧と剣で武装した、すんなりしたリュシアンの姿を見ているうちに、ゼラーヴは鼓こ動どうが速くなるのを自覚した。甲板を端から端まで全力で走っても、これほど息苦しくなったりはしない。

（参まいったな）

　ゼラーヴは困惑した。セリアスの悔しまぎれの指摘は、まさに正せい鵠こくを射ていたのだ。

　ただ分からないのは、なぜ自分がリュシアンに思いを寄せるようになったのか、であった。確かにリュシアンは美しいが、ゼラーヴは彼女を凌しのぐ美び貌ぼうの持ち主に出会ったこともある。そのときには、これほど心を動かされはしなかったものを。

（参ったな……）

　黙りこむゼラーヴを、リュシアンは不思議そうに眺めていた。

「水兵の一人から聞いたわ。昨日の帆船がまた出たそうね。そんな恰好をしているところを見ると、戦いは避けられないみたいね」

「ああ。本気で帆船に追い回されたら逃げきるのは難しい。向こうは風の力で進むから、どれだけ走ろうが疲れ知らずだからな」

「そう……」

　いくぶん張り詰めた表情で、リュシアンがうなずく。彼女の緊張を少しでも和らげてやりたくて、ゼラーヴは言った。

「おまえは無理をせず、王女のそばにいればいいさ。この戦いはおまえには関係のないものだし、戦い馴れない人間にとって、人を殺すのは辛いことだからな」

「人を殺したことなら、あるわ」

　まっすぐにゼラーヴを見つめて、リュシアンは言った。

「今になって思い返すと、冷静だったとはとても言えないけど。血まみれの姿を殿下の目にさらして、怯えさせてしまったくらいだから……」

　ちらり、とリュシアンが笑った。鬼気せまる凄せい惨さんな笑みだ。

「だけどね、ゼラーヴ。もしも殿下の生命を狙う者が現われたら、わたしは何度だって同じことをしてみせる。刺客であろうと、海賊であろうと生かしてはおかない」

「無理をしないでいい。この戦いは俺に任せておけ」

　リュシアンの胸中を思いやって、ゼラーヴは言った。

「無理をしてるんじゃなくて、本当に平気なのよ──殿下の敵だというだけで、殺しても何とも感じないの」

　リュシアンの口調は静かで、そして動かしがたかった。

（俺と同じだ）

　ふと、ゼラーヴは思った。

　ゼラーヴは海の男としての誇りを。リュシアンはセリアスの生命と幸せを。守る対象こそ違えど、自分のすべてをかけてでも守るべきものを、二人とも持っているのだ。

（またしても、俺はこの女に負けた──近衛兵に選ばれなかったことに続いて、今度はこの女に惚ほれてしまうとは）

　苦さと甘さのない混ぜになった吐息が、ゼラーヴの口からこぼれた。

「分かったよ、リュシアン。この船に敵がなだれこんで来たら、王女の守りはおまえに任せる」

　ゼラーヴは軽く頭を振って、戦いの前にふさわしからぬ思いを心から追いやった。静かな決意に満ちて、リュシアンがゼラーヴにうなずきを返す。

　そのとき、不意に船体が大きく右側に揺れた。

　ゼラーヴとリュシアンは、とっさに壁に寄りかかって転倒をまぬがれていた。

「何があったの!?　まさか、もう接舷されたんじゃ……」

「いや違う。船の向きを変えただけだ。だが、この様子だと戦いは近いな」

　飛ぶように流れ始めた船窓の景色を一瞥して、ゼラーヴは言った。その言葉どおり、ただならぬ緊迫感を漂わせた水兵頭のアルスが、ほどなくして二人のもとに現われた。

「船長！　どうやら逃げきれそうにありませんぜ。どうします？　追いつかれるまで、全力で逃げるだけ逃げてみますか」

「いや。漕ぎ手どもが疲れきって動けなくなる前に、こっちから仕掛けてやろう。船を反転させろ！　水兵どもは戦いの準備だ」

「承知！」

　アルスは駆け出しかけて、ふと思い止まったように振り返った。

「そうそう、忘れるところだった。リッテンとファルの死体を片付けたとき、つい一緒に持っていってしまったんですが」

　アルスは言葉を切って、懐ふところからひと振りの小剣を取り出した。

「そちらの姉さんが、王さまからもらった物でしょう。いかにもよく切れそうな魔法の小剣ですよ。戦いの役に立つだろうから、お返ししておきますぜ」

「魔法がかかっていたの？」

「たぶんね。刃からぼうっと青白い光を放ってるから──ほら」

　アルスは小剣を鞘から抜いて、リュシアンに刃を見せようとするかのように、一歩踏み出した。リュシアンは手を伸ばし、アルスから小剣を受け取ろうとする。

　そのとき、アルスの様子がにわかに豹ひよう変へんした。

　ぎらりと目を光らせ、リュシアンめがけて斬りかかったのだ。

　予想だにしなかった一撃を、リュシアンがかわせようはずもない。刃がかすめた右の二の腕から、ぱっと赤い血がしぶいた。

　悲鳴を上げて飛びずさり、リュシアンは不信と驚きよう愕がくに表情を凍りつかせた。

「何をするんだ、アルス！」

　ゼラーヴが叫び、アルスの背中を突き飛ばす。たたらを踏んだ水兵頭は小剣を構え直すと、今度はゼラーヴに襲いかかってきた。

　手にした戦斧の柄で、ゼラーヴは小剣を弾き返した。アルスはひと言も発さぬまま、なおもゼラーヴに斬りつける。ぎらぎらと目を血走らせたその顔は、とうてい正気とも思えぬほどだった。

（馬鹿な！　アルスは俺の昔からの子分なんだ。それなのに、なぜ──！）

　続けざまに繰り出される攻撃を何とか受け流しながら、ゼラーヴは内心で悲痛な叫びを上げた。

　痛みに顔をしかめながら、左手で剣を構えたリュシアンが、アルスの背後にそろそろと回りこもうとしている。それを見て取って、ゼラーヴは怒鳴った。

「やめろ、リュシアン！　こいつは俺の子分だ。だから、俺の手で決け着りをつけてやる！」

　アルスの振り回す刃に、ゼラーヴはいくつかの浅い傷を負わされていた。巨大な戦斧は、船内の狭い通路で扱うには不向きなのだ。おまけに、アルスは小剣の魔力を得ているためか、ゼラーヴの知っている彼より数段手ごわい相手となっていた。

　それでもゼラーヴは態勢を立て直し、反撃の機会をうかがっていた。心を揺さぶるためらいの念に、歯を食いしばって耐える。

　そして──。

　アルスの態勢がわずかに乱れた隙をついて、ゼラーヴは戦斧を一いつ閃せんさせた。

　迷いを捨てた、渾こん身しんの一撃であった。

「ギャアアアーッ！」

　獣めいた絶叫が、アルスの咽の喉どからほとばしる。

　ゼラーヴの振るった戦斧の刃は、とっさに小剣で受けようとしたアルスの右腕を両断し、鎖骨を砕いて、肩口から胸に深々と食いこんでいた。

「せ、船長……！」

　アルスが初めて言葉を発した。苦く悶もんの形ぎよう相そうで、残った左腕を挙げ、刺さった戦斧の刃を抜き取ろうと弱々しくもがく。右腕と肩と、二つの傷口からおびただしい血ち潮しおを吹き出させながら。

　ゼラーヴが戦斧を引き抜くと、アルスの身体はゆっくりと前のめりに倒れた。二、三度かすかに痙けい攣れんしただけで、すぐに動かなくなる。

「アルス……」

　ゼラーヴは、いかつい顔をくしゃくしゃに歪めて吐き捨てた。

「なぜ俺たちを殺そうとした、アルス……。馬鹿野郎が」

　リュシアンが駆け寄ってくるのにも気づかず、ゼラーヴは呆然と立ちつくしていた。

　と──。

　突然、ずずんという腹に響く衝撃が、〈久遠の虹〉号を揺るがせた。ゼラーヴは自失から立ち直って、鋭い視線を上方に放った。

「まずいな。どうやら接舷されたようだ」

　アルスと戦っていたせいで、命令をくだす暇いとまがなかった。ゼラーヴの指示がないまま、ずっと全速を振りしぼった揚げ句に、〈久遠の虹〉号は逃げきれずに捕まってしまったのだ。漕ぎ手の体力を温存し、彼らにも戦闘に参加してもらおうという計算は、もはや完全に遅きに失した。

「おまえはここで王女を守っていろ、リュシアン！」

　言い残すのももどかしく、ゼラーヴは駆け出した。

　人と人の争う荒々しい喧騒が、甲板ごしに聞こえてくる。心が焦げつく思いだった。船長の姿を目にし、その的確な指示に支えられてこそ、水兵たちは死力を尽くして戦うことができる。

「俺が行くまで持ちこたえろよ、野郎ども──！」

　ゼラーヴはぎりぎりと歯ぎしりしながら、甲板へと至る梯子に手をかけた。




「考えられないわ。漕ぎ手や水兵はともかく、ゼラーヴの腹心であるアルスまでもが刺し客かくだったなんて……」

　去ってゆくゼラーヴを見送りながら、リュシアンは考えに沈んでいた。ゼラーヴに言われずとも敵が船内に侵入してくるまで、彼女には戦いに加わるつもりなどない。

「セリアスさまを殺そうとした水兵──小剣を抜くやいなや、襲いかかってきたアルス。二人に共通しているのは、いったい何なの……？」

　放置されたままのアルスの亡きがらに、ちらりと視線を走らせる。小剣を摑んだままの、斬り飛ばされたアルスの右腕が目にとまった。

　リュシアンの碧い瞳に、驚きと理解の色が広がってゆく。

「そうか。そういうことだったのね……！」




　　　　７




　ゼラーヴが駆けつけたとき、〈久遠の虹〉号の甲板はすでに戦場と化していた。

　敵味方あわせて百人近い人間たちが、白刃をひらめかせて戦っている。剣と剣のぶつかる金属音、ほとばしる絶叫と怒号が、重なり合って甲板に響きわたった。船尾に接舷され、船長不在のまま戦闘に突入した〈久遠の虹〉の水兵たちは、明らかに浮き足だっていた。

　甲板に姿を現わしたゼラーヴは、巨大な戦斧を打ち振るって、当たるを幸い敵をなぎ倒しはじめた。

「俺が来たからには、もう大丈夫だ！　戦え、野郎ども。〈久遠の虹〉に喧けん嘩かを売った身の程知らずどもを、一人たりとも生かして帰すな！」

「おおー！」

　ゼラーヴの一喝を受けて、水兵たちは闘志を取り戻していた。烈しい気合いの声とともに、曲剣カトラスを振り上げて敵に立ち向かってゆく。

　ゼラーヴの参戦と叱しつ咤たを得て、戦況はどうにか五分にまで持ち直したようであった。

　飛び散る血しぶきが甲板を濡らし、力つきた戦士がひとり、またひとりと倒れていった。奮ふん戦せんする戦士の身体からは、汗と熱気が白い湯気となって立ちのぼっている。

　ゼラーヴは猛々しく咆哮しながら、縦横無尽に戦斧を振るった。

　アルスを手にかけてしまったことも、リュシアンへの思いも、自分が何のために戦っているのかすらも、もはやゼラーヴは意識していなかった。目の前にいる敵を斃たおす──それだけが、心を占めているすべてだった。

　無我夢中で戦い、敵を屠ほふり続けるうちに、どれほどの時が過ぎただろうか。

　いがらっぽい灰色の煙が、〈久遠の虹〉の船首の方角から漂ただよってきた。そちらをちらりと眺めやって、ゼラーヴは慄りつ然ぜんとした。

「火を放たれたか！」

　紅色をした火が、束ねて置いてあった縄を飲みこみながら、ゆっくりと大きくなってゆく。船首に回りこんだ敵の仕業であることは疑う余地もなかった。

「船が燃えてしまう。消し止めるんだ！」

「このままじゃ焼け死んじまう！　誰か火を消すんだ！」

　意外なほど激しい動揺が、〈久遠の虹〉の水兵たちの間に広がった。

〈久遠の虹〉号の乗組員たちは、数十回に及ぶこれまでの戦闘にことごとく勝ち続けてきた。それだけに、窮きゆう地ちに陥おちいると脆もろさを露ろ呈ていしてしまうのかもしれない。目の前の敵を無視して船首に走りだそうとし、背中から斬り殺される者さえいた。

「うろたえるな！　この船が燃えても問題はない。敵を皆殺しにして、あの帆船を載のつ取とってやるだけのことだ！」

　額から汗を飛ばして、ゼラーヴは怒号した。しかし、水兵たちの混乱は鎮まらない。

　誰かが呼んできたのか、数人の漕ぎ手が甲板に姿を現わした。分厚い毛布を手に、何とか火を叩き消そうとする。だが、血刀を提げた敵に追い立てられ、その作業は遅々としてはかどらない。炎の広がりを防ぐのが精一杯であった。

「もはや、これまでか……」

　ゼラーヴの胸を、暗い絶望が蝕むしばんでゆく。

〈久遠の虹〉の水兵たちの士気は、すでに崩壊寸前だった。ゼラーヴ自身はまだまだ戦えるが、さすがに独りで数十人の敵を全滅させるのは不可能だ。

（くそっ！　こうなったら、独りでも多く道連れにしてやるぜ）

　死ぬ前に、一度リュシアンを抱いてみたかった──そんな馬鹿げた思いが、ちらりと心の隅をよぎる。

　そのとき──。

「ゼラーヴ！」

　凜とした声で、彼の名前を呼ぶ者がいた。

　リュシアンだった。いつの間に甲板に現われたのか、船首にゆらめく炎を背に、じっと戦場を見すえている。

　リュシアンの手に小剣が握られているのを、ゼラーヴは見た。彼女が国王から与えられた魔法の小剣だ。

　数人の敵が、蛮声を上げてリュシアンに殺到しようとする。油断なく身構えながら、リュシアンは早口でゼラーヴに告げた。

「わたしは、何としてでも殿下をお守りしなければならない。だから、ゼラーヴ──この戦いの決着がついたら、あなたの手でわたしを殺して」

「何だと!?　どういうことだ、リュシアン！」

　リュシアンは、ゼラーヴの問いには答えなかった。

　決然とした表情で、すらりと小剣を抜き放つ。

　断末魔の絶叫が、立て続けに響きわたった。リュシアンが手にした小剣を振るい、迫りくる数人の敵を瞬時にして斬り伏せたのだ。

　稲妻さながらの、途方もなく素早い剣さばきだった。ゼラーヴの目をもってしても、剣筋がとらえられないほどだ。

　横たわる屍を踏み越えて、リュシアンは駆け出した。敵のただ中に躍りこみ、狂戦士もかくやという勢いで戦いはじめる。

〈久遠の虹〉の水兵たちは、リュシアンの援えん護ごに力づけられたようだった。最後の気力を奮い起こし、必死に敵に向かってゆく。船内にいた数十人の漕ぎ手たちも、今こそ正念場と覚悟を定めたのか、武器を手に戦いに加わった。

　殺さつ戮りくを欲しいままにしていた敵が、一転して追いつめられる立場となった。それを確認して、ゼラーヴは船首へと走った。

　じわじわと燃え広がる火の周囲には、手にした毛布で消火作業を続ける漕ぎ手たちと、彼らを追い回す何人かの敵がいた。

「邪じや魔まをするな！」

　リュシアンに負けじとばかり、ゼラーヴは巨大な戦斧をぶんぶんと打ち振るった。必死の反攻も空しく、敵たちは次々になぎ倒されてゆく。

「もう大丈夫だ。安心して火を消してくれ」

　返り血に汚れた凄せい惨さんな顔で、ゼラーヴはニヤリと笑いかけた。漕ぎ手たちは恐怖に顔を引きつらせ、まじろぎもせずその場に立ちつくしている。

「そんなに怖がることはないだろう。いくら俺の人相が悪いと言っても……」

　言いかけて、ゼラーヴは異常に気づいた。漕ぎ手たちの視線はゼラーヴではなく、その向こうにいる誰かに向けられているのだ。

　彼らの視線を追って振り返り、ゼラーヴは見た。

「リュシアン！」

　柄元まで血に濡れた小剣を構えて、リュシアンがこちらに向かってきつつあった。白磁を思わせる端たん正せいな顔が、すさまじい形ぎよう相そうに歪ゆがめられている。

　リュシアンの全身は真っ赤に染まっていた。おびただしい返り血と、彼女自身が流している血のせいだ。

　瞬またたく間まに距離を詰めたリュシアンは、一抹の躊ちゆう躇ちよすら見せずゼラーヴに斬りかかった。

「うわっ──！」

　ゼラーヴは大きく跳びずさり、リュシアンの一撃に空くうを斬らせた。

　リュシアンはさらに容よう赦しやなく、二度、三度と小剣を振るう。迫りくる刃を、ゼラーヴは何とかかわし、受け流し続けた。

「よせ、リュシアン！　気でも狂ったのか！」

　アルスのときと同じだ、と思い至ったゼラーヴの脳のう裏りに、突とつ如じよとしてひらめくものがあった。リュシアンが、ゼラーヴを殺そうとするその理由。

（……そうか！）

　小剣だ。魔法にはとんと疎うといゼラーヴにも、その程度の見当はつく。リュシアンは──おそらくアルスも──小剣の魔力に操られて、見境いなく他人を襲っているのだ。

（だからリュシアンは言ったのか。戦いの決着がついたらわたしを殺せ、と）

　無茶を言うな、とゼラーヴは怒鳴りたかった。リュシアンの刃にかかるわけにはいかないが、さりとて彼女を殺すなどできようはずがない。

「ぐっ──！」

　リュシアンの一撃が、ついにゼラーヴの脇わき腹ばらをとらえた。革鎧をぶっつりと切り裂き、小剣の刃がゼラーヴの肉体をえぐる。女の細腕にあるまじき力だった。

　リュシアンの剣さばきはいよいよ鋭するどく、いっこうに疲れた様子もない。頑健なゼラーヴでさえ、疲労で動きが鈍りはじめているというのに。

　できることならリュシアンを押さえこんで、彼女の手から小剣をもぎ取ってやりたかった。だが、追いつめられた今のゼラーヴには、そこまでの余裕はない。

　ゼラーヴに残された手段は、もはやただひとつだけだった。

　耳をつんざくような甲高い声をあげて、リュシアンが身体ごとぶつかってくる。ゼラーヴは身をかわそうとはせず、むき出しの左腕で小剣の刃を受けた。あえて腕で刃を受け、リュシアンの動きを止めた上で、小剣を奪い取るつもりだった。

　ずぶり、と刃がゼラーヴの二の腕に突き刺さった。

「ぐううっ……！」

　よけいに血が吹き出すのにも構わず、ゼラーヴは左腕に渾こん身しんの力を込めた。刃をくわえこんだ二の腕に、たくましい筋肉が盛り上がる。

　リュシアンはデスマスクのような無表情のまま、右手に握りしめた小剣を力任せにひねった。新たに生じた燃えるような痛みが、ゼラーヴの目をくらませる。

（腕の一本ぐらいくれてやれ。それでリュシアンを救えるのなら！）

　自分自身を叱りつけて、ゼラーヴは気力を奮い起こした。激しい苦痛に耐えながら、自由な右手をあげて、小剣の柄を握りしめているリュシアンの指を一本ずつもぎ外してゆく。

　左腕が使えないのが無性にもどかしかった。せっかく柄から指を外させても、わずかでも隙があればまた元に戻ってしまうのだ。リュシアンの指の骨を折れば簡単なのだろうが、ゼラーヴにはそんなつもりは毛頭なかった。

　リュシアンは激しく暴れた。ゼラーヴの顔をかきむしり、所かまわず殴りつけ、蹴り上げる。しかし、ゼラーヴは手を放しはしなかった。

　やっとの思いで、リュシアンの親指を柄から外させることに成功した。

　ゼラーヴは苦闘を続けた。激痛と焦慮に苛さいなまれ、文字どおり気の遠くなるような苦労の末に、今度はリュシアンの人差し指を柄からもぎ外す。

　続いて中指、薬指と、順番に柄から外させる。要よう領りようを覚えたためか、あるいは苦痛に馴れてきたのか、作業に必要な時間は少しずつ短くてすむようになった。
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　そして──。

　呪いの小剣が、ついにリュシアンの手から離れた。糸の切れた人形のように、リュシアンはふらりとくずおれる。

「やったぞ……」

　精根尽きはてて、ゼラーヴもその場に倒れこんだ。




　ゼラーヴとリュシアンが対たい峙じしている間に、戦いの趨すう勢せいはほぼ決していた。

〈久遠の虹〉を襲った敵は、完全に戦意を喪失していた。五十人近くいた彼らのうち、生き残ったのは十人ほどしかいない。

　船首に燃えていた火も、漕ぎ手たちによって消し止められた。甲板が四分の一ほども焦げてしまったが、航海に支障はなさそうだった。

〈久遠の虹〉号は、かつてない苦戦を強いられながらも、不敗の栄光を守り通したのだ。

「わたしを、殺さないでいてくれたのね……」

「あまり無茶するなよ、リュシアン。後始末が大変だからな」

　リュシアンの膝に頭を預けたまま、ゼラーヴはふてぶてしく笑ってみせた。

　うっすらと涙を浮かべて、リュシアンはゼラーヴの顔を見つめている。彼女の優しい眼差しと、柔らかな膝の感触に包まれているだけで、ゼラーヴは心満たされる思いだった。彼がリュシアンのために味わった痛みや苦労は、ついに正しく報われたのだ。

　そんな感慨に浸っていると、リュシアンがいきなり立ち上がった。

　彼女の膝からずり落ちたゼラーヴの頭が、船の床にぶつかってごつんと音を立てる。

「痛っ！　おい──」

　何をするんだ、と抗議する暇もなく、リュシアンは走り出していた。

　彼女の目指す先には、セリアス王女がいた。おぼつかない足取りで、王女も一歩ずつリュシアンに近づいてゆく。

「殿下……！」

「甲板の隅に隠れて、わたし、ずっと見ていたの。あなたが戦っているところを……」

　忠実な王室警護兵の胸に、セリアスは飛びこんでいった。

「リュシアン、ごめんね、ごめんね……！」

「ご無事でようございました、殿下」

　リュシアンが、限りない優しさをこめて微笑んだ。

「ばか」

　泣き笑いを浮かべて、セリアスはささやいた。

「ばか。リュシアンは、わたしの名前を忘れてしまったの？」

「セリアス──さま……！」

　熱い涙が、リュシアンの目からもこぼれ落ちる。

　ゼラーヴはいささか憮然として、抱き合う二人を眺めた。ゼラーヴの存在など、リュシアンはまったく眼中にない様子だった。




　そして──。

「傷の具合はどうだ、ゼラーヴ」

「寝台に寝たきりでいるのが退屈なほどです」

　見舞いに来てくれたギアースに、ゼラーヴは横たわったまま礼を述べた。

　波乱に満ちた航海を終え、アルマの港に帰還してから一週間が過ぎていた。リュシアンから事件の報告を受けて、ボリスの都では慌ただしい動きがあったらしい。

「実のところ、俺にはいまだに分からんのです。誰が何を企んでいたものやら……」

「すべては、宮廷魔術師メルキウスの画策だよ。〈久遠の虹〉がアルマに戻ったとの知らせが届くと同時に、どこかに姿をくらましたが」

「メルキウス……？　ああ、リュシアンの魔法の小剣を選んだ男か」

「魔法というより呪いだな、あれは」

　考えこみながら、ギアースは言葉を継いだ。

「あの小剣を抜いた者は、目についた者に見境いなく襲いかかってしまうのだよ。最初に王女を襲ったという漕ぎ手だけは、彼奴きやつの潜ひそませた刺客だろうが。おそらくメルキウスは、リュシアンをあの小剣で操って、セリアス王女を殺させようと企んでいたのだ」

「なぜ、そんな回りくどいことを？」

「メルキウスの狙いは、ただ王女を暗殺することだけではない。王女の死を引き金として、国王を疑心暗鬼に陥れたかったのだよ。裏切者め……」

　鋭く目を細めて、ギアースは空中を睨みつけた。あたかもそこに、憎むべきメルキウスの顔があるかのように。

「〈久遠の虹〉を襲った帆船は、やはりメルキウスとやらの差し金だったのですか」

「彼奴きやつが姿をくらました今となっては、真相は闇の中だ。ただ、〈探知〉の呪文を例の小剣に対して用いれば、正確な居場所を知ることはできる。メルキウスめが何らかの手段で情報を伝え、〈久遠の虹〉を襲わせたのだとしても、わしは驚かんよ。──それはそうと」

　何を思ったのか、ギアースはころりと話題を替えた。

「エイルードの次の長は、やはりリュシアンの方が適てき任にんだろうな。王女を守り抜いた功こう績せきは国王から評価されたが、宮廷内での発言力をさらに高めるためにも、な」

「そうですか……」

　ゼラーヴはつぶやいた。

　リュシアン・エイルード──ゼラーヴをことごとく負かした女。彼女が一族の長となったら、ゼラーヴはまたしても彼女に後れを取ったことになる。

（もしかしたら俺は、あいつに一生負けつづける運命にあるのだろうか）

　少し前まではあれほど固こ執しつしていた一族の長の座に、今はほとんど関心が持てなかった。身体が弱っているせいだろうか。あるいは、リュシアンになら負けてもいいと、心のどこかで思っているからか。

　負けつづけても、負けつづけても、最後に一度だけ勝ちさえすればいい。いつかリュシアンがゼラーヴを振り向いてくれさえすれば、それでいいのだ。

　だが、それはとてつもない難事であるような気がした。完全武装した戦船と戦って勝利する方が、よほどたやすいことのように思われる。

「おまえが起き出せるようになったら、いちどリュシアンを見舞いに行かねばな。王女の生命を守り通せたのは、彼女がいればこそだったのだからな」

「俺は行きませんよ。女の顔色をうかがって暮らすのは性に合わない」

「うむ……？」

　ギアースは、不思議そうに首をかしげた。リュシアンに対するゼラーヴの思いを知らないのだから、当然の反応だったかもしれない。

「俺の海での活躍を、あいつの耳に届けてやる。俺の名を聞かない日が、一日としてないように……」

　極北の海は、もうすぐ氷に閉ざされるだろう。海の男たちを陸おかに封じこめる、本格的な冬がいよいよ始まるのだ。轟ごう々ごうと吠えたける風の中で、降りしきる雪を吞みこみながら凍こおりついてゆく海に、ゼラーヴは思いをはせた。

　やがてバイカルに春が訪れ、アルマの港を閉ざす氷が溶けたら、誰よりも先に〈久遠の虹〉号をかって海にこぎ出してゆこう。

　ゼラーヴにもっともふさわしい場所。そして、自分が自分でいられる場所──七色の虹の舞う極北の海に。


〈了〉


















赤い鎧よろいⅡ

野獣死すべし


清松みゆき
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　　　　プロローグ




　男は、扉とびらの前で足を止めた。

「ずれてやがる……」

　ランタンを足もとまで下げて呟つぶやく。扉のわきに置かれた植木ばちに手を添そえて確かめる。

　扉を開けようとすれば、この植木ばちが邪じや魔まになる。わざとそう置いてある。

　そして、出かけるときには、必ず同じ場所に植木ばちを置いていた。印は、扉のかすかな汚れ。それも、汚れそのものの位置ではない。そこから、ちょうど中指の長さだけ離して置く。意味を知らない者は、印があることさえ気づかないだろう。

　誰だれかが扉を開けたのだ。男が留る守すの間に。だから、植木ばちがずれた。もとの位置に戻もどしたつもりだろうが、指の関節一つ分、間違えている。

　鍵かぎを鍵穴に入れて回す。

　カチリ。

　錠じようが開く音に、男はひとまずため息をつく。侵入者はすでに去っている。この鍵は、内に鍵穴はなく、家の中からは決してかけられない。内から閉めきるときには、閂かんぬきを使う。

　ゾクリ。

　視線を感じたように思い、男は後ろを振り返った。

　ランタンをかざし、周囲を見渡す。

　何も……いない。

「気のせいか」

　怯おびえが神経を高ぶらせたのだろう。

　男は、するりと家の中に入る。ランタンの明かりで部屋を照らす。

　そろりそろりと照らしていく。

　異常は感じない。男が出たときのままに見える。

　いや……。

　ランタンの動きが止まった。

　男は、壁かべに留められた貼はり紙に駆かけ寄った。

　剝はぎ取って読む。そして、丸めて床ゆかに叩たたきつけた。

「野や郎ろう」

　男は震えていた。それは、怒いかりのためであり、そして、それ以上の恐きよう怖ふのためであった。




　　　　１．




「〝赤い鎧よろい〟は嫌きらいなんだってばっ！」

　どん、と叩いたテーブルが揺れ、陶器の皿がかちゃかちゃと不平を言った。

　ちょっとばかり過ぎたアルコールが、口を滑すべりやすくしているかも。

　酒場の喧けん騒そうに負けじと大声を張り上げながら、頭の後ろのほうでそんなふうに冷静に自分を見ているあたしがいる。

　ああ、酔よってるな、と思う。

　でも、酔ってるから言っちゃえ。

　……自分自身をけしかけるこのバカは、ふだんはどこに隠かくれているのだろう。

「あんなやつが、ヒーローづらしてるなんて、間違ってる」

「何でよ？　カッコイイと思うよ」

　アンは長く黒い髪をかきあげながら、答える。

「冗じよう談だんでしょ。ただの人殺しじゃない」

「ん……そうだったね」

　アンは口もとに小さく笑みを浮かべた。

「相変わらずだね」

「いけない？」

　アンは静かに首を横に振った。

「うらやましいな。その素す直なおさ」

　しまった……。

　アンの笑みは、寂さみしげな笑みにも、皮肉な笑みにも見えた。それは、たぶん両方。そんなことに気づかず、口が過ぎた。

　全部、酒が悪い。

「今、何してんの？」

　慌あわてて、話題を変える。

「ん……」

　アンの顔に明るさが戻もどり、また口もとに微笑ほほえみ。

　さっきのと似ているけど、少し違う。今度のは、いたずらっぽい、って感じ。

「至高神フアリスの神殿に勤つとめている」

「へっ……？」

　一いつ瞬しゆん、凍こおりついてしまった。我わが耳を疑うってやつだ。

「驚おどろいた？」

「う、うん」

　素直に頷うなずく。

「よくもまあ……」

「潜もぐりこめたって？」

　アンは髪をかきあげながら、あたしを見る。

「あたしは『邪じや悪あくじゃない』そうよ。〝邪悪感知センス・イービル〟のお墨すみつき」

　それは、至高神の神官だけが使える呪じゆ文もんだ。相手の心の中に邪悪な意い図とがあれば、それを感知する。

「あんたのお蔭かげだと思うよ。昔のままのあたしなら……」

　そこでアンは手を水平にして、自分の首を搔かききる仕草を見せた。

「今ごろ、生きてないかも」

　それ以前に、至高神の神殿なんぞに近寄ったりしない。あたしたちは──あたしも、彼女も──「悪人」だったんだから。人を騙だますことばかり考えて生きてきた。人から奪うばうことばかり考えて生きてきた。

〝邪悪感知〟で、何をもって、邪悪と判断しているかは、文字どおり神のみぞ知るってやつだけど。少なくとも、騙そうとか奪おうなんて考えている人間を見み逃のがすとは思わない。

「具体的な仕事は書類の管理ね。昔の文ぶん献けんを複写したり、古代語で書かれているところを翻ほん訳やくしたり」

「ふうん」

　彼女なら、そういうのは得意だろう。古代語魔法を学んだ魔ま術じゆつ師しなんだから。似に合あうかどうかは別にして。

　……いや、今なら似合うような気がする。そう思いたい。

「それなのに」

　アンは顔を上げ、あたしの後ろに目を留めた。その顔が見る見る曇くもっていく。

　理由は明らかだった。

　ちぇっ、もうあいつが来たのか。

　振り返ってもやるもんか。

「よう、久しぶりだな。〝黒髪〟に〝猫目〟」

　思い出したくもない昔の名前を、そいつはためらいもせずに投げかけ、あたしたちのテーブルについた。
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〝ボス〟

　その男をあたしたちはそう呼んでいた。本名は知らない。あたしも自分の名前なんて教えちゃいない。

　昔の仲間、だ。あと一人、〝太っちょ〟を入れて、四人で悪さばかりはたらいていた。

〝ボス〟は、その名の通り、あたしたちのリーダー格だった。

　アンは〝黒髪〟。異論はない。女のあたしが見ても、ほれぼれするきれいな髪だものね。

　そして、あたしは〝猫目〟。夜よ目めがきくからだ。本当は、火の精せい霊れいの力を借りているんだけど、自分が精霊使いシヤーマンであることは、アン以外には明かしていない。それも仲間割れした後で、だ。あたしは、ただの盗とう賊ぞくということで通してきた。

　これっぽっちも信しん頼らい関係のない「仲間」たちだったから。

「もう、二度と会わないって約束だったはずよ」

　アンは冷たい目を〝ボス〟に向けた。

　場違いなのがわかっていても、つい、その切れ長の目をきれいだよなあ、と思ってしまう。おまけに、しっかりした鼻筋の下に、赤く形のよい唇くちびるが配置されているのだから、どうがんばっても、あたしに勝ち目はない。

　困こまったことに、スタイルでも完敗。

「そう言うな。ちと、面倒なことになってな。お前たちの力を借りたいんだ」

「お断わりよ」

　にべもない。それでも優しいよね。あたしなんか、一言も口をきかずに、そっぽ向いてるもの。

「そんな口は叩たたかせねえぞ」

〝ボス〟は、ブルドッグのような顔をぐいとアンに近づけ、低い声ですごんだ。そのへんのヤワなあんちゃんなら、一発で震えがくるだろう。

「お前の新しい男、至高神の神官だってな」

　アンの頰ほおにさっと紅べにが差した。色白だけに、はっきりとわかる。

「お前の素す性じよう、バラしてやってもいいんだぜ」

〝ボス〟は下げ卑びた笑いを浮かべた。どうしてこう、人を怒おこらせるのだけは得意なんだろう。

　それにしても初耳だ。なるほど、それで彼女が至高神の神殿に勤つとめる、なんてことになったわけか。

「そんな……そんな……こと」

　アンは口をぱくぱくさせている。憤いきどおりで言葉が出てこないのだろう。

　ガタン。

　椅い子すを蹴けり、立ち上がった。さっと、杖つえを引き寄せる。

「やろうってのか？」

〝ボス〟も立ち上がった。

「言っとくが、〝太っちょ〟も知ってんだぜ」

　何てやつら。つまり、二人して、アンのことをこそこそ嗅かぎ回り続けていたってわけね。

「座すわりなよ。人が見てるぜ」

〝ボス〟は、表情を緩ゆるめ、なれなれしくアンの肩を叩く。アンは、がっくりとした様よう子すで、椅子に腰を落とした。黒い髪が一瞬ふわりと浮き、さあっと垂れてうつむいた彼女の顔を隠かくす。

「別によ、俺おれはお前の幸せを壊こわしたくはないんだぜ」

　だったら、その小こ汚ぎたない顔を見せるな。ゲス野郎が。

「それに、また手を組んで何か仕事しようなんてことも言わねえよ」

〝ボス〟は大きなため息をついた。

「人助けだ。そう思ってくれ」

　あれ？

〝ボス〟の顔に、不似合いな暗い陰かげが射さすのが見えた。あんな表情、一度も見たことはない。

　怯おびえ……。

「俺の隠れ家がに、こんな紙を置いていったやつがいる」

〝ボス〟はくしゃくしゃに丸めた紙を、テーブルの上に放り投げた。

　アンが手を伸ばして拾ひろい上げる。丁てい寧ねいに広げて見る。

「ふうん」

　アンは角度を変えて、書いてあるものをあたしにも見せた。

　そこに書いてある文字は……。

「貴き様さまの生命いのち、近々もらい受ける。〝赤あかい鎧よろい〟」




〝赤い鎧〟。一年ほど前に現われた謎なぞの殺し屋。

　殺し屋というのは適切ではないかもしれない。請うけ負おって殺人をしているわけではなさそうだからだ。

〝赤い鎧〟は、自分の殺した人間の傍かたわらに、いつも道どう化け師しの仮面を残していた。その仮面の裏に、殺した人間の罪状を書きつらねて。

　つまり、正義のための殺しってわけだ。

　ふざけちゃいけない。そう思う。人殺しは人殺しだ。正義も悪もあるものか。

「これで、あんたもおしまいってわけね」

　アンは〝ボス〟にせせら笑いを向けた。

〝赤い鎧〟に殺やられた一人は、金をもらって働く本物の殺し屋だった。〝大剣のガリバー〟と言えば、その筋では知らぬ者のない腕うで利ききだった。

　縦たて横十じゆう文もん字じ、二太た刀ちだけで四つに割られたガリバーの死体が見つかったのは、半年ほど前。〝赤い鎧〟が並みの使い手ではないことをあたしたちに知らしめた。

　その〝赤い鎧〟に、〝ボス〟は目をつけられた。噂うわさはあった。そして、今の紙きれで、確信に変わった。

「そうはいかねえよ」

〝ボス〟はアンを睨にらみつけた。

「俺は死にたくねえ。何とか、こっちから先に捜し出すんだ」

　舌で何度も唇くちびるを舐なめ、唾つばを飲みこむ。

「無理よ、無理」

　アンはフンと鼻で笑う。

「そんなことしても無む駄だ。あんたがどうやって勝てるって？」

「誰だれがあんな化ばけ物ものと戦うかよ。ここの衛えい視しだってやつを捕つかまえたがっている。正体を突き止めて、教えてやればいいんだ」

　なるほどね。こいつらしい考えかただ。

「それをお前たちに頼たのみたいんだ。いや、〝猫目〟、お前にだ」

〝ボス〟はあたしに顔を向けた。即座にあたしは横を向く。お前と目なんか合わせてたまるかい。

「俺たちが組んでたとき、そういうのはお前の役目だった。お前が一番得意だった」

　あたしは答えない。横を向いたままだ。

「今でも覚えてるぜ。クーランドとやりあったときのことをよ。お前がやつの正体を見破らなければ、あの仕事はうまくいかなかった。それどころか、逆にやつにはめられて、ひどい目に合うとこだったからな」

　あんたらがまぬけすぎるんだよ。ちょっと慎しん重ちようになって推理すれば、わかることだったの、あれは。

「そんな義理はこの子にはないでしょ」

　アンの言葉が、そっけなく響ひびく。

「そいつを決めるのは、〝猫目〟だ」

　その名前を出すな。気分が悪い。

「どうだい？　やっちゃくれねえかい？」

　そっぽ向いた目の端で、〝ボス〟の顔がこっちを向くのが見えた。マジに焦あせっているのがわかる。

「いくら出す？」

　あたしは尋たずねた。顔は合わせない。こいつのために働く、なんて死んでもいやだから。

　アンが驚おどろいてこっちを向くのがわかる。

「二千、いや、三千だ」

〝ボス〟は、いったん言った金額をすぐに訂てい正せいした。自分が出せる金を頭の中で、計算したわけだ。現実味はある、ということだ。でまかせなら、最初から三千と言うだろう。

「よしなさいよ」

　アンが止める。

「黙だまってろ。決めるのは〝猫目〟だ」

「断わるとは言わせないつもりでしょ？」

　あたしは、〝ボス〟のほうをようやく振り向いた。ここから先は、気が進まなくても、顔を見ておかないと。

「ああ」

〝ボス〟の目に険がこもる。声が低く、ゆっくりとなる。脅おどそうって腹だ。

「さっきも言ったように、〝黒髪〟の新しい男のことを俺は知っている。お前が断わるなら、全部ぶちまけてやるよ、そいつに」

「それだけ？」

　あたしは冷たく訊きいた。

「な、何だと？」

〝ボス〟は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。あっけに取られたのだろう。

「……つまらねえはったりかますなよ。本当にいいのか？」

　ようやく言葉を絞しぼり出し、あたしを睨こらみつけた。

「全部で三千ね、それでいいよ」

　あたしは手のひらを上に、ボスの顔の前につきつける。

「前金、出しなさい」

〝ボス〟は、顔を歪ゆがめると、外がい套とうの下に手を突っこんだ。銀貨を一束たば、あたしの手に載のせる。五百ってとこだ。

「契けい約やく成立。じゃあ、さっさといなくなってくれる？　詳くわしい話は明日あした聞くから。今日きようはね、友だちとだけ一いつ緒しよにいたいの」




「ごめんね、あたしのために」

〝ボス〟が肩をいからせて酒場を去った後、アンは謝あやまった。

「いいのよ」

　あたしは答える。

「でも……」

「放ってはおけないでしょ」

　うつむいたアンにあたしは言葉をかけた。

「ごめんね」

「いいって。それに、一ついいことがわかったし」

　アンが顔を上げた。不思議そうにあたしの顔を見る。

「ほかにあいつに弱味握にぎられてないか、確かめられた。あの様よう子すじゃ、大だい丈じよう夫ぶそうね」

「うん。だけど……」

「弱味を握られていることには変わりないけどね」

　アンの心の中を思い、あたしは言った。

「でも、ここで貸しを作っておけば、あいつも無理は言わなくなるよ。どうせ、叩たたけばほこりが出るのは一緒」

「そうね」

「それに、言ったでしょ。あたしは〝赤い鎧よろい〟は嫌きらいだって」

　あのヒーロー気取りの人殺しに一ひと泡あわ吹かせられる。ちょっとおもしろいじゃないか。




　　　　２．




　夜の風は冷たい。

　あたしは、身体からだを丸め、その風をやり過ごしながら歩いていた。

　人通りはほとんどない。ひっそりと静まり返っている。もう、とうに真夜中を過ぎている。両脇わきに建ち並ぶ家の住人は、幸せな夢を見ていることだろう。

〝ボス〟が、待ち合わせにこの場所を、つまり新市街を指定したのは、驚おどろきだった。

　確かに、夜中にこっそり会うには都つ合ごうがいい。旧市街の夜は遅い。夜よ更ふけまで酔よっ払ぱらいが通りを歩いている。それに、物もの乞ごいの目と耳がいつ、どこにあるか、知れたものではない。新市街なら、見回りの衛えい視しにさえ気をつけていればいい。

　だが、それだけの理由で新市街を指定してはこないだろう。おそらく、隠かくれ家がもこの付近にあるのだ。洒落しやれた家の一つも手に入れて。脛すねに傷持つ身としては、旧市街よりも暮らしやすいのか。悪いことを積み重ねて貯ためこんだ金を有効に使っているわけだ。

　明かりが見えた。まっすぐの道路の向こう、待ち合わせの場所で、ぼんやりと地面を照らしている。

　足音を殺し、近づいていく。相手に気づかれるより先に、その様よう子すを見ておきたい。あたしにはそれができる。明かりをつけていないから。道を辿たどるだけなら、星明かりで十分。

　その用心があたしに幸いした。

　何をしている……？

　明かりは、予想どおりランタンのものだった。だが、その位置が低い。道路にそのまま置かれているみたいだ。

　そして、その脇にいる人影がしゃがみこむようにして、ごそごそと動いているのを照らし出している。

　あたしは塀へいぎわに寄った。

　足音をさらに殺し、ゆっくりゆっくりとあたしは近づく。

　一人じゃない。

　近づくにつれ、様子がわかってきた。

　道路に倒れている男が一人、そして、もう一人がその身体を探さぐっている。

　倒れているほうはなされるがまま、だ。気絶しているのか、死んでいるのか。

　そして、その上に覆おおいかぶさるようにしているもう一人は……。

〝赤い鎧よろい〟？

　黄色の強いランタンの明かりでは断言はできない。だが、恐らく、あの色は赤。

　それが確認できたとき、ざざっと音を立てながら、その男は立ち上がった。

〝赤い鎧〟は、色が消え、ただの黒い影となった。

　次いで、ほこりをはたく音。

　それから、すうっと明かりが持ち上がった。

　上から、地面に倒れている人間を照らしている……ようだ。ランタンが絞しぼりつきなのが恨うらめしい。照らす範はん囲いが狭せまい。今一つわからない。

　あたしの自じ慢まんの「夜よ目め」も、これでは働きにくい。「逆光」なのは同じことだ。

　あたしはさらに近づいていく。

　指が、触れていた塀の消失を告げる。路地か、玄関か。

　どちらにせよ、都つ合ごうがいい。陰かげに隠れられれば、もっと安全に見ていられる。

　あたしは、すっと外に寄る。

　それが失敗だった。

　ガサッ。

　心臓が口から飛び出るかと思った。

　顔に、何かがかぶさってきたのだ。

　反射的に手で払いのけ、あたしはほぞを嚙かんだ。

　ガサガサッ。

　手を触れて正体がわかった。それは、葉をふんだんにつけた木の枝だった。なんで、そんなものが置いてあるのか。

　ぱああ。

　ランタンがあたしの目の前の道路を照らし出した。道路の真ん中にいれば、あたしのまぬけな姿がはっきり照らされていたろう。

　落ち着け。

　あたしは自分に言い聞かせる。音だけで場所がわかる人間はいない。あのランタンの明かりは、あたしには向かない。まず、道路の先まで照らしてからだ。

　予想ははずれた。

　ぎらり、と光が目を射た。あたしは、はっと腕を上げて顔を隠す。そんな。なぜ、いきなりこっちに？

　くるりと背を向け、全力で走り出した。道路を駆かけ戻もどる。

　光があたしを照らしているのがわかる。背後から大きな足音で、男が追ってくる。

　ダン・ダン・ダン……ダン……タン……タン……。

　しばらく走り、あたしは安あん堵どを覚えた。だんだんと引き離している。それに、あんな大きな足音を立てるのは素人しろうとである証しよう拠こだ。

　二度、三度と角を曲がり、塀へいを飛び超えて一軒の庭を通り抜けたところで、あたしは追っ手を撒まいたと確信した。

　だが、あたしの不安は完全には拭ぬぐえなかった。いや、時が経たてば経つほど大きくなる疑問が、あたしの胸を締めつけてくる。

　顔を見られたか？

　あの一いつ瞬しゆん、あたしはランタンの光に目が眩くらんでいた。あの男があたしの顔を見たのか、とても確認できてはいない……。




　夜明け前。まだ、あたりが青い色に染まっている頃ころ、あたしは現場に戻った。危険は承知の上。だから、待てるだけ待った。

　周囲に気を配りながら、戻っていく。

　倒れたままの姿が見えた。やはり、あれは……。

〝ボス〟。

　駆け寄りたいのをこらえ、あたしはゆっくりと近づく。

　ここか。

　あたしがヘマをやった場所がわかった。一軒の玄関先だ。植木ばちに、人の背せ丈たけはあろうかという木が植わっている。どういうつもりだろう？　これじゃ、入るのに邪じや魔まだろうに。

　心の中で悪あく態たいをつく。これさえなければ、と。

　ゆっくりゆっくり。人の気け配はいがないことを確かめながら。

　ようやく、あたしは倒れている〝ボス〟のところまでやってきた。

　ひどいものだ。

　仰あお向むけに倒れた〝ボス〟の顔は血で染まっていた。頭ず蓋がい骨こつが割れているのか、輪りん郭かくがおかしい。鼻も折れ、横を向いている。開いたままの口には、歯がほとんど残っていない。その鼻や口、あるいは目、耳からも赤黒いものが流れだし、血ち溜だまりを作っていた。

　呼吸をしている様子はない。

　あたりの地面を見れば、争った痕こん跡せきが残っている。石いし畳だたみに薄く積もった砂が踏み荒らされ、掃はいたような跡を残している。

　そして、道どう化け師しの仮面。あたしは、それを手に取り、裏を見る。

「〝この者、人を騙だまし、傷つけ、殺して財をなした悪党グループのリーダー〟」

　じゃあ、お前は何だっていうんだ？

　胸にふつふつと沸わき上がってくる感情をなだめながら、あたしは仮面を地面に戻そうとした。

　あれは……？

　そして、あたしは、変なものを見つけた。

　細い線。ミミズが這はったような跡が、くっきりと地面に残っている。

　あたしは、〝ボス〟の右手を見た。その人差し指。

　砂がこびりついている。爪つめの間にまで、細かい砂が溜まっている。

　死の間ま際ぎわ、何かを書き残そうとしたのだ。

　だが、残されているのは、浅く弧こを描いた曲線だけ。何の文字にもなっていない。絵とも思えない。ただの線、だ。

　書こうとして果たせなかったのか……。

　あたしはその線に顔を近づける。線はくっきりと残っている。最後まで。そして、歪ゆがんでもいない。

　違う。これには意味がある。〝ボス〟は、これを書き残したかったのだ。

　チチチッ。

　小鳥の鳴き声が聞こえた。ぐずぐずしてはいられない。そろそろ、朝の早い人間は起きだしてくる。

　あたしは仮面をそっと置くと、その場を立ち去った。自分の足あし跡あとを注意深く消しながら。




　犯人は現場に戻ってくると言う。

　その言葉が真実なら、あたしは〝ボス〟殺しの犯人だ。これで二度も戻ってきたんだから。

　今、やじ馬たちの最前列にあたしはいる。あたしの隣となりには、グラスランナー。好奇心のかたまりのような草原の妖よう精せい族が目を輝かがやかせて見つめている。

　そして、あたしの目の前には、両手を広げて大柄の衛えい視しが頑がん張ばっている。ここから先は一歩も通すまい、という構えだ。

　完全に夜が明けてしまえば、〝ボス〟の死体が見つかるのはすぐだった。わらわらと集まってくるやじ馬に混ざり、あたしは衛視たちの到着を待った。

　調べ残したことがないか、衛視に確認してもらうために。

　死体を検分しているのは二人だった。もう若いとは言えない口くち髭ひげの男。そして、背の高い若い男。口髭には悪いがこっちのほうがいい男だ。

「ひどいものです」

　若いほうが〝ボス〟の死体を見下ろしながら言っているのが聞こえる。むろん、彼らは声を潜ひそめている。ふつうなら、あたしに聞こえるわけがない。

　あたしが精せい霊れい使いでなければ、ね。〝風の声ウインドボイス〟の魔法を、あらかじめあのあたりにかけていたのでなければ。

「ああ」

　口髭の男が答えた。

「顔面を砕くだかれている。だが、戦鉾メイスや戦鎚ハンマーの打撃には見えんな」

　それはあたしも思った。それだったら、あんなふうにはならない。もっと、狭せまい範はん囲いがぐしゃりと陥かん没ぼつしているはずだ。

「石いし畳だたみに叩たたきつけたんでしょうか？」

　若い男が推理を披ひ露ろうする。確かに、そんな感じだ。

「だが、二度、三度じゃここまでいかないな。よほど念入りに殺したかったと見える」

　答えて、口髭は死体のそばに屈かがみこんだ。

「おい、バンドール」

　その表情が険けわしくなる。

「この首の線。これは、絞しめた痕あとじゃないか？」

「え!?」

　バンドールと呼ばれた若い男もしゃがみこんだ。

「確かに」

　二人は、力を合わせて死体をひっくり返した。

「後ろがわにもついているな」

　口髭がうなじに手を当て、目を細める。

「細い紐ひも、ですね」

　若い男も顎あごを撫なでながら答える。

「ああ。だとすると、首を絞めて気絶させた後、顔を何度も石畳に叩きつけた、ということになるか」

「あるいは、さんざん顔を潰つぶしておいて、念の為ために紐で絞めたか。いずれにしても、ふつうじゃないですね」

「今までと……ずいぶん違うな」

　口髭の男は、ほこりを払いながら立ち上がった。

「こいつの素す性じようはまだわからんかったな」

「極端に人づきあいの悪い男だったようですから。つい最近越してきたばかりで、何をしているのか、このあたりの人たちも全然知らないそうです」

「〝赤い鎧よろい〟の調査に間違いがあったことはないが……信用するわけにはいかんな。こいつの家を探さぐってみよう。鍵かぎは？」

「捜してみましょう」

　若い衛視が、ごそごそと死体の服を探る。

「これ、ですかね？　内ポケットにありましたが？」

　差し出した指が大ぶりの鍵をつまんでいる。

「だろうな……おい、そろそろやじ馬は退どけてくれ」

　口髭の最後の声は、〝風の声〟の助けを借りずとも聞こえた。そして、衛視たちに追われて、やじ馬は散り始めた。




　綿密な計画に沿そって作られた新市街は、四角形の区画に分けられている。それを早足でぐるりと一周して、あたしはまた戻もどってきた。

　曲がり角に身を隠かくして、顔だけ出す。

　あそこか……！

　口髭の男が扉とびらをがちゃがちゃとやっている。それは、あたしがひどい目に合った、あの植木ばちの家だった。植木ばちは道路に置き直されている。

　そうか。〝ボス〟を殺した男が、ランタンをなぜいきなりあたしに向けたか。あたしに向けたのではなく、あの家に向けたのだ。あれが〝ボス〟の隠れ家がだったから。そして、それを知っていたから、反射的に明かりが動いたのだ。

　鍵が回りにくいのか、口髭はしきりに毒づいている。

「どうですか、サー？」

　若い男が尋たずねている。〝風の声〟をかけた場所からは離れてしまったが、今度はやじ馬もいないし、連中はふつうにしゃべっている。集中していれば、何とか声は聞こえる。

「どうもこうもない。本当にこの鍵で合ってるのか？」

　イラついている。

〝ボス〟の用心は半はん端ぱじゃなかったということだ。回すときにコツがいるのだろう。

　……そうか。

　邪じや魔まになる場所に植木が置いてあったのも用心の一つだったんだ。中に入ろうと思えば、あれを動かさないわけにはいかない。植木の位置がずれていれば、侵入者があったとわかるってわけだ。

　やり過ぎだよ。あたしの足まで引っ張ることはない。

「わたしがやってみましょうか？」

　扉の前では、まだ苦く闘とうが続いている。

「ああ」

　口髭は肩をすくめ、鍵を放った。

　鍵を受け取って、若い男は扉に向かう。

　ガチャ……ガチャガチャ。

「ん？　確かに変ですね。入ることは入るんですが、ひどく回りにくい」

　見ているあたしまでイライラしてくる。

　飛び出していって、ひったくってやりたい。そんなに難むずかしいことじゃないはずなのだ。




　さわ。

　尻しりに何かが触さわったような気がして、あたしは、身をよじった。

　つん。

　もう一度来た。これは……気のせいじゃない。

　ツンツン。

　あたしは、さっと振り返る。振り返りながら、あたしの尻に触ったものを手ではたいた。

　パシン。

　そんな小気味のよい音がした。

　振り返ったあたしの目の前には誰だれもいない。

「痛いじゃないかっ！」

　カン高い声は、やや下から聞こえてきた。

　あたしは、目を下へ。そこにグラスランナーがいた。右手を左手で押さえている。

　あたしは、慌あわてて唇くちびるに人差し指を当てる。バカ、声を立てるんじゃないの。

「ひどいじゃないか」

　あたしのジェスチャーを無視して、グラスランナーは声をあげる。口を尖とがらせて、あたしを睨にらんでいる。

　じょ、冗談じゃない。
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　あたしは、塀へいにぴたりと張りつく。懐から小さな鏡を持ち出し、曲がり角の向こうを映うつす。

　気づかれている。二人とも、こちらをじっと睨んでいる。

　二人は頷うなずき合った。そして、若いほうが走り始めた。こちらへ向かって。

　あたしは鏡を懐に戻すと、グラスランナーの左手を握にぎった。

「逃げるよ」

　言って、駆かけ出す。ところが、

　とと……。

　足だけ進んで、転びそうになる。

「何でさ」

　小さな妖よう精せいは動かなかった。それどころか、空いていた右手であたしの手摑つかみ返してきた。

　グラスランナーのわりには力が強い。

「何でって……」

　あたしは言葉に詰まった。グラスランナーはお気楽だとは聞いていたが、これほどとは。

「おい、何をしている！」

　あちゃあ。

　思わず、顔を手で叩いていた。

「ランプ、誰だ、その女は？」

「わかんない。ずっと覗のぞいてたよ」

　おいおい。

　思わぬやりとりで、あたしは自分のまぬけさを悟さとった。このグラスランナーと衛視は知り合いだったのだ。それもただの知り合いどころじゃない。

　こいつは、あたしの隣となりで、じっと衛視二人を見つめていた。

　最初っから、捜査に同行していたってことだ。
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　あたしはおとなしく、〝ボス〟の隠かくれ家がの前まで連れてこられた。スキを見て逃げることも考えたけど……。

　その後が困こまる。衛視につけ狙ねらわれるのはゴメンだ。

「この女、そこの角から……」

　若い衛視は、あたしのいた曲がり角を指す。

「わたしたちを覗いていたようです」

「ほう？」

　若い衛視の報告を聞き、口くち髭ひげは、目を細めてあたしを見る。

「詳くわしい話は後で聞かせてもらおう」

　あたしは頷うなずく。やたらに逆さからってもいいことはない。あたしの頭は、どう噓うそをつくか、その組み立てに回り始めていた。

「とりあえず、この家に入るのが先だな」

　口髭は頭を搔かく。

「ランプ、お前がやってみてくれ」

　グラスランナーは鍵を受け取って鍵穴に挿さしこむ。二、三度ガチャガチャやって……。

「あ、なるほど」

　カチャリ。

　あっけなく開いた。グラスランナーにかかれば、そんなもんだろう。

「よし、入るか。レディ、あなたも」

　レディと来るか。そういえば、若いほうはこの口髭を「サー」と呼んでいた。貴族ってことか。

　口髭が、次にランプと呼ばれたグラスランナーが入る。ま、レディ・ファーストを言える状況じゃないか。

　くい。

　若い衛視が顎あごをしゃくる。先に入れ、ということだろう。

　あたしは肩をすくめながら中に入る。

　後ろで扉とびらが閉まる音。

「ん？　これは」

　頭だけ振り返ってみると、若い男は頭を搔いて、床ゆかを見ている。

「閂かんぬきか」

　床から重そうな金かな板いたを拾ひろい上げる。肘ひじから先ぐらいの長さがある。

　受け口にそれをゴトリと置いた。そして、自分は扉にもたれる。

　逃がさないぞ、という構えだ。

「さて、レディ、話を聞かせてもらいましょうか」

　あたしは視線を口髭に戻もどす。

「わたしはポール、このグラスランナーはランプ。それから、あなたの後ろにいるのはバンドールです」

　口髭は名乗りをあげる。

「あなたは？」

「レニ」

　もちろん、噓。

「ちゃんと姓せいまで」

　背中からバンドールの声がする。

　これだから衛視ってのは。最初っから犯人扱あつかいするわけ？

　そりゃ、怪あやしいだろうけど。

「いいですよ、話したくなければ」

　ポールと名乗った口髭は、手を上げて制する素そ振ぶりを見せた。あたしを、じゃなくて後ろのバンドールをだろう。

「肝かん心じんなのは、なぜわたしたちをこっそり覗のぞいていたか、ですが」

「最初っからいたんだよ」

　グラスランナーが口をはさむ。ランプ、だったな。

「みんなと一いつ緒しよにいなくなったふりして、グルっと回って戻ってきたんだ」

　あたしもヤキが回ったもんだ。グラスランナー相手にしても、尾つけられているのに気づかなかったなんて。

　ちょっと、こっちのほうに気を取られすぎてたか。

「ふうむ……」

　ポールはあたしをじっと見る。

「……暑くないですか？　レニさん」

「え？」

「そのコートですよ。朝晩は冷えこむ季節になりましたけど、日が昇ると、それでは暑いでしょう」

　でええ。

　強敵、かもしれない。結けつ構こう、頭の回る男だ。

　ただのやじ馬です……ってわけにはいかなくなったな、これは。

「昨晩ゆうべはどこに？」

　いきなり来た。

　コートを着ている以上、あたしは昨晩、少なくとも真夜中以降は、新市街にいなければならない。真夜中になると旧市街と新市街を結ぶ道路が閉へい鎖さされる。再び開くのは夜明け、つまり、コートがいらなくなる時間だ。

　帰りそびれたとでも言うか？　新市街に遊びに来ていて、帰りそびれた……。逆だなあ。夜、遊ぶなら旧市街だもの。

　友だちの家に来ていて……そんなものはない。

　へたな噓はやめたほうがよさそうだね、これは。

「ここに」

「ほう」

　ポールは軽く頷うなずいた。驚おどろいた様よう子すはない。

「見たんです。現場を」

「ほう」

　さっきより、相当声が高い。これは意表を突いたようだ。

「歩いていたら、道に人が倒れていて、その上でごそごそやっている人がいて、追いかけられて、慌あわてて逃げたんです。怖こわくて、逃げ回っている間に、門が閉まっちゃって、旧市街には帰れなくなって、震えながら夜を明かしたんです。夜が明けてから、何が起こったのか気になって、戻ってきて、言い出しにくくて……」

　一気にしゃべる。ゆっくり話していたら、よけいな質問を受ける。

「なるほど、それで我われ々われをこっそり見ていたと。犯人の顔は見ましたか？」

　あたしは首を振った。

「では、何か特とく徴ちようは？」

「赤い鎧よろいを着ていました」

「本当に？」

　ポールはじっとあたしを見つめた。

「ええ」

　疑っている？　まさか。だって、これは噓じゃないのに。

「ふむ」

　ポールは首を捻ひねった。

「あの……もう帰っていいですか？」

　あたしは思いきって尋たずねてみる。

「いけませんね、レニさん」

「でも、仕事が。親方に怒おこられちゃいます……」

「そうですか。でもね、噓は困るんですよ」

　ポールはいたずらをした子供を諭さとすような目で見る。

「この通りは、ちょうど真夜中の鐘かねが鳴るころに、一度衛えい視しが巡じゆん回かいしてるんです。そのときには、死体はなかったんですよ」

「きみは、門が閉まる前に死体と犯人を見たと言ったな」

　背中からバンドールの声。二人揃そろって、注意深い人たちだこと。ここまでしっかりした連中だとは。完全な計算違いだ。

「おかしいですよね。あなたか、その衛視たちか、どちらかが噓を言ってることになっちゃいますね。わたしは、どちらを信じたらいいでしょうね？」

　万ばん事じ休きゆうす。

「本当の話を聞かせてもらえますか？」

　あたしはコートを脱ぐと、後ろを振り返った。バンドールの鼻先に突きつける。

「持っててよ、暑いんだから」




「本名から聞かせてもらいましょうか」

　テーブル越しに口髭のポールが語りかける。バンドールはあたしのコートを抱かかえて、扉とびらに居い座すわっている。

　ランプは……うろうろと部屋の中を歩き回り、あちこち漁あさっている。

　適任かもしれない。グラスランナーなら、盗とう賊ぞくの心こころ得えがある。家や捜さがしは得意だろう。問題は、大事なものを放り捨てたり、自分のポケットに入れてしまわないかどうか、だが。

　ずいぶんと信しん頼らいされているらしい。変わった連中だ。

「意味ないよ」

　あたしはポールの問いに答えた。

「この街まちには知ってる人、いないから」

「そうですか。では、『レニ』という名前を知っている人は？」

「いないよ。さっき思いついた名前だ」

「やれやれ」

　ポールは頭を搔いた。

「わたしたちとは、相あい性しようの悪い人のようですね」

　ごもっとも。

　名前から素す性じようを探さぐるなんて無む駄だ。そんなタイプの人間がいることさえ、あんたは知らなかったんじゃない？　貴族、だもんね。

「では、ずばりと聞きますが、あの人はあなたが殺したんですか」

　ぶっ。

　あたしは思わず吹き出した。

「あのね、もし、そうだとしても、『はい、そうです』なんて答える人がいると思う？」

「でしょうね」

　ポールは頷うなずく。

「たぶん、違うと思いましたから。あなたの服はきれい過ぎる」

「着飾ってるつもりはないよ」

「汚れてないって言ってるんです。あの出血はただごとじゃありませんし、揉もみ合って地面を転がった跡がかなりありましたからね。ところが、あなたの服を見ても、そんな様よう子すはかけらもない」

「着替えたって話は？　この辺にヤサがあってさ」

「なら、コートも脱いできてますよ。あなたは、昨晩からその服とコートを着っ放ぱなし。違いますか？」

　やるねえ。でも、しゃべり過ぎじゃない？

「ご想像に任まかせるよ」

「では、そういうことにさせてもらいますよ。さ、知ってることを話してください。犯人か、被害者か、少なくともどちらかは知ってるんでしょう？　今度こそ、噓は困こまります」

　ポールはじっとあたしを見つめ、返答を待った。

　追い詰められたなあ。

　しゃべり過ぎも計算のうちか。のらりくらりは通用しないと言いたかったわけだ。

「あたしとあんたじゃ、住む世界が違う」

「わかってます」

「あんたに知ってほしくないことなんてたくさんあるんだ」

「うーん……」

　ポールは腕を組んだ。

「どうする、バンドール？　このまま逮たい捕ほするか？」

　あたしの頭越しに、後ろに声をかける。

「それでもいいと思いますよ、サー」

「脅おどしかい？」

　あたしは睨にらんだ。

「しかたないでしょう。どうやら、あなたは犯罪者で、わたしは衛視ですからね」

　ポールは複雑な笑みを浮かべた。真まに受けてほしくないって顔だ。

「あなたが人殺し以上の罪を犯してないなら、優先度は下がるんですけどね」

「サー！」

　背後で、大声があがる。

　あたしも少なからず驚いた。

「取り引きってこと？」

　ポールはゆっくりと頷うなずいた。




「詳くわしいことは言わないよ」

　あたしは、その言葉から切り出した。

「どこでどんな悪いことやったか、なんてね。しょっぴかれる証しよう拠こにされちゃたまんない」

「いいでしょう」

　ポールは肩をすくめる。

「あたしとあの殺された男──〝ボス〟って呼んでたけどね──は、仲間だった」

「〝ボス〟と言う以上、彼がリーダーですね」

　あたしは頷いた。

「もっとも、ちょっと前に仲間割れしたけどね。もともと、〝ボス〟たちは四人のグループだった。一人、仕事でヘマやらかして、代わりに入ったのがあたしだ」

「どのくらい前のことですか？」

「関係ないね」

　あたしはソッポを向いた。

「そうですか。あなたがそう言うならしかたがない。詳しいことは聞かないという約束でしたからね」

「一応、言っておくけど、あたしが入ってからは、人殺しはしてない。信じるかどうかはあんたのかってだ」

「その前は？」

「教えない」

「庇かばう意味があるのですか？」

　ないね、アン以外は。でもね。

「あんたの得点になるようなことはしたくない」

「嫌きらわれたものですね」

　ポールが苦にが笑わらいを浮かべる。

「そうだよ。だから、教えない。後の二人が誰だれかもね」

「貴き様さま！」

　また、背中から声。

「いいよ、バンドール。この事件のことだけでも教えてもらおうじゃないか」

　賢けん明めいな判断だね。

「〝ボス〟が〝赤い鎧よろい〟に狙ねらわれていると泣きついてきたのが一昨日おとといだ。昨晩ゆうべは、詳しいことを聞くために〝ボス〟と会うはずだった」

「〝赤い鎧〟に先を越されましたか？」

「ああ」

　あたしは、ぶっきらぼうに答える。

「殺すところは？」

「見てない。あたしが見たときには、もう〝ボス〟は死んでいたと思う。後は、さっき話したのと同じだよ。あたしはやつに気づかれて、逃げ出した。顔は見ていない」

「ふうむ」

　ポールは首を捻ひねる。

「確かに赤い鎧を着ていたんですね？」

「ランタンの明かりだからって、色を間違えたりはしないよ」

「そうですか。ランタンの明かりで、ね」

　口くち髭ひげの男は、額ひたいをトントンと指で叩たたいている。

　その顔をゆっくりと上げた。

「今一つ、手がかりが足りませんね。あなたの仲間のことを話してもらえませんか？」

　こいつ、調子に乗って。

「さっき、断わったよ」

「ですが、恐らく、あなたがた全員が狙われてますよ。〝ボス〟一人ではない。まして、あなたは目撃者だ」

「わかってるよ」

　あたしは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「でもね、あんたらに守ってもらう、なんてのはゾッとしないね。あたしが話すことはこれで全部だ。さっさと帰らせてもらいたいね。あたしは、あたしのやりかたであいつを捜し出す」

「うーん」

　衛視は、腕を組んで顔を伏ふせた。

　しばらく、その体勢で悩み続け、やがて。

「しかたないでしょう」

「サー！　よろしいのですか？」

「約束だからな」

　ポールの言葉を受けて、バンドールはあたしにコートを手渡し、道を開けた。
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　格かつ好こうつけて衛視たちを振りきってきたのはいいけれど。

　正しよう直じき、あたしは途と方ほうに暮れていた。

　情報がない。〝ボス〟の隠かくれ家がに何か残されていないかとも思うが、衛視が張りついているかもしれない。少なくとも夜になるまでは、近づく気になれない。

「恐らく、あなたがた全員が狙ねらわれてますよ」

　あのポールという衛視の言葉が思い出される。〝赤い鎧よろい〟のほうから、あたしに接せつ触しよくしてくるだろうか？

　目撃者があたしとわかっていれば。

　だが、そうでなければ。

　狙われているのは、本当にあたしたち全員、だろうか？

　今までの〝赤い鎧〟のターゲットは、かなりの悪党に限られていた。あたしは、その基き準じゆんからすれば、大きくはずれている。

　もし、あたしがグループに入る前のことを問題にしているとしたら……。

　あたしに関係なく、あいつはことを進めるかもしれない。

　アンに会ってみるか。警告はしとかなきゃね。

　あたしは足を至高神の神殿に向ける。

　歩きながら、ため息が出る。気が進まないったらありゃしない。何で、あんなところに。

　ため息をついては四歩。ついてはまた三歩。

　……ん？

　行き交かう人間の中に、変な足音がある。あたしと同じタイミングで立ち止まるやつがいる。

　試ためしに五、六歩進んで、立ち止まってみる。

　ひたひたひた・ピタ。

　間違いない。尾つけられてる。

　来たな。

　目撃者があたしだと知ったか、あるいは、最初からあたしもターゲットのうちだったか。

　その足音はあまり大きくない。ちょっとばかり幸チ運ヤの・神ザがあたしに微笑ほほえんだおかげで気づくことができた。歩いたり、止まったり、変な歩きかたをしてなければ、気づかなかった。

　あたしは、再度歩き始める。少しばかり早足で。

　合わせて速くなる足音が確かにある。一度気づけば、聞き分けるのはたやすい。

　あたしは手近な角を曲がる。曲がるときに、さらにスピードを速めた。

　ほら、慌あわてて走り出した。

　鏡を取り出し、角の向こうを映うつす。

　え!?

　追跡者は一目でわかった。

　ふうふうと息をつき、汗あせを拭ふきながらやってくる。派は手でめの服が、中身に押されてはち切れそうになっている。

〝太っちょ〟。

　逃げるか、留とどまるか。

　ちょっと迷っている間に、そいつは角を曲がってきた。

「ちょいとツラ貸しな」

　有う無むを言わせぬ口調で、〝太っちょ〟はあたしに命令した。

「どういうつもり？」

〝太っちょ〟に背中を押されるように、あたしは人通りのない路地へと入りこんでいた。

「お前が衛視と何を話したのか知りたくてな」

「ずっと見てたわけ？」

「まあ、な」

〝太っちょ〟は、だらだら流れ出る汗を拭く。

「殺されたのは〝ボス〟だろ。気にするなってほうが無理さ。噂うわさを聞いて来てみれば、お前が衛視たちとやつの隠れ家に入っていく。なあ、昔の仲間を売ったりはしてねえよな？」

「どうだかね」

「てめえ」

　さっと太い腕が伸びた。生白い手が逃げ遅れたあたしの胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「ちゃんと答えな」

　ぶくぶく太っているくせに、こんなときだけ動きがいい。

　片手で持ち上げられた。襟で首が絞まる。

　あたしが仲間になる前は、こいつと〝ボス〟とで荒っぽいことをやっていたとは聞いてたけど。

「言って……ないよ」

　ちくしょう、息が苦しい。

「本当だな？」

　あたしは頷うなずく。この体勢では反撃もできない。

〝太っちょ〟は手を離した、あたしは喉のどを押さえて睨にらみつける。

「じゃあ、何を話してたんだ？　てめえ、何か見たんじゃねえのか？」

「知らないよ」

　言うなり、身を翻ひるがえす。でぶの脇わきを駆かけ抜けようとして……。

　右腕を摑まれた。そのまま後ろ手にねじり上げられる。

　痛い痛い痛い。

　そのまま太い腕が首に回される。自由な左手でその手首を摑むが、力が違う。とても引きはがせない。

「縊くびり殺してやろうか？　おめえみたいな細い首はよ、締しめやすいんだぜえ」

　背中から勝ち誇ほこった声がする。
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「見たのか？　見てねえのか？　どっちだ」

「そんなこと聞いて、どうすんのさ」

「うるせえ、訊きいてんのは俺おれだ」

〝太っちょ〟の腕に力がこもる。ねじり上げられた右腕が悲ひ鳴めいをあげる。

　うーん、どうしようもない。

「見た。見たよ。それで？」

「そうかい」

　さらに力がこもった。

　こら、それはないだろ。

「それで……」

「おい、その人を放せ！」

〝太っちょ〟がさらに口を開こうとしたとき、思わぬ助けがやってきた。

　やけにカン高い声。あたしはその主ぬしを見て、啞あ然ぜんとした。

　グラスランナー。確か、名はランプ。




「なんだ、てめえ！　すっこんでろ！」

〝太っちょ〟は、すごんだ。そりゃそうだ。

「その人を放せ！　さもないと、僕ぼくが懲こらしめる」

　ランプはぴしりと指を突きつけている。

　たはは。

　悪いけど、感謝するより先に笑っちゃうよ。

　けれど……。

　役に立たないことはない……か。

「ふざけんな、このチビ！」

〝太っちょ〟はわめく。

「いいのかい？　そのバカヅラをいつまでも晒さらしてて」

　あたしは声を絞しぼり出した。

「何だと？」

「見てたんなら知ってるだろ？　あのグラスランナーは衛視の仲間だよ」

　あたしを押さえつけていた力が少し緩ゆるんだ。

「あたしはあんたのことはしゃべってないよ。それなのに、えんえん顔を見せてさ。覚えられていいのかい？」

　ざっ。

　いざ決断すると、〝太っちょ〟の動きは速かった。あたしを放り出し、路地を逆方向へ走っていく。

「待て！」

　グラスランナーは追いかけ始める。その前に、あたしは身を投げ出した。

　追っかけてどうするってのよ。




「危なかったね」

　追跡を諦あきらめたグラスランナーはあたしを心配そうな顔で覗のぞきこんだ。

　あたしは膝ひざをついている。まだ息が苦しい。右腕も痺しびれて力が入らない。

「捜してたんだよ」

「なぜ？」

　我われながら、ひどい声だ。

「その、さ」

　ランプは照れ笑いを浮かべている。

「女の人にはエスコートが必要だってポールさんが言うから」

　何よ、それ。

「僕はポールさんの従者だからね」

　小さな胸を張る。

「騎き士しならば、女の人を見捨てちゃいけないんだってさ」

「あんた、馬ば鹿か？」

　あたしはあきれ返って、訊いた。ああ、ようやく声が戻もどってきた。

「馬鹿って何だよ！」

「あんたなんかが、どうやって騎士になるのよ」

　ランプはきっとあたしを睨にらみつけた。そして、唇くちびるを嚙かんで下を向く。

「わかってるよ。騎士になんかなれないってことは」

　地面に落ちていた石を蹴ける。

「じゃ、何で？」

「ポールさんがそう言うから」

　やれやれ。

「僕は、あの人を尊敬してるんだ。あの人みたいになりたいんだ。だから、あの人ならそうするってことを僕もするんだよ。そりゃ、僕はグラスランナーだから、国王から騎士位なんてもらえない。でも、騎士と同じことをやっていれば、騎士だと思う」

「それで、あたしのエスコート？」

　純情なのか、馬鹿なのか。

「うん」

　ランプは、はにかみながら頷うなずく。

　両方だな。それも底なし。

「そういうの気取りたいのは、あんたのかってだけどね」

　あたしはようやく立ち上がった。ランプを見下ろしながら、言う。

「あんたみたいなのにうろちょろされたら迷めい惑わくなの。これっきりで、やめてくれない？」

「やだ」

「駄だ々だこねないでよ」

　冗談じゃない。本人が気づいているかどうかは知らないが、これじゃ、ていのいい監視役だ。

「いいかい。あたしはね、あんたたちに守ってもらいたい、なんて思ってないの。だから、エスコートなんて余計なお世話なんだよ」

　ランプは顔を伏ふせた。ちょっと傷つけちゃったかな。

　危ないところを助けてもらったのは事実だし。

　やがて、グラスランナーは顔を上げた。不自然に明るい顔で。

　諦あきらめたか、と思いきや。

「〝赤い鎧よろい〟のこと、聞きたくない？」

　思わぬ切り札をこの妖よう精せいは切り出してきた。




　ランプは自分と〝赤い鎧〟の出会いを語った。

　魔ま獣じゆうに襲おそわれたこと、そこへ現われて彼を救ったこと。

「聖戦士か」

　正体を聞いてあたしは唸うなった。なるほどね。

　ますます嫌きらいになったぞ。

　独ひとり善よがりの正義を掲かかげ、武力で押し通していく。その正義すら、借物だ。判別は神任まかせ。

「すごいだろ」

　グラスランナーは無む邪じや気きに誇ほこっている。ランプにしてみれば、生命いのちの恩人であり、憧あこがれの対象なのだろう。

「顔は見たの？」

「うん」

　グラスランナーは頷く。

「でも、ナイショさ。約束したんだもん。秘密にしておくって」

「なぜ？」

「……だって。捕つかまえられちゃうじゃないか」

　身勝手だね。

「人殺しは捕まえられて当然じゃない？」

　少し、困こまらせてやりたくなった。

「うん……でも、〝赤い鎧〟はダメだよ。いい人だもの」

「だから人を殺してもいいの？」

　あたしはしゃがみこんだ。これでグラスランナーと目線が対等になる。

「あたしのことを話してあげようか。殺された〝ボス〟と、あの〝太っちょ〟。それにあと二人が、グループを組んでいた。悪党のね」

「うん」

「かなり悪いことをやっていたらしい。詐さ欺ぎもそうだけど、身みの代しろ金きん目当てで子供をさらったりもしたらしいよ」

「その子は？」

「殺したって言ってたよ」

「ひどいね」

「ああ。そのうち、一人がヘマをやらかして死んだ。そして、あたしが入った」

「何で、そんなやつらの仲間になったのさ？」

「何かしなきゃ食べていけないんだよ。あたしみたいな半はん端ぱ者もの、多少悪いことはしないとね。それとも、あんた、あたしに身体からだを売れ、って言うかい？」

　グラスランナーは首を横に振る。

「さっきも言ったけど、あたしが入ってからは人殺しはやってない。画商に贋がん作さくを売りつけたとか、そんなところさ」

「うん。信じる」

　本当に純情だね。

　そういう人間を騙だまして生きてきた自分が恥はずかしくなるくらい。

「でも、〝ボス〟と〝太っちょ〟は、もっと手っ取り早く稼かせぎたくなった。詐欺は手間がかかるからね。計画して、準備して、根回しして。それでも相手が用心深いと引っかからない。逆に、こっちが引っかけられて大損することもある」

「そうなの？」

「詐欺に乗ってくるやつなんてふつうじゃないんだ。楽して稼ぎたいと思っているんだから。ほとんどは世間知らずのお人好よしだけど、中にはそういうことに気の回るやつもいる。〝ボス〟たちはそんなこんなが面倒になったのさ」

「それで？」

「誘ゆう拐かいで稼ごうと言い出した。あたしは反対した。さらった後、殺すことが見えていたから。それで喧けん嘩かになってね」

「仲間割れしちゃったの？」

「ああ。ア……」

　いけない。うっかり名前を出すところだった。

「……残りの一人は、あたしの側についた。意見が真っ二つってわけだ」

「どうして？　だって、最初は〝ボス〟とかの仲間だったんでしょ、その人」

「あたしに影えい響きようされたのかな」

「ふうん」

「もともと気の弱い人間だったから。本当は、悪いこと、いやだったんだろうね」

「そうか……」

「〝ボス〟や〝太っちょ〟は違う。あいつらは、人を殺すことを何とも思っていなかった。だから、いつか手を切ろうと思っていたんだ。あたしはね、人殺しだけはやっちゃいけないと思ってるから」

　あたしは空を見上げた。

「何がいいとか悪いとか、そんなこと、はっきりと線は引けないよ。それを決めるとしたら、みんなだ。この街まちの、いや、この世界の。だからこそ、あたしは人が人を殺すことだけは認めないんだ。あたしが何か言うなら、ほかの人間だって何か言う。それが決まりだ。人の上に人はいない」

「どんな悪人でも殺しちゃダメなの？」

　あたしは苦笑した。

「悪人って誰だれが決めるの？　って話をしてるんだよ。あたしが、誰かを悪人と決めてもいいの？　あんたは決められるの？」

「うん」

　ランプは頷うなずいた。

「悪いことってわかるよ。人殺しも詐欺も悪いことだよ」

「そうだね。じゃあ、悪人を見つけたらどうするのさ？」

「ポールさんに捕つかまえてもらう」

　たはあ。そいつは簡単だ。

「ポールさんは悪人を捕まえるためにいるんだから」

　その衛視が善人だという保証は？

　あたしは言いかけて、やめた。

　このグラスランナーはあの口くち髭ひげを信じている。

　そして、おそらくは正しい。認めたくはないけどね。

　だから、問うだけ無む駄だ。

「あたしは悪人かい？」

　ランプは困ったような顔をする。

「わからないよ」

「あたしは詐欺師だよ。人を騙して金を取って生きてきた。今からでもやるかもしれない」

「だったら、悪人だと思う」

「じゃあ、今、ここに〝赤い鎧よろい〟が出てきてあたしを殺そうとしたら？」

「そんなことはしないよ！」

　ランプはあたしを睨にらみつける。

「なぜさ？　あたしは悪人で、あいつは正義の味方だ」

「でも、〝赤い鎧〟は、そんなことしない。殺すのは本当の悪人だけさ」

「本当の……ね」

　それを誰が決める？

　聖戦士なら神様が決めてくれるか……。

「だから、〝赤い鎧〟はあんたを殺さないよ。本当の悪人じゃないもの」

　ランプは胸を張った。




　さて、と。

　聞くことは聞いた。それに、あたしもしゃべり過ぎた。

「あれ!?」

　あたしは突然、すっとんきょうな声をあげる。そして、大通りのほうをじっと見る。

「何？」

　ランプは振り向く。

「しっ。黙だまって」

　その口を押さえる。後ろからランプの肩を抱き、耳元に囁ささやく。

「今、黒い服の男が歩いてるだろ？」

「うん」

　あたしたちの視線の先には、黒い服の小柄な男がいる。初老のその男は、杖つえを突き、背を丸めて歩いていく。

「あいつ……あたしが逃げる途中で見かけた。あんな時間に変なやつだと思ったけど……」

「犯人の仲間？」

「そうかもしれない。尾つけてみてくれない？　きっと、夜には正体を見せる」

　ランプは頷き、走っていった。

「バイバイ……ごめんよ」

　あんな男、見たこともない。かってに追いかけてればいい。夜まで。

　あたしは、改めて至高神の神殿へと足を向けた。

　追跡者がもういないことを慎しん重ちように確かめながら。




　　　　５．




　中門にアンの姿を見て、あたしはようやくほっとした。

　呼び出してから、アンが出てくるまで、ちょっと時間がかかった。その間、正門で待ちながら、落ち着かないったらなかった。

　何しろ、至高神の神殿だ。

　……おやあ？

　アンは一人ではなかった。神官らしい男と連れ立っている。若いとは言えないが、中年と言うとかわいそうだ。三十代の半ばだろう。

　いやに親しげだ。ははあ、あれが彼女の新しい恋人ってやつか。

　中門で二人は別れた。神官は建物の中に戻もどり、アンは庭を歩いてこちらへ向かっている。

　あたしに気づいて、手を上げた。あたしも応こたえる。

「何？」

　正門までやってきて尋たずねる。笑顔の裏に、少し、迷めい惑わくげな様よう子すが見えなくもない。

「ちょっといいかな」

　かまわず、あたしはアンを外へと連れ出した。




　あたりさわりのない世間話から入ったのは失敗だった。アンののろけをえんえん聞かされるはめになっちゃったから。

　初めて告白されたときの話。

　プレゼントを交換したときの話。

　そのプレゼントをなくしたと大おお騒さわぎした話。

「自分の責任だ、自分で捜し出すと突っ張るのよ。せっかく店をいろいろ回って見つけてもらったのに申し訳わけないって」

　今も、アンは屈託のない笑顔を見せる。あたしは、すこしげんなり。

「見つかるわけないよね。どこでなくしたかもわからないのに」

「そうだね」

「だから、あたしが〝物品探索ロケーシヨン〟で見つける、っていうのに」

「断わったの？」

「うん」

「へー」

「プライドが高いのよ。エリートだから」

　アンの恋人──クァドリーという名前らしい──は、至高神の高司祭の家に生まれ、幼おさない頃からその教えを受け、神官として育てられたという。今では、自みずからが高司祭クラスの魔力を備えている……そうだ。

「で、見つけたの？」

　アンは苦笑を浮かべた。

「街まちの真ん中で一回だけ〝物品探索〟かけてね。大体の方角と距きよ離りを教えちゃったのよ。そしたら、聞き取れないくらい小さな声で『ありがとう』だってさ。それから、すぐに見つけてきたよ」

「ふうん」

「あの人といるとね、自分がきれいになれるような気がするのよ」

　アンは空を見上げて言う。

「怒おこりっぽくてね。道端にゴミ捨てた人がいるだけで、『何であんなことするんだ』ってブツブツ。自分で拾ひろって、捨てる場所がないもんだから、ずーっと持ち歩いて」

　そんなのの、どこがいいって？

「いつも怒ってる。今日も、ね。人殺しがあったんだって？　その話を聞いて。嘆なげかわしい、なぜ、そんな人間がいるんだって。あの人の責任でも何でもないことなのに」

「青いよ。あの歳で」

「そうだね。でも、そうやって、悟さとったように、ひねくれて生きていくのもつまらないと思わない？」

　アンはあたしを見すえた。

「あの人といると、まっすぐ生きたいって思うようになる。本当にみんなが善人ばかりなら、なんていい世界だろうって」

　アンはそこで照れたように、あたしから視線をはずした。

「そう思わせてくれるから、あたしはあの人が好きだ」

「そう……」

　アンの横顔は幸せそうだ。ひょっとしたら、今まで生きてきて、今がいちばん安らいでいるのかもしれない。

「あんたにも感謝しなきゃね。あのとき、あんたが最後まで突っ張ったから、あたしはあの暮らしから抜けることができた。『人殺しだけはダメだ』って突っ張るあんたを見て、あたしはあの連中と手を切る決心がついた。それで、あの人にも会えた」

「あたしは、その人ほど善人じゃないけどね。今でも、小こ銭ぜに稼かせぎにいろんなことやってる」

「やめたほうがいいと思うよ」

「かもね」

　でもね、現実はいつまでも夢を許しちゃくれないのよ。

「さっきの人殺しの話だけど、誰だれが殺されたのか、知ってる？」

「知らないけど」

「〝ボス〟だよ」

　アンの顔色が変わるのが見えた。

「本当に？」

「うん」

「〝赤い鎧よろい〟に、だよね？」

「たぶん、そうだろうね」

「…………」

　アンは押し黙だまった。じっと地面を見ている。

　そして、ゆっくりと口を開いた。

「それでよかった、とあたしが思っていたら、軽けい蔑べつする？」

　あたしの答えを待たず、アンは言葉を繫つなぐ。

「あたしは、今の幸せを逃がしたくない。身勝手かもしれないけど、今から新しい人生を始めたい」

「このまま、会わないでいてほしい？」

　アンは、はっと振り向いた。あたしの目を避け、うつむく。言葉は出てこない。頰ほおに紅べにが点さしている。目め尻じりには……涙なみだが浮かんでいるだろうか。

「その気持ちはわかるよ。だから、気をつけてね。次は、あたしやあんたが狙ねらわれるかもしれない。そうならないように、できるだけのことはするけどさ」

「うん……ごめん」

　そして、あたしと彼女は別れた。




　翌朝、死体が発見された。

　現場は旧市街の盛さかり場。その路上。

　いるいる。

　あたしはやじ馬に混じって、様よう子すを見ていた。

　口くち髭ひげのポールと若いバンドールが死体を見下ろして難むずかしい顔をしている。

　ポールの手には道どう化け師しの仮面。今度も〝赤い鎧〟の犯行宣言が書かれているのだろう。

　しかし、二人の会話は聞こえない。声が小さく、やじ馬の喧けん騒そうにかき消されてしまっている。

　困こまったな。

　あたしは思った。何とか、調べないと。

　思っている間に死体が運ばれていく。

　ツン。

　尻しりに何かが触さわった。

　ツンツン。

　このやろう。あたしは手で払い除のけながら振り返る。

　あれ？　どっかであったな、こんなこと……。

「見いつけた」

　聞き覚えのある声は下から。見下ろせば、やはりそいつがいた。

「ひどいよね。デタラメ教えて」

　グラスランナーが頰を膨ふくらませて、あたしを睨にらんでいた。

「言っといで」

　あたしは、ランプに告げた。

「あの二人に。あたしがここにいるってね」

　竜りゆうの牙きばは口に手を突っこんでもぎ取れ、という。貴き重ちようなものを得ようと思えば、少々の危険には目をつぶれという格言だ。




　やじ馬やら、衛えい視しやらの視線が集まる中を、あたしはポールたちのもとへと歩いていった。

「死体を見せて」

　あたしはポールに切りだす。

「どうぞ。お知り合いならそう言ってくださいよ」

　あたしは頷うなずいて担たん架かに載のせられた死体に近づく。

　上にかけられた毛布をはいだ。

　やっぱり。

〝太っちょ〟だ。

　口や鼻から流れ出た血が黒くかたまっている。だが、〝ボス〟のときと異なり、顔そのものに損傷はない。

　あたしは死体の胸に目を向ける。革かわ鎧よろいとその下の服はきれいに脱がされている。

　そこに〝太っちょ〟の生命を奪うばったであろう痕あとがあった。青黒く変色している。相当に広い範はん囲いが。

　あたしは手を触れてみた。

「おい」

　担架を抱えた衛視が太い声を出した。なんで、そう高圧的な言いかたしかできないのかな。

「いいんだ」

　即座にポールの叱しつ責せきが飛ぶ。

　いい気味だ。さぞかし後こう悔かいしたろう。

　あたしは、胸に添そえた手を軽く押した。あっけなく、それは沈んだ。

　肋あばらが折れている。それも一本二本ではない。ほとんど全部、だ。

　あたしは考えこんだ。立ち上がって、再度死体を見下ろす。

　手足も衣服と同様、泥どろに汚れている。右腕がねじれて異様な方向を向いている。

　この殺されかたは……。

「よく見ていただけましたか？」

　ポールから声がかかり、あたしは頷いた。

　立ち上がり、そちらへ視線を向ける。

「では、お話を聞かせてもらいましょう。こちらへ」




「誰でしたか？」

　テーブル越しにポールが問いかける。その隣となりにはバンドール。あたしの隣にはランプ。少々、不ふ貞て腐くされた様子が見える。

　事件現場から手近な酒場。ほかに客はいない。いたのだが、ポールたちが追い払ってしまった。

　店主としてはいい迷めい惑わくかと思いきや、ポールにお金を摑つかまされるとにこにこして奥へ引っこんでしまった。かなりの金額を渡したらしい。

　さすが、貴族さまだ。

「昔の仲間。〝太っちょ〟と呼んでたけど、名前は知らない」

　あたしはそれだけ答えた。

「やはりね。仮面の裏にもそう書いてましたよ。では、我われ々われの危き惧ぐは当たっていたわけです」

　ポールは頷いている。

「ひどい殺しかたです。背骨が折れて、胸が潰つぶされてました」

　背骨も、か。

「〝ボス〟の顔の潰されかたと似てますね」

　そう。似ている。こんなことができるのは……。

〝赤い鎧〟は聖戦士……。

　そうか。あれか。

「あの男、あなたより強いのでしょう？」

　ポールがあたしの目をじっと見る。

「そうだね」

「生命の危険を感じませんか？」

　あたしは頷いた。否定してもしかたがない。

「それなのにランプを追い払うとは」

　ポールは諭さとすような目であたしを見る。

　やめてほしいね。

「こんなのが何の役に立つって？」

　あたしはランプを指さす。

「ひどい」

　グラスランナーの呟つぶやきが聞こえた。

「そうですよ」

　ポールが相あい槌づちを打つ。

「少なくとも、一度はあなたを助けたでしょう。ランプに謝あやまってください」

　余計なお世話。

「前にも言ったろ。あんたたちに守ってもらうつもりはないって」

「それで本当にいいのですか？」

「いいよ。今、決めた。あんたたちには絶対に頼たよらない」

　もつれていた糸が、ついにほぐれた。

　だからこそ、今は、こいつらには何も教えられない。




　　　　６．




　来るだろうか……。

　あたしは、人通りのない夜の道をじっと見つめていた。

　あと一点。最後の一つだけを確かめないといけない。

　そのために呼び出した。

　ひた、ひた、ひた。

　来た。

　あたりを気にしながら、ランタンを下げて歩いてくる。

　彼女が。

　アンが。

　立ち止まる。あたりをきょろきょろと見回す。

「いるんでしょ？　なぜ、あたしを呼び出したの」

「二度と会わない約束だったけど……どうしても一つだけ確かめなければならないのよ」

「何を？」

「この場所、どこかわかる？」

「え？」

　アンは再度あたりを見回す。ランタンの明かりをかざして。

　よかった。

「その様よう子すじゃわからないみたいね」

　アンはようやく塀へいぎわに立つあたしを見つけ、明かりを向けた。

「うん……なぜ？」

「ならいい。早く……逃げて」

　あたしはアンに告げる。

「どういうことよ？」

「〝ボス〟と〝太っちょ〟を殺したやつが、もうすぐここに来るはず……もう来てるかも」

「え？」

「逃げて！」

　相変わらず、合が点てんのいかない様子のアン。

　あたしは、その胸を突き飛ばした。

　あっけなく転がる。そして、呆ぼう然ぜんとあたしを見る。

「ここからいなくなるの！　早く！」

　あたしは語気を強める。

「なぜ？」

「訊きかないで！」

　あたしは叫さけんだ。涙なみだが浮かびそうになる。あんたのためよ。

　アンはゆっくりと立ち上がる。

「無茶苦茶だよ」

　わかってるよ。あんたを信じきれなかったあたしが悪い。

「わけを教えてもらわないと……」

　ドン。

　衝しよう撃げき音がアンの言葉をそこで途と切ぎれさせた。




　アンの身体からだが飛んだ。そして、あたしにぶつかる。

　もつれ合って、あたしたちは地面に倒れた。

　じゃりじゃり。

　背中が地面をこする。

「な、何？」

　あたしから離れ、アンは膝ひざをつく。あたしは上半身だけ起こして向こうを見る。

　暗くら闇やみだ。だが、あたしの夜よ目めは人影を捕とらえることができた。

　あいつが、来た。

「その娘の言うとおり、さっさと消えてくれればいいものを」

　男の声が冷たく響ひびく。

　アンがはっと振り返る。だが、アンには相手の顔は見えないだろう。

　ランタンを捜して地面を見渡す。だが、壊こわれている。オイルが流れ出し、ちろちろと炎ほのおを上げている。

　その弱い明かりでは、あいつの姿は見えない。

「一人になるまで待とうかとも思ったが、今晩はやけに衛視が多い。もう待っていられん」

「〝かの暗黒、光の前に立ち去れ〟」

　アンはよろよろと立ち上がり、杖つえを掲かかげた。

　杖の先がまばゆい魔法の明かりを灯す。

　あたしは、その結果を知っていた。その残ざん酷こくさを。

「クァドリー……」

　明かりの中に浮かんだのは、至高神の神官の姿だった。

「なぜ？」

　ドオン！

　答えはなかった。代わりに飛んできたのは激しい衝撃波だった。

　アンの身体が舞う。地面に背中から叩たたきつけられる。

〝気弾フオース〟の魔法。

　あたしはアンに駆かけ寄る。

「な……なぜ……」

　アンの目は宙をさまよっていた。

「なぜ……」

「しゃべらないで」

　あたしはアンを助け起こす。やけに重い。

　そして、頭の下に回した手にべっとりした感かん触しよく。

「なぜ……」

　アンは呟つぶやき続ける。あたしは首を横に振る。

「な……」

　アンの口から血が一ひと塊かたまり、どろりと流れ出した。

　コロリ。

　力を失った手から、杖が転がり落ちた。




「見られたな」

　神官クァドリーはあたしを見やる。

　蔑さげすみをあらわにした冷たい目だ。

「これで二回目だ」

　あたしは答える。

「そのようだな」

　クァドリーはあたしから目をそらさない。

「あの豚ぶたの言っていたとおりだな。お前は危険な存在だ。いつ、わたしだとわかった？　神殿でわたしの顔を見たときか？」

「いいや。あんたが〝ボス〟を殺やったときには、あんたの顔は見ていない」

　あたしは冷たい目をまっこうから睨にらみ返し、答える。

「確信したのは、ついさっき。あんたが、ここにのこのこやってきた瞬しゆん間かんさ」

「何？」

「何もなければ、あんたはここに来たりしない。あたしがどこまで突き止めたか、それが気になったから、やってきたんだろ？　だから、あたしはアンに直接言わず、神殿に伝言を残したんだ。あんたにも伝わるようにね」

「引っかけられたか。なぜ、わたしを怪あやしいと睨んだ？」

「いろんな証しよう拠こがあんたを指さしていた。〝ボス〟の顔の潰つぶれかた、〝太っちょ〟の胸の潰されかた。あれは、武器のものじゃない。もっと広い打撃だ」

「たとえば、〝気弾〟のような？」

「そうだ」

「だが、高いところから突き落としてもああいう傷はできないか？」

「〝太っちょ〟は、旧市街の盛さかり場で死んでたんだよ。真夜中でも、人通りがなくなる時間なんてほんのちょっとさ。突き落とそうなんて準備してたら気づかれるよ。おおかた、あたしを一いつ緒しよに殺そうなんて持ちかけたんだろ？　めったに着ない鎧よろいを着てたからね」

「一理あるな。だが、それだけではわたしだと特定はできない。〝気弾〟を使える人間は多い」

「なまなかな魔力じゃああはいかないよ」

「なるほど。それでも、まだわたしと断言するには早かろう」

「そうだね。本物の〝赤い鎧よろい〟でもできるかもしれない。あれは聖戦士らしいからね」

「ほほう。ならば、なぜ？」

「〝ボス〟が死に際ぎわにメッセージを残していたよ」

「メッセージ？」

「気づかなかったかい？　〝ボス〟は、地面を引っ搔かいたろ？」

　クァドリーの眉まゆがぴくりと上がった。

「何も書かなかったと思ったかい？　違うよ。あれは……」

　あたしはアンを見やった。

「彼女のことを言いたかったんだ。〝黒髪〟をね。髪の毛をね」

「驚おどろいた想像力だな」

「〝ボス〟は、あたしが来ることを知っていたんだ。あたしなら、意味がわかるだろうってね」

「……消しておくべきだったな。意味がないと決めつけたのは間違いだった」

「あれで、あたしはアンを疑った。少なくとも、何か関係があるだろうって」

「それで、わたしか？」

「あんた、アンからもらったプレゼントをなくしたんだって？」

「彼女がしゃべったのか」

「そう。〝物品探知〟でだいたいの場所を教えたともね。ここがどこかわかってるだろ？」

　クァドリーはあたりを見回す。

「いや、ここは知らない」

「一つ向こうの通りなら？」

「知っている。お前たちの〝ボス〟の隠かくれ家ががあったところだ」

「ご名答。あんたはアンからもらった指輪をなくしたんじゃない。〝ボス〟に渡したんだ。その後で、アンを誘ゆう導どうして〝物品探知〟をかけさせた。〝ボス〟の隠れ家を突き止めるためにね」

「馬ば鹿かなことを。わたしが、どうやって〝ボス〟にそんなものを渡せる？」

「あんたが渡したんじゃないさ。渡したのは〝太っちょ〟だよ」

　クァドリーが一歩下がる。

「あんたと〝太っちょ〟はグルだった。〝ボス〟は用心深い男だ。隠れ家だけは〝太っちょ〟にも秘密にしていたろう。それを突き止めるために、あんたは指輪を使った。〝太っちょ〟を通じて、〝ボス〟に渡したんだ」

「だが、わたしはその指輪をはめている。ここにな」

「〝ボス〟の死体から取り返したからね。あんたは、それを捜していてあたしに見つかった。〝物品探知〟で大まかな場所を突き止めたら、あとは〝ボス〟の出入りを見張っているか、あたりに聞きこみするだけで十分さ。あいつほど新市街に似に合あわないやつはいない。出入りする家があれば、そこが隠れ家に決まっている」

「ふ……ん、だったら、わたしはそこに押し入って殺せばいい」

「無理だね。いくらあんたの魔力が強くても、一人で簡単に殺やれる相手じゃない。それに、〝ボス〟の家には入れないよ。内から閂かんぬきで閉めてるんだよ。だから、〝太っちょ〟と二人でやったんだ。〝ボス〟があんたに気を取られている間に、〝太っちょ〟が後ろから首を絞めた。違うかい？　〝太っちょ〟も隠していたはずが、ついあたしにばらしたからね。人の首を絞めるのが得意だって」

「ちっ……あいつめ」

「それでも、一度は振りほどいた。地面に揉もみ合った跡が残ってたのが証しよう拠こさ。そして、あんたが〝気弾〟でトドメを刺した」

「見てきたような言いかただな。だが、それほど用心深い〝ボス〟がわたしに気を取られるなどということがあるのか？」

「〝ボス〟は〝赤い鎧〟に怯おびえてたからね。それもあんたの計略だろ？　あの夜、あんたは〝赤い鎧〟を装よそおって、赤く塗ぬった鎧を着て〝ボス〟の前に立った。それで十分さ」

「なるほど、切れる。あの豚ぶたがお前を気にしていたのもよくわかる」

「豚……〝太っちょ〟のことかい？」

「そうだ。さっき、グルだと言ったな？　違う。わたしがあいつを利用したんだ。そして、あいつに足を引っ張られた。あの目撃者がお前かどうか、それだけ確かめれば十分だったものを」

「それで、殺したのかい？」

「もとから、いずれは殺すつもりだった。あんな豚、生きている資格はない」

「アンもそうだと？」

　クァドリーの顔色が変わった。

　冷たい色の目に、突然炎ほのおが宿ったかのように。

　怒いかり、あるいは憎にくしみ。あるいは……。

「あの女はわたしを騙だました」

　クァドリーの身体が震えている。

「自分の過去のことをおくびにも出さずに、わたしに近づいた。あの豚に教えられて、わたしは自分の愚おろかさを初めて知った」

　何て言い種ぐさだい。そして……。

「アンのことをあんたに教えたのは、やっぱり〝太っちょ〟だったんだね」

「そうだ！」

　クァドリーは吠ほえた。

「あいつにそれを聞き、わたしは思った。世の中にはなんてクズが多いんだと。お前も、あの女も、あの豚も、みんなそうだ。お前らみたいな連中がいるから、世の中はよくならん。そんなクズがよりによってわたしをたぶらかすなど！」

　こいつ……。

「あの豚は死んでも当然だ。それをわたしの耳に入れた理由を知っているか？　わたしから金を脅おどし取ろうとしたのだ。地位ある至高神の高司祭が、性しよう悪わる女に引っかかったと言いふらされたいかと！」

「そんな理由で！」

「十分だ！　お前らは、自みずからの欲望のために人を踏みにじり、社会を汚けがす。お前らみたいなのはいてはならん。断じてならんのだ！」

　はあ……はあ……。

　クァドリーの荒い息が聞こえる。

「わたしは決めた。クズは社会から一いつ掃そうすると。あの豚にわたしは話を持ちかけた。あの女のことを知っているやつはみんな殺したほうがいいんじゃないかと。そのほうが、お前も取り分が増えていいだろうと」

　ゴクリと喉のどを鳴らす音が聞こえた。

「そんな言葉に乗ってきたのだ、あの男は」

　あいつなら、そうだろうね。確かに、そんなやつだった。

「わかるか、わたしの絶望が。そんな人間がいると知ったときの悲しみが。欲望を律し、他人を思いやり、分け与えることのできる人間だけが残ればいい。そうすれば、世界はどれだけ平和であろう。どれだけ満たされるであろう」

「わかってないのは、あんただ。おぼっちゃん」

　あたしはクァドリーを睨にらみつけた。

「地べたを這はいずってきた人間のことを。あんたのように恵まれてない人間が、どれだけ現実の中でもがいているか。あんたには見えていない。人を見下すのもほどほどにしてほしいね。豚だのクズだの。あんたのチンケな理想境は、あんた一人だけの世界でしか作れない」

　あたしは指を突きつける。

「他人を思いやる？　なら、他人の世界に、境きよう遇ぐうに、少しは想像力を働かせろ。あんただけが理想を持っていると思ってるのかい。思い上がりもほどほどにしな」

「思い上がってなどいない！」

「いいや、思い上がっている。だから、他人の世界が見えないんだ。見えていたなら、なぜ、アンを撃った！」

「わたしを……騙だましていた」

　クァドリーの肩が震えている。

「騙さなきゃいけなかったからだよ。なぜ、わかってやれない」

「人を騙して……何が愛だ。そんなもの……わたしは……いらん」

「騙されてやればいいじゃないか」

「悪党の分ぶん際ざいで、人に説教か。そのくだらん考えが私利私欲に血ち眼まなこになる人間を甘やかすとなぜわからん」

　クァドリーはゆっくりと手を上げ、手のひらをあたしに向けた。

「死んでもらおう。お前にも生きる権利はない」

　あたしは甘かったのか。

　こんな男を説得できると思っていた。

　アンを何も知らないところに置いておきたかった。彼女の束つかの間の幸せを、思い出に昇しよう華かしてやりたかった。

　結果がこれだ。

　ざああ。

　そのとき、化鳥が飛んだ。
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　それは、空から舞い降り、あたしとクァドリーの間に立った。

　身体からだを包む鎧よろいは赤い魔法の光を放っている。

「お前は……〝赤い鎧〟か？」

　クァドリーが尋たずねる。

　答えはない。

　だが、気け配はいが答えている。イエスだと。

　すうう。

　剣が抜かれた。青い光があたしの目を捕とらえる。

「なぜだ？　お前とは敵対しない。悪人を殺すのに、なぜ、お前が邪じや魔まをする」

〝赤い鎧〟は一歩を踏み出す。

「はあっ！」

　気合いが飛んだ。同時に、空気が歪ゆがむ。

　ドン。

　衝しよう撃げき波はが〝赤い鎧〟を襲おそう。

〝赤い鎧〟は、半身になって肩にそれを受けた。地を嚙かむ足が、ギシっと石いし畳だたみに悲ひ鳴めいを上げさせる。

　倒れない。クァドリーの魔力を正面から受け止めて。

　そして、前へ。

　クァドリーは左手を上げて顔を庇かばう。

　無む駄だだった。魔剣は上から下へ、空気を切るように流れた。

　クァドリーの腕が飛ぶ。そして、斜ななめに裂さかれた上体がずるりと地に落ちた。




〝赤い鎧〟は、アンの上に覆おおいかぶさっている。

　かすかな詠えい唱しようが聞こえる。〝治癒キユアー・ウーンズ〟の呪じゆ文もんだろうか。

　ならば、まだ死んではいない？　気絶していただけ？

「あ……」

　アンの目が開いた。半身を起こしかける。

　その頭を〝赤い鎧〟は胸に抱きよせた。

　それは、クァドリーの死体を見せないため？

「どういうつもり？」







[image: ]







　あたしは〝赤い鎧〟の背中に声をかけた。

「あたしやアンを助ける意味があんたにあるの？　あんたのやっていることは、あいつと何も変わらないじゃないの」

　答えはない。〝赤い鎧〟は無言を通している。

「どこが違うの？　自分の正義のために人を殺す。同じじゃないか」

〝赤い鎧〟は、アンを放し、すっと立ち上がった。

　かすかに首が傾き、頷うなずいたような気がした。

　ざあ。

　その姿は一いつ瞬しゆんに流れた。あたしは、はっとそれを目で追う。

　塀へいに、そして、庭木を辿たどって屋根へ。

〝赤い鎧〟は優ゆう雅がに、そして機き敏びんに舞った。

「どこが違うの！　答えなさいよ」

　答えはなく、〝赤い鎧〟は虚こ空くうの中に消え去っていった。

　いつもなら残す道どう化け師しの仮面さえ、今日ははずさなかった。

　あたしは立ち尽つくし、そして呟つぶやいた。

「お前なんか……大だい嫌きらいだ」




　　　　エピローグ




　数日後、あたしはポールに再会した。常のごとくの見回りの途中なのだろう。バンドールと、そしてランプを引きつれている。

「また会いましたね。レニさん……と、呼ばせてもらいますよ」

「あの事件は終わったんだよ」

「ええ」

　ポールは頷うなずいた。

「またしても、〝赤い鎧〟にしてやられましたよ。これで二度目、ですね。自分の関かかわった事件で先を越されたのは」

「どこまで気づいてた？」

　あたしは尋たずねる。

「だいたい、全部わかりましたよ。一部、推測で埋うめなければなりませんでしたが。あと一晩猶ゆう予よがあればよかったんですけどね」

　ポールは頭を搔かいた。

「その一晩の間に、〝赤い鎧〟にやられましたよ。もっとも、あなたが至高神の神殿に姿を現わしたと聞いて、それで謎なぞが解けたのですから」

「そいつは嬉うれしいね」

「あなたのことを神殿で聞き出して、衛えい視しを増やして見回りを強化していたのですが。特にあのあたりは」

「無む駄だだったってわけだ」

「すぐ近くにいたんですけどね、わたしたちも」

「それでよかったんだ。アンを帰して、そして、やつを捕つかまえてもらえば……」

「すまないな。力が足りなかった」

　バンドールが口をはさむ。

　あたしは首を振った。

　あいつはアンに〝気弾〟をぶつけてしまった。その時点で、あたしの負けだ。

「アンという女性、神殿勤づとめをやめたそうですね」

　ポールが空を見て呟つぶやく。その視線の先で雲が流れていく。

「もう、この街まちにはいないよ」

　できれば、アンには真相を知らずにいてほしかった。クァドリーは突然の失しつ踪そうをしたことにして。

　事件が終わった後、あたしはずっと考えていた。

　なぜ、最初の犠ぎ牲せい者はアンではなかったのか。

　もし、クァドリーが心底アンを憎ぞう悪おしていたなら、彼女から殺していただろう。

　だが、そうではなかった。

　それに、あたしがいたとはいえ、〝気弾〟を二回でやめたのも。〝ボス〟にせよ〝太っちょ〟にせよ、もっと念入りに殺されていた。

　あいつも悩んでいた。心を揺らしていたのだ。最後の最後まで。

　なのに、とうとう救えなかった。

「街を出たか……そうでしょうね」

　寂さみしげな光がポールの瞳ひとみに宿っている。

「わたしが衛視でなければ……という仮定は無意味ですし」

「一人で誰だれもかれも救おうなんて、無理ですよ、サー」

　バンドールがその背に声をかける。

「そうだな。でも、できるだけのことはしてみよう」

　ポールは小さな笑顔を作る。

　あたしも、今はただ頷うなずくしかなかった。







解　説





安田　均






　毎度おなじみのソード・ワールド短編集です。いつもごひいきにしていただいて、著者ともども喜んでおります。

　もともとＲＰＧが、シェアード・ユニヴァース（シェアード・ワールドとも言う。同じ背景世界を使って、さまざまな作家が書いた作品集）に適てきしているのではないかと思ってはじめたこの企き画かくですが、ソード・ワールド・ファンはもとより、多くの小説読者に楽しんでもらっているようなので、大変心強く思っています。

　そういうことなので、三冊目あたりから、各巻にテーマをもたせてみてもおもしろいのじゃないかと考えて、いろいろと試ためしてきました。こうしたテーマというのにもさまざまなタイプがあって、かなり制せい約やくがあるものと、そんなに制約のないものがあります。

　例えば、『スチャラカ冒険隊、南へ』というのは、初代ソード・ワールド・リプレイのキャラクターを使っておもしろい作品をというもので、けっこう制約がきついものにあたるでしょう。同じくなじみのあるキャラクターを使っても、『ゲート・デーモンの仮面』は、それぞれの持ちキャラで書いていますから、こちらだともう少し制約が緩ゆるくなります。『スチャラカ冒険隊、南へ』のときは、〝山本さんのキャラだからなあ、パロディにするわけにもいかないし、大変、大変〟と各作者がふうふう言っていたのを聞いた覚えがあります（まあ、そのかいあってか、あの巻の人気は高かったですが）。

　もう少し制約の緩いものには、初期の『ふたりのラビリンス』や『マンドレイクの館』のように、モンスターをテーマにしたものが属ぞくすでしょう。モンスターといってもいろんなものがあるし、またそれをどう描くかでもさまざまなタイプに別れるからです。

『ロマールの罠』のように、ロマールという同じ都市を各作品が舞台にするというのも、同様なものに入ると思います。

　こうして眺ながめてみると、最近の各巻は、制約の緩いタイプになってきているようです。前巻の『まぼろしの女』なども、それぞれの作品はある程度ロマンスを扱あつかっているという形で読めますが、まあ、表題作はそれよりもミステリ色が強いものだし、解説でも書きましたがロマンスの要素はたいていの作品に含ふくまれていますから、とりたててテーマと言えるほどのものではないかもしれません。

　こうした各巻のちがいは、やはりさまざまな作者が参加するので、いつもいつもテーマを絞しぼり込む（それも、どんどん制約をかけていくのは）のは、ある意味でシェアード・ユニヴァースらしい自由度を縛しぼっていくのではないかと、考えたからです。気軽にソード・ワールドでのさまざまな冒険を読むのも、背景世界そのものは共通ですから、それだけで楽しいことも多いでしょう。

　ということで、今回はテーマをどうしようかなと考えていたら、清松みゆきがサジェストしてくれました。

『安田さん、今度も〝赤い鎧よろい〟シリーズ書きたいんですけれども、あれってミステリの他に、ライバルの要素ももった感じで書いてるんですよ。ライバルってどうですか？』

　それを聞いて、感じるものがありました。

　考えてみりゃ、ぼくってデュダ・シリーズで（特に長編で）ライバルめいた関係をよく使ってるじゃないか。デュダとギリアムってまさしくライバル関係だし、『失われた狂気を求めて』のマッディ・マティスや『果しなき宝島』の×××・××××だって、勝手にデュダをライバル視してるもんなあ……自分で使っていて、これをテーマにしない手もないぞ、と思い至ったのです。

　たしかに、ライバルというのは物語にはよく登場しますし、ＲＰＧでも長い連続シナリオにするときなどには、ＮＰＣなんかで必須ともいえる存在です。

　ということで、希望者を募つのって、〝ライバル〟ということで書いてもらったこの３編、いずれ劣らぬ力作揃ぞろいですので、大いに楽しんでください。




　いつものように各作品の解説を。

「祝福されざる聖杯に」はおなじみ羽根頭譚です。今回は、聖杯の奪だつ還かんが目的ですが、ＲＰＧらしい展開とは異なって、思いがけない結果に。なかなか考えさせられる結末でしょう。冒険者パーティ同士のライバル関係と同時に、ここではリーライナとアマディアのライバル（さやあて）関係にもご注目を。しかし、ライスというのは、いつもシブくてかっこいいなあ。

「虹の舞う海に」ここでは北のバイカルを舞台にして、大きなストーリーが語られます。ライバル関係も、血縁者の男女がそれぞれの得意分野で、相手には負けるものかと競うという（まあ、男が一方的に、相手の女をライバル視しているのですが）ストレートなもの。普段は描かれない国の、海での冒険譚というのもなかなか読ませてくれます。

「野獣死すべし」うむ、清松くん、自分で言い出したわりに、いちばんライバル関係が見えにくいのがこれですね（笑）。とは言うもの、シリーズを通して、衛えい視しのポールと〝赤い鎧〟は陰でライバル関係を続けて行きますし、じつは〝赤い鎧〟の正義と、主人公の正義、それに犯人の歪ゆがんだ正義感はライバルと考えてもいいわけです。ミステリとしても、相変わらず、見事な冴さえを見せてくれる１編と言えるでしょう。







　祝福されざる聖杯に




〝鴉羽根の〟ライス（人間、男、29歳）

　器用度19（+3）

　敏捷度15（+2）

　知力13（+2）

　筋力17（+2）

　生命力19（+3）

　精神力16（+2）

　冒険者技能　ファイター３、プリースト３（チャ・ザ）

　生命力抵抗力６　精神力抵抗力：５

　冒険者レベル３


　武器：バトル・アックス（必要筋力17）




攻撃力６　打撃力17／22　追加ダメージ５




　　盾：なし




回避力５




　　鎧：チェインメイル（必要筋力17）




防御力17　ダメージ減少３




　魔法：神聖魔法（チャ・ザ）３レベル（魔力５）

　言語：（会話）共通語　西方語




（読解）共通語　西方語






〝梟羽根の〟チェペル（人間、男、27歳）

　器用度10（+1）

　敏捷度９（+1）

　知力13（+2）

　筋力17（+2）

　生命力15（+2）

　精神力18（+3）

　冒険者技能　セージ３、ソーサラー３

　生命力抵抗力５　精神力抵抗力６

　冒険者レベル３


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）




攻撃力０　打撃力15　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少３




　魔法：古代語魔法３レベル（魔力５）

　言語：（会話）共通語　西方語　下位古代語　東方語　エルフ語




（読解）共通語　西方語　下位古代語　東方語






〝鵡羽根の〟リーライナ（ハーフ・エルフ、女、38歳）

　器用度17（+2）

　敏捷度18（+3）

　知力20（+3）

　筋力14（+2）

　生命力14（+2）

　精神力16（+2）

　冒険者技能　シャーマン３、ファイター１、セージ３

　生命力抵抗力５　精神力抵抗力５

　冒険者レベル３


　武器：レイピア（必要筋力14）




攻撃力３　打撃力14　追加ダメージ３




　　盾：スモール・シールド（必要筋力１）




回避力５




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少３




　魔法：聖霊魔法２レベル（魔力５）

　言語：（会話）共通語　エルフ語　精霊語　東方語




（読解）共通語　エルフ語　下位古代語　東方語






〝燕羽根の〟オスター（ドワーフ、男、48歳）

　器用度14（+2）

　敏捷度９（+1）

　知力11（+1）

　筋力21（+3）

　生命力23（+3）

　精神力26（+4）

　冒険者技能　ファイター４

　一般技能　クラフトマン５（ストーンクラフト＝石工）

　生命力抵抗力７　精神力抵抗力８

　冒険者レベル４


　武器：グレート・アックス（必要筋力21）




攻撃力６　打撃力26　追加ダメージ７




　　盾：なし




回避力５




　　鎧：プレート・メイル（必要筋力21）




防御力21　ダメージ減少４




　言語：（会話）共通語　ドワーフ語




（読解）ドワーフ語







　虹の舞う海に






リュシアン・エイルード（人間、女、21歳）

　器用度16（+2）

　敏捷度16（+2）

　知力15（+2）

　筋力12（+2）

　生命力13（+2）

　精神力14（+2）

　冒険者技能　ファイター４、セージ３

　生命力抵抗力６　精神力抵抗力６

　冒険者レベル４


　武器：ブロード・ソード（必要筋力12）




攻撃力６　打撃力12　追加ダメージ６




　　盾：なし




回避力６




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力12）




防御力12　ダメージ減少４




　言語：（会話）共通語　東方語　西方語　下位古代語




（読解）共通語　東方語　下位代語






ゼラーヴ・エイルード（人間、男、21歳）

　器用度13（+2）

　敏捷度12（+2）

　知力12（+2）

　筋力19（+3）

　生命力17（+2）

　精神力13（+2）

　冒険者技能　ファイター５

　一般技能　セイラー（水夫）４

　生命力抵抗力７　精神力抵抗力７

　冒険者レベル５


　武器：バトル・アックス（必要筋力19）




攻撃力７　打撃力19　追加ダメージ８




　　盾：なし




回避力７




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力13）




防御力13　ダメージ減少５




　言語：（会話）共通語　東方語




（読解）共通語　東方語






マジックアイテム

スローター・ブレード（殺戮の刃）

　知名度＝15

　魔力付与者＝不明

　形状＝柄元に黒い宝石が埋めこまれショート・ソード

　必要筋力＝７（打撃力７）

　基本取り引き価格＝３万ガメル

　魔力＝攻撃力、追加ダメージに+2。鞘から抜いたとき、目標値18の精神力による抵抗ロールに失敗すると、攻撃力、追加ダメージにさらに+2、回避力に-4。正気を失い、近くにいる者に見境なく斬りかかるようになる。誰もいなければ、自分自身を殺そうとする。

　説明＝鞘から抜いた者をバーサークさせる呪いの小剣です。この小剣を抜いた者が死ぬか、小剣を手放すまで、呪いの効果は持続します。





　野獣死すべし






レニ／〝猫目〟・本名不明（人間、女、19歳）

　器用度15（+2）

　敏捷度16（+2）

　知力18（+3）

　筋力９（+1）

　生命力13（+2）

　精神力14（+2）

　冒険者技能　シーフ３、セージ３、シャーマン１

　冒険者レベル３

　生命力抵抗力５　精神力抵抗力５


　武器：ダガー（必要筋力５）




攻撃力５　打撃力５　追加ダメージ４




　　盾：なし




回避力５




　　鎧：なし




防御力０　ダメージ減少３




　言語：（会話）共通語　西方語　東方語　精霊語




（読文）共通語　西方語　東方語　下位古代語






アン／〝黒髪〟（人間、女、24歳）

　器用度13（+2）

　敏捷度12（+2）

　知力15（+2）

　筋力11（+1）

　生命力13（+2）

　精神力15（+2）

　冒険者技能　ソーサラー４、セージ３

　冒険者レベル４

　生命力抵抗力６　精神力抵抗力６


　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）




攻撃力０　打撃力15　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：なし




防御力０　ダメージ減少４




　魔法：古代語魔法４レベル（魔力６）

　言語：（会話）共通語　西方語　東方語　下位古代語




（読文）共通語　西方語　東方語　下位古代語






クァドリー（人間、男、33歳）

　器用度16（+2）

　敏捷度15（+2）

　知力19（+3）

　筋力16（+2）

　生命力15（+2）

　精神力18（+3）

　冒険者技能　プリースト（ファリス）６、セージ５

　冒険者レベル６


　生命力抵抗力８　精神力抵抗力：９

　武器：なし




攻撃力０　打撃力０　追加ダメージ０




　　盾：なし




回避力０




　　鎧：なし




防御力０　ダメージ減少６




　魔法：神聖魔法：６レベル（魔力９）

　言語：（会話）共通語　西方語　東方語　下位古代語




（読文）共通語　西方語　東方語　下位古代語　エルフ語






〝赤い鎧〟、ポール、ランプ、バンドール

『まぼろしの女』参照。










ソード・ワールド短たん編ぺん集しゆう




虹にじの舞まう海うみに








編者：安やす田だ　均ひとし

著者：水みず野の　良りよう　他
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